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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「※」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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第一話　荒野の質流れ







　大軟弱







　闘たたかいは、終わった。

　荒こう野やを吹ふく風の音にも、諸しよ行ぎよう無む常じようの響ひびきが感じられる今日この頃ごろ。

皆みな様さま方には、お変わりございませんでしょうか？

　私は、とても元気です。

　とゆーわけで、アルタミラ〈出で戻もどり〉カーンは、今日も、けなげにがんばっているのであった。

　「コロナ・フレイヤー!!」

　と、彼女かのじよは叫さけんだ。

　地平の彼方かなた──カルバラクラブの方角へと、ひとり遠ざかって行く誰かさんの後ろ姿を、はったと睨にらみつけ、正々堂々胸を張り、アルタミラは、言ったもんだ。

　「今度だけは、トロイ様に免めんじて、おまえを見み逃のがしてやる!!」

　と。

　「おまえは、一度、王子の生命いのちを救った。だから、我々も一度は、おまえを助けてやるのだ。ありがたく思うがいい」

　と。

　「しかし!!　これで借りは返した。この次に会う時は、もう容よう赦しやはしない。覚かく悟ごしておくがよかろう!!」

　と。

　毅き然ぜんたる態度であった。

　悪びれたところなど、ひとかけらもない。

　実に立派な人間性と言えよう。

　一軍を指揮するものは、こうでなくてはいけない。

　ただ、アルタミラにとって残念だったことは、指揮官がいくら立派でも、それだけでは『どーしよーもない』という、孫そん子しの時代から受け継つがれた不ふ滅めつの真理であった。

　アルタミラの声が耳に届いたのかどうか、コロナは丘おかの上で一度立ち止まって、ちらりとこちらを振ふり返った。

　じっ……。

　何やら、含ふくむところのありそうな目つきである。

　アルタミラは、心なしか狼ろう狽ばいの色を見せて、言った。

　「な、なんだなんだ、その目は。何か文句があるのか」

　「ふん」

　コロナは、鼻を鳴らした。

　そして、シールドマントをひるがえすと、丘の向こうへ姿を消した。

　二度と振り返るつもりはない。背中が、そう言っていた。

　アルタミラは、内心ほっとした。

　と同時に、ほっとした自分自身に、腹が立ってきた。

　「こら、コロナ!!」

　まるでやけっぱちみたいな大声を、アルタミラは張りあげた。

　「ひとが、せっかくお情けで助けてやったと言うのに、その態度はなんだ!!　それが、名門と言われたフレイヤー家の作法か!!　少しは有難そーな顔をしてみせろ!!　だいたい、おまえは……」

　アルタミラは、コロナの個人的悪口を言い始めた。

　おたふくだの、怪かい力りき女おんなだの、なんだのかんだの。

　そして、その口調は、時を経るにしたがって、どんどん過か激げきなものへとエスカレートしていった。

　『見み逃のがしてやったのは、こっちなんだ』

　あくまでも、その姿勢を崩くずさないアルタミラである。

　しかし、そうは考えていない人々も、世の中には多いようで……。

　「アルタミラ。アルタミラ……」

　トロイが、声をひそめて、言った。何やら気まずそうな表情だ。

　「あんまり、コロナ……さんを、挑ちよう発はつしない方が、いいんじゃないかな？」

　「なぜでございますか、王子」

　「え？　いやー、そのー、なんとなく……」

　〈軟なん弱じやく王おう〉トロイは、口ごもりながら、肩かたごしに背後の惨状をかえり見た。

　帝てい国こくを代表する巨きよ艦かん、〈ガルガンチュワ〉と〈パンタグリュエル〉。そして、精せい鋭えい一万を擁ようするコロナ討とう伐ばつ隊たいの勇姿は、もはやどこにも見られない。

　地面は、めちゃめちゃに荒あらされ、そのところどころに、装そう甲こう兵員輸送車がひっくり返って、黒こく煙えんをあげている。

　ビッグ・キャリヤーの一方の雄、〈パンタグリュエル〉も、これはどうやら離り陸りくに失敗したものか、ななめに傾かたむいたまま停とまっていた。〈ガルガンチュワ〉の姿はない。

　なんともひどい有様である。

　これで、『コロナを見み逃のがしてやったんだ』と言っているのだから、アルタミラも、いい度胸をしている。さすが出で戻もどっただけのことはある。虚きよ勢せいも、ここまで張れたら、立派なものだ。

　しかし……。

　と、あなたは首をひねることだろう。

　──コロナ討とう伐ばつ隊たいの一行に、いったい何が起こったのか？

　当然の疑問である。

　ぼんやりと、あたりを見回しているトロイに、答えてもらおう。お聞き下さい。

　トロイは、気の抜ぬけたみたいな声で、言ったもんだ。

　「みーんな、逃げちゃったなー……」

　その声を聞きつけて、アルタミラが、ふり返った。

　アルタミラは、言った。

　「キリーの差し金にちがいありません。──さもなければ、名めい誉よあるヴァルマーの兵が、敵に後ろを見せるなど、あり得る筈はずがないのです!!」

　憤ふん懣まんやるかたないって口ぶりである。

　トロイが、まるで取りなすように、言った。

　「しょーがないよ。──砂虫が出たんだ」

　それは、事実であった。

　しかし、事実の半分でしかない。

　砂虫の出現は、たしかに、味方に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらした。

　装そう甲こう兵員輸送車を吹ふき飛ばしたのも、離り陸りく直前の〈パンタグリュエル〉を座ざ礁しようさせたのも、実は砂虫である。

　砂虫は水気を嫌きらう。

　本来、このあたりは、砂虫の通り道ではないのだ。

　アルタミラも、その点には気をつけて、陣じんを張ったつもりだった。

　それなのに、砂虫は現れた。

　しかも、まるでタイミングをはかったかのように……。

　砂虫が、どうして、テリトリーから遠く離はなれた、こんな場所まで出て来たのか。それはわからない。砂虫の行動を推し測ることは、誰だれにも出来ないのだ。

　ただ、ひとつだけ言えることは、仮に砂虫が都合よく現れなくとも、結果は似たようなものになっていたに違ちがいないってことだ。

　少なくとも、アルタミラは、そう思い込んでいたし、実際、その考えは正しかったのである。

　あの時……。

　一いつ瞬しゆんの驚おどろきから、コロナがまず立ち直った。

　コロナは、背後の森に避ひ難なんするかわりに、討とう伐ばつ隊たいのどまん中へ殴なぐり込こむ道を選んだ。

　大軍を相手にする場合、こうした方がいいということを、コロナは本能的に知っていた。

　剣けんをふりかざし、コロナは、火の玉みたいな勢いで、中央突とつ破ぱをはかった。

　思った通り、敵は不意をつかれ、混乱した。

　いや。

　混乱以前の問題だったかもしれない。

　『コロナ現る!!』

　その報がもたらされるや、兵の大半は、いきなり逃にげ仕度を始めたのだ。

　機動兵器を素す手でで叩たたき落とすという、アルターム市でのコロナの化け物ぶりは、ヴァルマー全軍の良く知るところであった。

　その上、討とう伐ばつ隊たいとは名ばかりの、ほとんどは、お義理でくっついて来ているような連中だ。〈陰いん険けん王おう〉キリーの、息のかかった将校も多い。

　士気のあがらぬこと、おびただしい。

　まさに烏う合ごうの衆である。

　それに、万一、コロナを討うちとったとしても、今は帝てい国こくの実権はキリーの手にあり、恩賞も期待できそうにない。となれば、兵は将を見限る。

　兵士たちにも、妻があり子がある。

　生活がかかっているのだ。

　『コロナって奴やつは、化け物みたいに強いそうじゃないか』

　『おれは見てたんだよ。あいつが、クフィールを、素手で叩き落とすとこ。いやー、すごかった。はっきり言って、化け物みたいなんてもんじゃない。化け物だよ、あれは』

　『やれやれ。下手に、そんな奴を相手にして、ケガでもしてはつまらんなあ』

　『ほんとほんと』

　『いつまでも、トロイ様にくっついてるのも、こりゃあ、考えもんだねー』

　と言うわけで……。

　〈ガルガンチュワ〉と〈パンタグリュエル〉から飛び立った艦かん載さい機きは、飛び立ったきり戻もどって来なかった。敵味方が混乱して、攻こう撃げきできなかったと言えば、言い訳は立つ。

　一方、重じゆう装そう歩兵は重装歩兵で、大刀ひっさげたコロナが、兵列に暴れこむや、算を乱して我先に逃にげ出す始末。

　そこへ、砂虫だ。

　討伐隊の後こう陣じんで、どーんという音と共に、大量の土砂が吹ふきあがり、砂虫が姿を現したのである。

　兵士たちにとっては、まさに渡わたりに船。──逃にげるのに、絶好の口実ができたようなものだ。

　たまったものではない。

　混乱は極致に達した。

　「戦え!!　戦わんか、こら!!」

　ひとり気を吐はくアルタミラが、いくら声をからしてわめいても、耳を貸すものは誰だれもいない。

　それどころか、逃げまどう兵士たちに邪じや魔まされて、思うようにコロナのそばへも近寄れない有様だ。

　「えーい、この臆おく病びよう者もの共があ～～っ!!」

　アルタミラは、歯ぎしりした。

　右手の剣けんをふり回しながら、左手で兵士の襟えり首くびをわしづかみにする。

　「おい、逃げるんじゃない。引き返して、闘たたかわんか。──敵は一人きりなんだぞ!!」

　「冗じよう談だんじゃありませんよ、アルタミラ様。──砂虫が見えないんですか。ぐずぐずしてると、踏ふみつぶされてしまいますよっ!!」

　兵士は、アルタミラの手をふりほどいて、駆かけ出した。

　とたんに、首が落ちた。

　アルタミラが、叩たたき斬きったのだ。

　「えーい、どいつもこいつも、情けない。──軍法会議にかけられたいのか!!脱走だつそうは死刑しけいだぞ!!」

　と、アルタミラは、叫さけんだ。

　効き目はなかった。

　もちろん、討とう伐ばつ隊たいの中には、トロイの御この林兵えへいもいるし、アルタミラ直属の親しん衛えい隊たいも含ふくまれている。

　そういう連中は、それなりにがんばった。

　ほめてやりたいくらいのものだ。

　しかし、コロナも死にもの狂ぐるいである。

　『あわや!!』というシーンも、一度や二度ではない。

　「主人公を、なめんなよ～～っ!!」

　向かって来る敵兵を、コロナは、セラミック装そう甲こうごと斬きり伏ふせた。

　『ジャン!!』という金属音と共に、血しぶきがあがった。

　激げき闘とう一時間。

　コロナが暴れ、砂虫がのたくり、混乱に次ぐ混乱で、ふと気がつくと、トロイのまわりには、すっかり人ひと気けがなくなっていた。

　戦場は、兵のわめき声、硝しよう煙えん、銃じゆう声せい、土つち煙けむりなどが充じゆう満まんし、どこで誰だれが何をしているのか、さっぱりわからないという状態だ。

　本来、トロイの盾たてとなるべき御この林兵えへいも、この大混乱の中で、トロイの姿を見失ってしまったようだ。アルタミラも、コロナを追いかけて行ったきり、戻もどって来ない。

　「どーすればいいんだろう？」

　おろおろおろ。

　ひとり、剣けんの柄つかを両手で握にぎりしめて、きょろきょろしているトロイ〈軟なん弱じやく王おう〉ヴァルマーであった。

　その時だ。

　もうもうたる土煙の向こうから、おぼろげな人ひと影かげが近づいてきた。

　トロイの目が輝いた。

　「アルタミラ～～ッ!!」

　思わず、泣いてかけ寄り、すがりつく。

　「えーん。こわかったよぉ。アルタミラ～～」

　「馬ば鹿か野や郎ろう。よく見ろ。おれだ」

　「え？」

　トロイは、涙なみだで汚よごれた顔をあげた。

　そんなトロイを、苦々しげな表情で見おろしているのは、もちろん、コロナ〈筋きん肉にく娘むすめ〉フレイヤー。右手にさげた大刀をはじめ、全身、血と泥どろにまみれている。

　「あ……」

　トロイは、声もなく、その場にへたへたっと尻しりもちをついた。

　剣けんを抜ぬくことすら思いつかなかった。

　ただ半口を開いて、茫ぼう然ぜんとコロナの顔を見あげている。

　コロナは、刀の切っ先を、トロイの鼻先につきつけて、言った。

　「ここで、おまえを殺せば、帝てい国こくのうるさい追つい撃げきも終わるわけだ」

　殺さつ伐ばつとした姿に似合わず、コロナの口調は、案外とおだやかであった。

　トロイとコロナは、大刀をはさんで、しばらくの間、見つめ合った。

　二人のまわりを、不思議な静けさが、とり囲んでいた。

　沈ちん黙もくを最初に破ったのは、トロイの方だった。

　トロイは、言った。

　「殺して下さい」

　「なんだって？」

　「殺して下さい、コロナさん。どーせ、ぼくなんか生きてたって、しょーがないです。アルタミラや、他のみんなに迷めい惑わくばかりかけてる。あなたにも。──ぼくは、帝国のお荷物なんだ。いない方がいーんだ。──そ、それなら、いっそひと思いに、ここで……」

　「ばっ、馬ば鹿か野や郎ろうっっ!!」

　コロナは、トロイを怒ど鳴なりつけた。

　本気で腹を立てていた。

　「てめーにゃ、覇は気きってもんがねーのか!!　そんなもんだから、部下たちにも見放されるんだ!!」

　「ひとを押おしのけてまで何かするって、ぼくは好きじゃないんです」

　「好き嫌きらいの問題じゃないだろう」
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　「いーんです。ぼくは、生まれて来る時代を、まちがえてしまったんです」

　トロイは、うなだれた。

　「甘あまったれんじゃねーよ」

　コロナは、吐はき捨てるように、言った。

　「そんな根性じゃ、どんな時代に生れたって、同じだ」

　「…………」

　「よし。わかった」

　「？」

　「殺してやる」

　「え？」

　「え、じゃねー。──てめーの望み通り、この場で、叩たたっ斬きってやろうと言ってるんだ」

　コロナは、ゆっくりと刀を振ふりかぶった。

　じりっ。

　コロナが、間合いをつめた。

　おそろしく厳しい表情である。

　トロイは、真っ青になった。

　自分の口から『殺して下さい』なんて言っておきながら、いざ本当に斬られるとなると、話は別だ。第一、もとから覚かく悟ごのいい方ではない。

　自然と涙なみだが流れ出してきた。

　ついでに鼻水も。

　耳の奥おくで、何やらカチカチと音がする。

　アメリカン・クラッカーではない。トロイの歯が鳴っているのだ。歯の根が合わないのである。

　トロイは、がっくんがっくん震ふるえながら、両手を合わせた。

　目を閉じる。

　「なまんだぶ、なまんだぶ……」

　トロイは、世にも陰いん気きな声で、念仏を唱え始めた。

　「なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ」

　今にも、コロナの刀が、この首すじに打ちおろされるかと思うと、おしっこちびっちゃいそうなトロイであった。

　トロイの声は、次第に大きくなって行った。

　「なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ!!」

　ほとんど叫さけぶようにして、トロイは念仏を唱えた。

　唱え続けた。

　やけくそであった。

　必死であった。

　いったい、この時代の宗教体系は、どうなっておるのか、なんてことは全く考えずに、トロイは、ひたすら念仏を唱えた。

　それによって、我を忘れてしまいたかった。

　「なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ、なまんだぶ……」

　我を忘れた。

　と言うよりも、恐きよう怖ふのあまり、半ば気を失ってしまったのである。

　どれほどの時間、そうしていたのか。

　トロイには一生ほどにも感じられたが、実質はほんの一、二分てとこだろう。

　トロイは、誰だれかに肩かたを叩たたかれて、我に返った。

　「王子!!　トロイ王子!!」

　その瞬しゆん間かん──

　トロイは、『ぎゃっ』と叫んで、飛びあがった。てっきり斬きられたと思った。

　──今、死ぬのか。もう、死ぬのか。

　しかし、何事も起こらない。痛みもない。

　おそるおそる目を開けると、アルタミラの顔が、間近にあった。けげんな表情だ。

　「あれっ」

　トロイは、なんとなくきょろきょろして、大ボケを言った。

　「アルタミラ……。おまえも、死んじゃったのか？」

　「お戯たわむれを……。それより、コロナの姿が、お近くにあったようですが、おけがはございませんか」

　「いや……」

　トロイは、ぼんやりと首をふった。

　自分が、まだ生きてることが、信じられないって顔つきだ。

　ふと気がついて、コロナの姿を目で捜す。

　いた。

　ひとりでさっさとカルバラクラブの方向へ歩み去って行くところだ。

　後ろ姿が、ひどく遠く感じられた。

　一方、味方の陣じんについては、見るまでもない。

　惨ざん敗ぱいである。

　ド負けである。

　たった一人のコロナ相手に、たとえ砂虫という不ふ慮りよの加勢があったにせよ、一万の機き甲こう部隊が、こうもあっけなく叩たたきのめされるとは……。

　くやしさいっぱい。

　アルタミラのこぶしが、ぶるぶる震ふるえていた。

　火の吹ふき出そうな目つきで、コロナの後ろ姿を睨にらみつけている。

　アルタミラは、叫さけんだ。

　「コロナ・フレイヤー!!」

　すなわち、ここで冒ぼう頭とうのシーンに戻もどるわけなのである。

　回想終わり。

　さて。

　ひと通りコロナの悪口を並ならべて、少しは気の晴れたアルタミラではあったが、目の前の無残な現実だけは、どうにも変えようがなかった。

　やがて、散りぢりになっていた兵士たちが、三々五々と集まって来る。

　直属の兵士たちばかりだった。

　動けないような重傷者を勘かん定じように入れても、百名に満たない数である。

　みな面目なさそうにうなだれて、敗残兵の気分を出していた。

　アルタミラは、もはや怒ど鳴なりつける気にもなれなかった。

　戻って来ただけ、ましな方だ。

　〈ガルガンチュワ〉は、ついに帰って来なかった。

　「残ったものは、これだけか……」

　アルタミラは、ため息をついた。

　すぐにコロナを追っかけたいのは山々だったが、兵の半分は負傷している。

　とりあえず、態勢の立て直しを企くわだてねばならない。

　アルタミラは、思い思いの恰かつ好こうで、地べたに座りこんでいる兵士たちを見回して、言った。

　「整備曹そう長ちようは、いるか」

　「はっ。ここにおりまーす」

　「パンタグリュエルの修復は可能か」

　「調べてみます」

　整備曹長は、大たい儀ぎそうに体を起こした。左足に血がにじんでいた。

　「衛生兵」

　「はっ」

　「曹長の足を見てやれ。他のケガ人たちもだ。あ、それと、パンタグリュエルの医い療りよう器具で、使えるものがあったら、持って来い」

　「わかりました」

　「他の者は、とりあえず休息しろ。パンタグリュエルが直りしだい、カルバラクラブのドッグへ入る」

　「アルタミラ様」

　別の下士官が言った。

　「本国に、援えん軍ぐんを要請されては、いかがですか」

　「無む駄だだ」

　「しかし……」

　「そのことは忘れろ!!」

　「は……」

　「いいか。皆みなにも言っておく。──戦いくさは兵の数や装そう備びではない。今日のことでも、それは、よくわかった筈はずだ。──さいわい、トロイ様も御ご無ぶ事じ。そして、ここに踏ふみとどまったものたちは、真の勇士。力を合わせ、我らだけでコロナ・フレイヤーを討うちとるのだっっ!!」

　「…………おー」

　力ない鬨ときの声が、ばらばらにあがった。

　すると、それまで何事か考え込んでいたトロイが、急に口を開いた。

　「うん。……そうだね」

　トロイは、自分自身に言い聞かせるみたいに、小声でうなずいた。

　「みんなで、がんばろー」

　アルタミラは、思わずトロイをふり返って、見つめた。

　トロイの口調に、今までとは違ちがう〈何か〉を感じたせいである。

　〈意思〉の気配。

　あるいは、そう呼んでもいいかもしれない。

　たしかに、トロイは、変わろうとしていた。

　もちろん傍はた目めには、トロイは相変わらず〈軟なん弱じやく王おう〉のままだろう。持って生まれた性格は、どーしようもない。『いぢめる？　いぢめる？』の世界である。

　しかしながら、トロイの心の中で、何かがゆっくりと育ち始めているのは、確実のようだった。
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　「馬ば鹿か馬ば鹿かしいったらねえ!!」

　と言うわけで、こちらはコロナである。

　例によって、ムカッ腹を立てながら、ずんずん歩いている。

　「なーにが殺して下さいだ!!　なーにがなまんだぶだ!!──そんなに死にたきゃ、勝手に湖にでも何にでも、飛び込みゃいーんだ！！　一度で足りなきゃ、二度でも三度でも。遠えん慮りよしないで。さっさと。──くそ」

　涙なみだと鼻水で顔をぐしゅぐしゅにしながら、念仏を唱えているトロイの姿を見ているうちに、突とつ然ぜん、あほらしくなってしまったコロナである。

　──この情けなさはどうだ。

　トロイの声を聞いているだけで、コロナの体の中から、『気力』とか『闘とう争そう心しん』とか、そういった言葉に代表されるシロモノが、どんどんどんどん抜ぬけて行ってしまうような、そんな気がした。

　──やってられない。

　それが、コロナの正直な感想だった。

　例えばアルタミラ。

　彼女のような人物ならば、コロナにとっても、実にわかりやすい相手と言える。亡き〈無む謀ぼう王おう〉ヴァルマーや、〈陰いん険けん王おう〉とそのグループにしても、それは同じだ。──敵味方に分れているとはいえ、彼らは、みなコロナと同じコートに、あるいは同じリングの上に立っている人々だからだ。

　しかし、トロイとなると……？

　「たく。なに考えてやがんだか」

　コロナは、ぶつくさと呟つぶやいた。

　敵を前に、剣けんを抜ぬかないばかりか、自ら首を差しのべる人間など、およそコロナの理解の外である。

　「どうも調子が狂くるう」

　歩きながら、しきりと首をひねるコロナであった。

　しばらく行くと、街道に出た。

　『西──カルバラクラブ』

　風化しかけた石づくりの道標が、かろうじてそう読めた。

　──やれやれ。これで、どうにかメシにありつける。

　コロナは、さらに歩みを早めた。

　ある意味においては、一万の軍勢よりも、はるかに危険な敵──ゾーク僧プリーストが、行く手に待ち受けていることなど、この時のコロナには、知るよしもなかった。

　さて。

　地表から立ち昇のぼるかげろうの中に、コロナの姿が見えなくなったころ。

　どこからともなく、一台の地上効果バイクが現れた。砂色をした、サイドカー付きのバイクである。

　どうやら、今まで灌かん木ぼくの茂しげみにでも隠かくれて、様子をうかがっていたものらしい。

　サイドカーの中で、双そう眼がん鏡きようをのぞいていた男が、ライダーをふり返って、言った。

　「まちがいない。あれは、コロナ・フレイヤーだ」

　「そいつは残念だな」

　「え？」

　「うまく行ってれば、あの場で二人とも片づけられたのに」

　「ああ。──そうだな。惜おしいことをした。あと少しのとこだったんだが……」

　男は、サイドカーの奥おくから、短い金属製の筒つつを取り出した。

　サンド・ラッパー。──電池仕掛じかけの単純な装そう置ちだが、砂虫の好む振しん動どう波はを発生させることができる。もっとも、成功率は二割程度で、さして確実性のあるものではない。

　男は、言った。

　「もう一度、試してみるか」

　「そうだな……」

　ライダーは、ちょっと考えてから、首をふった。

　「いや。やめておこう。もう時間がない。──それより、少しよう佐さに連れん絡らくだ」

　「ＯＫ」

　二人は、それぞれゴーグルをおろして、前に向き直った。

　地上効果バイクは、コロナに気どられないよう街道をそれ、荒こう野やの中を走り始めた。

　サイドカーの中で、男がつぶやいた。

　「しかし、どうしてあいつは王子を殺さなかったんだろう？」

　そうしてくれれば、手間が省けて助かったのに。

　男の口ぶりには、そんなニュアンスが、たっぷりと含ふくまれていた。
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　一方、こちらは、カルバラクラブ。

　ゾークのサイキック・ブローに倒たおれたシャラと、珍めずらしく逃にげそこねたスリムの二人は、街はずれの、今は使われていない倉庫に連行された。

　いくつかの仮か眠みん室しつと、機動ユニットの格納庫も兼ねたこの種の建物は、自由フリー交易・トレ商人ーダーの前進基地でもあるカルバラクラブには、数多く存在する。

　ベリアルは、シャラたちを尋じん問もんするでもなく、奥おくの小こ部べ屋やに閉じこめ、ドアの外に見張りを立たせた。

　粗そ末まつな簡易ベッドと、事務机が置いてあるだけの、殺風景な部屋だ。

　窓には金かな網あみが張ってあった。

　見たところ、簡単に蹴け破やぶれそうな気がしたが、あのベリアルが、そんな手て抜ぬかりをやる筈はずもない。外にも見張りを置いていることは、まずまちがいのないところだろう。

　第一、脱だつ出しゆつしようにも、今のシャラには、走るだけの力も残っていないのだ。

　簡易ベッドに横たわり、暗い天てん井じように瞳ひとみをこらしながら、ただひたすら体力の回復を待つシャラ。──その姿は、傷口をかばって、じっと草くさ叢むらに身をひそめる、手負いの狼おおかみにも似ていた。

　「あの連中、おれたちを殺すつもりはないみたいだな」

　部屋の中を、あちこち嗅かぎ回っていたスリムが、戻もどって来て言った。

　イスを引き寄せ、前後さかさに腰こしかけた。

　背もたれの上で腕を組み、そこに顎あごを乗っける。

　てれーっとしたポーズだ。

　逆さ吊つりにして殴なぐられるわけではないと知って、安心した顔つきである。

　シャラは、ちらと瞳ひとみを動かして、言った。

　「相変わらず、脳天気な奴やつだな」

　「あー？」

　「やつらは、コロナを暗殺しようとしてるんだぞ！」

　「ほー。それはまた無む謀ぼうなことを」

　「馬鹿ばか。──あのベリアルって男、自分がヴァルマー側の人間だと認めた上で、そのことをぼくに洩もらしたんだ。おまけに、ちゃんとした留置場を使おうとしない。ぼくたちの存在が、帝てい国こくの内部にも知られちゃ困るからだ」

　「よくわかんねーな」

　スリムは、首をひねった。

　「つまり、そりゃ、どーゆー意味なんだ？」

　「最初っから、ぼくたちを生きてここから出すつもりがないって意味だよ。でなきゃ、なんで、あそこまで喋しやべるもんか」

　「てーことは、やっぱり……」

　スリムは、ひとさし指を首にあてて、ぎっと横に引いてみせた。

　シャラが無言でうなずく。

　スリムは、とたんに情けない顔になった。

　「やだなー、おれ」

　と、スリムは、言った。

　「路地裏の、くらーくてきたないドブん中で、顔をつぶされた身元不明の死体になって見つかるなんて、趣しゆ味みじゃないよー」

　「同感だね」

　「窓から逃にげられないかな？」

　「やってみたら？」

　スリムは、やってみた。

　そして、秒針がゆっくりひと回りした。

　「おまえの友人は、落ち着きのない性格をしているな」

　戸口のところで、べリアルがにやにや笑いながら、言った。

　「そういう人間は、あまり長生きできないことになっている。目がさめたら、おまえから、忠告してやることだ」

　その時。

　部下の一人が、あわただしく走ってきて、ベリアルに、何事か耳打ちした。

　「わかった。すぐ行く」

　ベリアルは、ひとつうなずいて、シャラに視線を戻もどした。

　もう笑っていない。

　隻せき眼がんが、鋭するどい光をたたえていた。

　「コロナをキャッチしたそうだ」

　と、ベリアルは、言った。

　「討伐隊を見張らせていた部下が、発見した」

　「…………」

　シャラが、かすかに表情を動かした。

　その心中を見すかしたように、ベリアルが言った。

　「安心しろ。──王子に、あの娘むすめを討うちとることなど出来ん。一万の軍勢を蹴け散ちらして、こっちに向かっているという話だ。──おまえといい、コロナといい、まったくたいした玉だよ。できることなら、私の部下に迎むかえたいくらいだ」

　「できることなら……ね」

　「ああ。──できることなら、だ」

　ベリアルは、うなずいた。

　──これで決まりだ。

　と、シャラは、思った。

　やはり、この男には、シャラたちを生かしておくつもりなど、最初からなかったのだ。殺さないでいるのは、単に、人質としての利用価値を考えてのことだろうが、コロナが死ねば、それもなくなる。

　シャラが、口を開いた。

　「ひとつ聞いてもいいかな」

　「なんだ」

　「ぼくたちの乗ってきた機動ユニットは、どうした」

　「それを聞いて、どうしようと言うんだ」

　「あれには、ぼくの化け粧しよう品ひんのセットが置いてあるんだ」

　「？」

　ベリアルが、妙みような顔をしてみせた。

　シャラは、言った。

　「死ぬ前には、ちゃんとお化粧しておきたい」

　「…………」

　ベリアルは、妙な顔の続きをやっている。

　シャラが、何か企たくらんでいるのではないかと疑っているのではない。ただ単に、あきれ返っているだけだ。

　「おまえ、男だろう」

　「いーじゃないか、趣味しゆみなんだから」

　「まあ、そりゃあそうだが……」

　どうにも腑ふに落ちない。

　そんな顔つきのまま、ベリアルは、あいまいにうなずいて、言った。

　「あの機動ユニットなら、裏の駐ちゆう車しや場じように置いてある筈はずだ」

　「じゃあ、誰だれかに取りに行かせてよ」

　「ああ、わかった……」

　首をひねりながら、ベリアルが出て行った。

　シャラは、床ゆかの上で平べったくなっているスリムに視線を落として、ため息をついた。

　──あとは、ガルディーンの自己判断機能とやらが、どこまで優ゆう秀しゆうに出来ているか。

　シャラは、あまり期待せずに待つことにした。







　大だい筋きん肉にく







　〈どーせ、私は期待されてませんよっ〉

　開発コードＴ・[image: 178]。オーガニック・エンフォーサー『ガルディーン』──通称ガルちゃんは、ひとり裏の駐ちゆう車しや場じようでいじけていた。

　相変わらず、駐車違い反はんのキップを貼はりつけたままである。

　ガルディーンの横には、無ぶ細さい工くな恰かつ好こうをした土木工事用の機動ユニットが、並ならべて置いてあった。ブルドーザーとパワーショベルをかみ合わせたみたいな、よくわからないデザインで、全体としてクモを連想させるシルエットをしていた。

　〈好きになれそうもないスタイルだ〉

　と、ガルディーンは思った。

　〈第一、気品ってものが感じられない〉

　カルバラクラブで見かけた、自由フリー交易・トレ商人ーダーの機動ユニット全すべてに言えることだが、デザインに、まるで脈みやく絡らくがないのが特色であった。必要な部品を、ただやみくもにくっつけただけってシロモノが多いのだ。例えて言えば、目覚し時計付きラジオ付きマゴの手付きヘアー・ドライヤー付き全自動洗せん濯たく機きみたいなものである。

　たしかに、洗練という言葉からは、ほど遠い。

　しかし……。

　と、ガルディーンは、思い直すのであった。

　〈今は、好きとか嫌きらいとか言ってる場合ではない〉

　とにかく、パイロットを探し出すことが先決だ。

　ガルディーンにとって、六百年待ちつづけた末に現れたコロナは、卵からかえったアヒルのひなが、最初に目にしたホウキと同じ意味を持っていた。──すなわち、インプリンティング。

　刷り込み現象だ。

　ガルディーンは、あたりに人ひと気けがなくなるのを確認して、となりのクモ助に声をかけた。

　〈つかぬことを、うかがいますが……〉

　思いきり気取った口調で、ガルちゃんは、言った。

　〈外のパイロットを見かけませんでしたか？　コロナ・フレイヤーっていう、可愛かわいらしい女の子なんですけど？〉

　〈…………〉

　返事は、なかった。

　当然である。

　しかし、ガルディーンには、そこんとこが今ひとつ理解できなかった。ガルディーンが製造された時代では、機械に知性があるのは、あたり前田のクラッカーだったからだ。

　〈聞こえなかったのかな〉

　ガルディーンは、音声出力から、超ちよう短たん波ぱに切り替えて、無線で話しかけてみた。

　〈瞑めい想そう中のところ、おそれいりますが、私のパイロットを見かけませんでしたか？〉

　〈…………〉

　〈人間にしては、けっこう優ゆう秀しゆうなパイロットなんですけど？〉

　〈…………〉

　クモ助は黙だまっている。

　ガルディーンは、コロナの外見をデジタル記号化して、相手に送りこんだ。

　〈こーゆー女の子なんですけど、見覚えありませんか？〉

　〈…………〉

　〈もしもし？〉

　〈…………〉

　〈聞いてます？〉

　土木機械が聞いている筈はずがなかった。

　脚あしを縮めたクモのように、地べたにじっとうずくまっているだけだ。

　短波、長波、超長波。中波からミリ波と、ガルディーンは、あらゆる周波数帯を使って呼びかけた。

　結果は、どれも同じだった。

　〈無口なやつだ〉

　と、ガルディーンは思った。

　〈今度は、手旗信号で話しかけてみようか〉

　無口なブルドーザー相手に、ガルディーンが、そんなことを考えている時。

　聴ちよう覚かくセンサーが、外部からの微び弱じやくな入力をキャッチした。

　識別スタート。

　一ミリ秒で答が出た。

　人間の足音だ。

　近づいて来る。

　コロナのものではない。メモリーを検索する。シャラとスリムを連れ去った連中の一人と判明した。

　すぐに、ハイブリッド・センサーの方にも、男の映像が入ってきた。

　ガルディーンの体を、よじのぼり始める。

　〈いったい、何をするつもりだろう？〉

　ガルちゃんは、あたたかい目で見守ることにした。
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　どこかにうまいメシ屋はないか。

　カルバラクラブに到とう着ちやくしたコロナ〈筋きん肉にく娘むすめ〉フレイヤーは、いきなり腹がへっていた。

　辺境をめぐっていたフリー・トレーダーのキャラバンが、前夜もまた何隊か戻もどってきたらしく、街は活気に満ち、メインストリートの端はしから端まで、人であふれ返っていた。

　あちこちに出店が並ならび、焼きトウモロコシの匂においが鼻をつく。

　物売りの声が、かまびすしい。

　路地の奥おくでは、禁制品が取り引きされ、あやしげな女たちが行き交い、チンピラが頰ほおのキズを見せびらかしたりしている。

　ちょっと、カスバを思わせる雰ふん囲い気きだ。

　全すべてが混沌として、湧わき返っている街。それがカルバラクラブなのである。

　ひっきりなしにコロナがすれちがう相手も、みんなひと癖くせもふた癖もありそうな面構えをしていた。

　──この店にするかな。

　小こ汚ぎたない大衆食堂の前で、コロナが足を停とめた。

　その時。

　雑ざつ踏とうの先の方で、何やら騒さわぎが持ちあがったらしい。

　大声でわめき合っている声が、入り乱れて聞こえてきた。

　「なんだ……？」

　コロナは、騒ぎの方向に視線を動かした。

　通行人を突つきとばすような勢いで、一人の若い男が逃にげてきた。

　手に何やら握にぎっている。

　目ン玉であった。

　神経繊せん維いの先せん端たんにぶら下がった二つの眼球を、まるでアメリカン・クラッカーのようにぶん回しながら、男は走っていた。

　「？」

　コロナは、半口を開いて、男を見送った。

　──なんで、目玉なんか、持ってやがるんだ？

　その疑問は、すぐに氷解した。

　男の後を追いかけて、一頭の馬がコロナの目の前を、ずどどどどっと走り抜ぬけて行ったのだ。

　言うまでもなく、馬に目はなかった。

　「なるほど」

　と、コロナは思わず感心した。

　「さすがに、生き馬の目を抜くって呼ばれている街のことだけはある」

　話には聞いていたが、実際に馬が目を抜ぬかれるところを見たのは、コロナにとっても初めての経験であった。

　『馬の目なんか抜いて、どうするのか？』とか、『目のない馬が、どうやって男を追いかけているのか？』とか、『仮に男を捕とらえたとしても、馬が自分で目を入れることが出来るのか？』とか、そーゆー固苦しいことはこっちにおいといて、ま、とにかく、世の中とゆーものは、このように油断ができないものなのである。おわかりいただけたであろうか。

　さて。

　馬が走り去った後、人々は何事もなかったかのように、また歩き始めた。カルバラクラブでは、こんなことは日常茶さ飯はん事じなのである。

　コロナも、気を取り直して、食堂に入ることにした。

　看板には『羊頭飯店』と書いてある。店の名前からして、いかがわしい。

　入口にぶら下がった暖簾のれんに、コロナが手をかけた。

　その時である。

　「気をつけな」

　後ろで、男の低い声がした。

　いつでも剣けんを抜き打ちにできるよう、神経を張りつめたまま、コロナはゆっくりとふり返った。

　雑多な民族衣い裳しようが交差するカルバラクラブでも、その男の身なりは、異い彩さいを放っていた。

　破れ毛布のようなマント。

　つばの広い帽ぼう子しが、顔の半分を覆おおいかくしている。

　肩かたにかついでいるのは、メーカーのよくわからない、レバーアクションのパワー・ブラスター。どうやら密造ライフルらしい。ストックの部分は木製で、自分で手を加えた痕あとが見えた。

　長い銃じゆう身しんの先には、酒さか瓶びんが、ひもでぶら下げてあり、ゆらゆらと揺ゆれていた。

　正体不明を絵に描かいたようなスタイルだ。

　コロナが、言った。

　「なんだ、てめーは」

　男は、にやりと笑った。

　親指の腹で、帽ぼう子しのつばを、ぐいと押おし上げる。

　浅黒い、精せい悍かんな顔立ちが、そこに現れた。

　男は、言った。

　「その店は、やめた方がいい。今年に入って、食中毒で三人も殺してる。──それより、この先の通りを、まっすぐ右へ行ってみな。いい店が並ならんでるぜ」

　コロナは、なんとなく、ムッとした。

　男の声に、からかってるような調子を感じたのだ。

　「大きなお世話だ」

　と、コロナは、言った。

　「ひとが腹をこわそうと、てめーの知ったことか」

　「そうはいかねえなあ」

　男は、ひとさし指を、左右に動かしながら、ちっちっちと舌を鳴らした。

　スリムを思い出させる仕し草ぐさだった。

　──どうやら、こいつもロクデナシの一人らしい。

　と、コロナは思った。

　男は、にやにや笑いながら、

　「おれは、親切で言ってるんだぜ？　ピーピー腹かかえた相手を倒たおしたって、決して自じ慢まんにゃならねーからな」

　──倒す？

　コロナの瞳ひとみが、殺気を含ふくんで、ぎらりと光った。

　「ちょっと待った」

　片手でコロナを制しながら、男は言った。

　「ここで、あんたとやり合う気はねえ。人目が多すぎるし、せっかくの賞金を、誰だれかに横取りされないとも限らねえしな」

　「賞金だと？」

　「知らねえのか？」

　男は、マントの下から、部厚い紙の束たばをごっそりと引っぱり出した。

　百枚近いＷＡＮＴＥＤのポスターである。

　中でも、やけに真新しい一枚に、コロナとシャラの似顔が、並ならべて描かいてあった。

　捕とらえたものには、十万。

　居所を教えたものにも、一万ダラム支し払はらうとある。

　コロナが、〈無む謀ぼう王おう〉ヴァルマーを斬きり殺した直後に、アルタームをはじめ、近きん隣りんの町や村に貼はり出されたシロモノだ。あまりいい出来ではない。

　もっとも、状じよう況きようの変わってしまった今となっては、果たしてその懸けん賞しようが、まだ意味を持っているのかどうかあやしいものだが、帝てい国こく内部の事情を知らない人間にとっては、たしかに魅み力りよく的てきな金額だ。

　「賞金稼かせぎの生活ってやつも、これで結構、楽じゃねえ。おれも、そろそろ足を洗って、どこか南の方に牧場でも買って、落ち着こうと思ってるんだ」

　男は、ポスターの束たばを、懐ふところにしまいこんで、コロナに笑いかけた。

　そして、妙みように素っとぼけた口調で、こう言った。

　「つまり、あんたは、おれの牧場ってわけだ。わかるかい？──食中毒なんかで安易にくたばってもらっちゃ、おれが困るんだよ」

　「ふざけるなっ」

　コロナは、剣けんの柄つかに手をかけた。

　「おっと。あわてちゃいけねえ」

　男は、口元に、にやにや笑いを残したまま、一歩後ろに退さがった。

　「真打ちは、最後に登場するって言うだろ。──小林旭あきらの映画を見たことがねえのか？　こういうことは、もったいをつけるもんなんだ」

　そう言って、男はちらりと視線を横に動かした。

　男は、表情を変えることなく、言った。

　「右に二人。左に三人だ」

　「なんだって？」

　けげんな顔つきのコロナに、男は、片目をつむってみせた。

　「まあ、せいぜい用心するこった。──あんたを狙ねらってる奴やつは多いんだ。おれの番が来るまで、生きててくれよ。牧場をフイにしたくはねえからな」

　そのまま、立ち去ろうとする男を、コロナが呼びとめた。
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「ちょっと待て」

「なんだ」

　コロナは、男の顔を、じいっと見つめながら、言った。

「おまえ、何者だ？」

「名乗るほどの者じゃねえよ」

　と、男は応こたえた。

「じゃあ、また会おうぜ。フレイヤーのお姫ひめさん」

　男は、くるりと背中を向け、人ごみの中に歩み去った。

　『ブラスターキッド・レーベンブロイ』

　マントの背の部分に、でかでかと、そう書いてあった。

「ブラスターキッド・レーベンブロイ……」

　コロナは、つぶやいた。

「思った通り、こいつも、まともな性格じゃないな」

　しかし、とりあえずは、レーベンブロイの言っていた『右に二人……云々うんぬん』の一件だ。

　コロナは、さりげない風を装よそおって、左右の様子をうかがった。

　どこにも、それらしい人ひと影かげは、見えなかった。

　「ふん」

　コロナは、鼻を鳴らして、歩き始めた。

　別に、レーベンブロイの言葉に従ったわけではないが、足が自然と『この先の通りを右へ』向いていた。

　途と中ちゆう。

　コロナは、何度か立ち止まって、店のメニューを確認するふりをした。

　建物の陰かげに、すっと身をひそめる男の姿が、窓ガラスに映った。

　──なるほど。

　と、コロナは思った。

　別に驚おどろきはしなかった。

　自分の首に懸けん賞しよう金きんがかけられることも、半ば予想はしていたことだ。

　それより、むしろ、レーベンブロイが自分の顔を知っていることの方が、気がかりだった。

　ポスターの中で、コロナはシャラと同じように踊おどり子の姿をしていた。おそらく〈ますこみ族〉が製作に一枚かんでいるためだろう。ピンクレディのような扱あつかいだ。

　あのポスターを見て、今のコロナを指し摘てきするのは、並なみ大たい抵ていのことではない。体形のわかりにくい野戦服にシールドマント。全身、ほこりにまみれているのだ。

　──前に、どこかで会ったっけな？

　コロナに、その記き憶おくはなかった。




　　　　＊




　「畜ちく生しよう。どこにもねーじゃねえか!!」

　ガルディーンのコクピットに頭をつっこんで、がさごそ何かを探していた男が、口くち汚ぎたなく罵ののしった。

　「でたらめ言いやがったな、あのオカマ野や郎ろうめ」

　──オカマ野郎？

　尨ぼう大だいなメモリーの中から、ガルディーンがその単語の意味を探し出すのに、０・２秒かかった。

　あまり上品な言葉ではないような気がした。

　「だいたい、少しよう佐さもどーかしてるよなー」

　男は、かまわずぶつくさと呟つぶやいた。

　あたりに人の耳がないと思いこんでいるのだ。──まあ、その気持ちは、わからんでもないが。

　しきりと首をひねりながら、

　「なんだって、あんな奴やつの言うことを、きいてやるんだろう。どーせ、すぐにくたばっちまうってーのによー。──あーあ。ったく、手間ばっかりかけさせやがって、態度のでかい人質だぜ!!」

　男は、コクピット内部のパネルを、力まかせにぶっ叩たたいた。

　もちろん、その程度のことで、ガルディーンの機能が、どうにかなってしまうなんてことはない。兵器としての性格上、最低でも二百パーセント以上の安全係数をとって、設計されているのだ。

　とは言うものの、ガルディーン全体の中で、最も脆ぜい弱じやくな部分が、このコクピットであることに、変わりはなかった。

　ガルディーンは、パイロットの生命を第一に考え、行動するようプログラムされているが、その原則に抵てい触しよくしない範はん囲い内でなら、自分の身を守ることもできる。ここらへんは、普ふ通つうのロボットと、まあ同じである。

　唯ゆい一いつ、異なる点は、身を守る際、ガルちゃんは、実力よりも、もっぱら口車の方を行使するってことくらいだろう。

　と言うわけで。

　〈あのー。すいません〉

　探しものを続けている男に、ガルディーンは、まぬけな口調で声をかけた。

　〈さっきから、何かお探しの御ご様よう子すですけど、いったい何を探してらっしゃるんですか？〉

　「化け粧しよう品ひんだよっ」

　男は、ふり向きもせずに、答えた。

　言葉を投げつけるみたいな調子である。そーとー頭に来ているらしい。

　少なくとも、この狭せまいコクピットの中で、自分以外の誰が口をきいたのか、疑問にも思わないくらい、頭に来ていた。

　〈化粧品……？〉

　ガルディーンは、（比ひ喩ゆ的てきな意味で）首をひねった。

　そんなものは、ここにはない。

　わかりきった話だ。

　ガルディーンは、言った。

　〈化け粧しよう品ひんって、ひょっとして、シャラさんのですか？〉

　「そーだよっ」

　うるせーなー。横からごちょごちょぬかすんじゃねえ!!

　と、言わんばかりの口調で、男は怒ど鳴なり返した。顔もあげない。

　「あの、くそったれなオカマ野や郎ろうの……」

　不意に言葉が途と切ぎれる。

　「？」

　男は、ぼんやりとあたりを見回した。

　誰だれもいない。

　ハッチの外に首を突つき出す。

　誰もいない。

　下の方に、無口なブルドーザーが、うずくまっているだけだ。

　男は、一度首をひねって、なんとなくコクピットのシートに腰こしをおろした。

　目の前に、彼やベリアルが、どうやっても動かすことのできなかった、集中コントロール・レバーがあった。

　男は、ふと遠くを見つめた。

　──そう言えば、もう五年も田舎いなかへ帰っていないな。

　と、男は思った。

　──お袋ふくろは元気だろうか？

　ガルディーンが、言った。

　〈どうかなさいましたか？〉

　男は、わっと叫さけんで飛びあがった。

　天てん井じように、したたか頭をぶつけ、うずくまる。

　「あだだだ……」

　〈大だい丈じよう夫ぶですか？〉

　「だっ、だっ、誰だ、てめーはっっ!!」

　男は、今にも発はつ狂きようしそうな様子で、必死にあたりを見回しながら、わめき散らした。

　追いつめられたネズミのような目をしていた。

　一方、誰かに質問されると、ついそれにお愛想よく答えてしまうのが、ガルディーンのいいところだ。

　ガルディーンは、胸を張って、きまり文句を口にした。

　〈開発コードＴ・[image: 178]。オーガニック・エンフォーサー『ガルディーン』です。──どうぞ、ガルちゃんと、親しみをこめて呼んで下さい〉




　　　　＊




　──妙みようだな。

　と、コロナは、思った。

　なんとなく、レーベンブロイの言った通りに、歩いて来てしまったコロナだったが、うまいメシ屋どころか、人ひと気けも少なくなるばかりなのだ。

　かわって道の両りよう側がわには、通称トレーダー・インと呼ばれる、兼用倉庫が目立って多くなってきた。

　どうやら、街外れに近づいているらしい。

　──あの野郎やろう～～。

　コロナは、むかむかと腹が立ってきた。

　ただでさえ、腹がへって気が短くなっているのだ。

　「許せん!!」

　コロナは、道の真ン中で、唐とう突とつに立ち止まった。

　レーベンブロイが、どういうつもりで、こんなデタラメを言ったのか、それはわからない。

　人目につかない所に、おびき寄せたつもりなのか？　どうも、そうではないような気がした。

　しかし、理由はどうあれ、今度会ったら、ただじゃおかねえ。──コロナは、固く決意した。

　と、同時に。

　コロナにとって、許せないことが、もうひとつあった。

　「そんなとこで、コソコソしてないで、出てきたらどうだ!!」

　コロナは、前方を睨にらみすえたまま、怒ど気きを含ふくんだ声で叫さけんだ。

　背中で、人の動く気配がした。

　とたんに、コロナが斬きった。

　ふり返りざま、抜ぬき打ちにしたのだ。

　外す距きよ離りではない。

　必殺の一いち撃げき!!

　その筈はずであった。

　しかし。

　「？」

　コロナの表情に、一いつ瞬しゆん、狼ろう狽ばいの色が走った。

　コウモリが羽ばたくような音と共に、黒い影かげがコロナの頭上を飛びこえて、背後に着地した。

　──か、かわしたのか……!?

　コロナは、素早く、そちらに切っ先を向けて、身構えた。

　灰色のローブを着た男が、疫えき神じんのように、ひっそりと佇たたずんでいた。

　フードの下で、生気のない瞳ひとみが、無表情にコロナを見つめている。

　コロナは、背すじに、ひやりとしたものを感じた。

　かつて、どんなに不利な闘たたかいを前にしてさえ、一度も感じたことのない種類の、コロナにとっては初めての感覚だった。

　恐きよう怖ふ、ではない。

　むしろ、強い不安感とでも言った方が、より正解に近いだろう。

　ひとが死を畏おそれるのは、その正体が知れないという不安からだ。

　　コロナが感じているものも、それとよく似ていた。

　誰だれも、死の真実の姿を知ることはできない。少なくとも、生きている間は。

　そして、コロナは、今、死そのものと、向かい合っているのだ。

　灰色の男──ゾーク・プリーストが、ゆっくりと動いた。

　その数は、三人。

　コロナを中央に、それぞれが正三角の頂点に位置するという、逃のがれようのない陣じん形けいだ。

　コロナは、動かない。

　いや。動けないのだ。

　動けば必ず隙すきが出来る。

　たとえ、どんなにわずかな隙でも、ゾーク・プリーストにとっては、それで十分だ。

　コロナは、神経を張りつめ、敵が仕掛しかけて来る瞬しゆん間かんを待ち受けた。勝機があるとすれば、その一いつ瞬しゆんしかない。

　コロナは、そう思っていた。

　一秒一秒が、痛いほどに感じられた。

　そうして立っているだけで、すさまじいストレスに圧おし潰つぶされそうな気がした。

　しかし、コロナは、耐たえた。

　──なぜ、奴やつらは襲おそって来ない。

　殺人を教きよう義ぎとするゾーク・プリーストが、生命いのちを惜おしむ筈はずはなかった。何人死のうと、最後の一人が目的をとげれば、それでいいのだから。

　となると、答えはひとつしかない。

　──誰かが、命令を下すのを待っているのだ。

　街でコロナを尾つけ回した男たち──今は、コロナを遠巻きにして、闘たたかいの成り行きを見守っている──彼らもまた、それを待ち受けていた。

　そして、ベリアルが登場した。

　「これはこれは、フレイヤー家の姫ひめ君ぎみ」

　眼帯男ベリアルは、片手を胸にあて、優ゆう雅がに一礼してみせた。

　「お出で迎むかえもせず、失礼いたしました。そちらから、おいでになるとは、思ってもおりませんでしたもので。──連れん絡らくが遅おくれた不手際。どうぞお許し下さい」

　「？」

　コロナは、ベリアルが何のことを言っているのか、とっさには理解できなかった。

　ベリアルは、薄うす笑わらいを浮うかべながら、言葉を続けた。

　「やはり、お仲間の身が、心配だったと見えますな」

　「なんのことだ」

　「いけませんなあ」

　ベリアルは、舌打ちせんばかりの声で、言った。わざとらしく、顔をしかめながら、

　「名門フレイヤー家の姫ひめ君ぎみともあろうお方が、あのような素す性じようも知れぬ無ぶ頼らいのやからと、行動を共にされるとは。亡き父君が、何と言って、お嘆なげきになることか」

　「無頼のやから……？」

　「ご存知ないのですか？　あのシャラという少年も、スリムという男も、札ふだつきの犯罪者なのですぞ」

　「そうか……」

　コロナの表情が、微び妙みように変化した。

　──あの二人。こいつに捕とらえられていたんだ。

　コロナは、言った。

　「二人は、どこにいる」

　「すぐそこのトレーダー・インで、休息をとっておりますよ」

　ベリアルは、にやりと笑ってみせた。

　「とっくに、ご承知の筈はずと思っておりましたが？」

　知るわけねーだろ。

　コロナは、その言葉を、かろうじて吞のみこんだ。

　──あの野や郎ろう……。

　コロナの脳裏に、ブラスターキッド・レーベンブロイの顔が、でかでかと浮うかびあがった。──知ってて、わざとこの道を教えやがったな。

　「フレイヤーの姫君」

　「その、ひとを馬ば鹿かにしたような喋しやべり方をやめろ」

　コロナが、わめいた。

　ベリアルは、耳のないような顔をして、言った。

　「このような場所で立ち話もなんでございましょう。あちらにお部へ屋やが用意してございますから、我らとご同道願いたい」

　言葉つきは、あくまでも丁てい寧ねいだったが、目に殺気が感じられた。

　コロナは、敢かん然ぜんと呼ばわった。

　「連れて行けるものなら、やってみるがいいっ!!」

　「ほう……」

　ベリアルが、薄うすく笑った。

　そして、一歩後ろへ退さがりながら、ゾークの僧そうにうなずいてみせた。

　「お連れしろ」




　　　　＊




　「あたまいてー」

　床ゆかから半身を起こして、スリムが顔をしかめた。

　自分が、なぜこんなところで寝ねていたのか、よくわからないって顔つきで、あたりをきょろきょろと見回し始める。

　「やっと、お目め醒ざめ？」

　窓から外を眺ながめていたシャラが、ふり返って、言った。

　からかってるような口調である。

　「あれ？」

　と、スリム。

　「もう立って大だい丈じよう夫ぶなのかい」

　「少しふらつくけどね」

　「そうか」

　スリムは、体中の関節が、まだ無事かどうか確かめてるみたいな感じで、ぎくしゃくと立ちあがった。

　後頭部のあたりに手をやりながら、

　「あーいて。──ひでー目に会ったよ。窓から出たとたんに、いきなり殴なぐるんだもんなー。ひと言、ことわってからにしてくれればいいのに……」

　「落ち着きのない人間は、長生きできないそうだ」

　「なんだって？」

　「ベリアルが、そう言ってたよ」

　「あの、くそ野や郎ろうが」

　いまいましいったらありゃしない。

　スリムは、腹立ちまぎれに、ベッドを蹴けっとばした。

　足先が、鉄製の枠わく組ぐみに触ふれ、思わず飛びあがる。

　「あだだだだ……」

　片足でケンケンしながら、部へ屋やの中を走り回るスリムを見て、シャラが、しみじみと呟つぶやいた。

「やっぱり、一度死んでみた方が、いいかもねー」

　と。その時である。

　シャラは、かすかに眉まゆをひそめた。

　どこか遠くの方から、何かが近づいて来るような物音が聞こえてくる。

　「？」

　シャラは、音のする方向を、ふり返った。

　音は、一いつ旦たん、遠のいたようにみえた。

　──気のせいか？

　シャラが、首をひねった、まさにその瞬しゆん間かん。

　ガルちゃん登場!!

　トレーダー・インの壁かベをぶち破って、ガルディーンが現れた。

　開きっぱなしのコクピットの中では、ベリアルの手下が、シートに正座して、林家三平の物もの真ま似ねをやっていた。

　「えー、今日は、こっちからこっちのお客さん中心にやって行きますんで……」

　目が空うつろだった。

　ありうべからざる事態に遭そう遇ぐうして、完全に常じよう軌きを逸いつしているのだ。

　立派なプッツン者と言えよう。

　半口開けて、茫ぼう然ぜんとガルディーンを見あげているシャラとスリムに、ガルディーンは、右手を差し出しながら、言った。

　〈旅館から化け粧しよう品ひんをとって来ました〉

　それから、ふと思い直したように、こうつけ加えた。

　〈だけど、化粧品なんか、何に使うんです？〉




　　　　＊




　「今、なにか聞こえなかったか？」

　と、ベリアルが言った。

　「さあ？」

　かたわらの部下が、首をかしげた。

　ベリアルは、隠かくれ家としているトレーダー・インに、鋭するどい視線をふり向けた。

　──あの二人には、見張りをつけているし、どちらも当分の間は動けぬ筈はず……。

　しかし。

　と、ベリアルは思った。

　世の中には、万が一ということもある。

　「行って様子を見てこい」

　「はっ」

　情報部の下したっ端ぱが、あわてて走り去った。

　その時。

　ベリアルの背後で、ハイハットが閉じられる時のような、軽い金属音がした。

　それが一体なんの音なのか。

　ベリアルには、見る前からわかっていた。

　余よ裕ゆうをもって、ベリアルはふり返った。

　乾かわいた石いし畳だたみの上で、コロナの手からすべり落ちた剣けんが、まだかすかに揺ゆれていた。

　その向こう側に、闘たたかいを終えたゾーク・プリーストが、ひっそりと着地する。

　そして、コロナが倒たおれた。




　　　　＊




　「あーあー。だから言わんこっちゃねえ」

　ブラスターキッド・レーベンブロイは、双そう眼がん鏡きようから目を離はなして、思わず舌打ちした。

　闘いの現場にほど近い、とある建物の屋上である。

　「あれだけ何度も気をつけろって、念をおしておいたのに、なーんてこったい」

　レーベンブロイは、銃じゆう口こうにぶら下げていた酒さか瓶びんを取りあげて、喉のどをうるおした。

　こぶしで口元をぬぐって、元通りに栓せんをする。

　「やっぱり、最初はなっから、シャラたちの事を話してやった方が、よかったかな？」

　レーベンブロイは、首をひねった。

　──人生は、謎なぞめいていた方が、ずっとおもしろくなる。

　それが、レーベンブロイの信念だった。

　ああいう言い方をしておけば、コロナも少しは用心するだろうと、レーベンブロイは、たかをくくっていた。

　だが、それはまちがっていた。

　コロナを甘あまく見てはいけなかったのだ。

　直情径行の熱血少女なのである。

　「だからって、あそこまで馬ば鹿か正直に、敵の罠わなに飛び込んでいくとは、普ふ通つう、思わんもんなー」

　目論見もくろみが外れたという顔つきで、レーベンブロイは、ぼやいた。

　レーベンブロイは、これまでにコロナを、二度ばかり見かけたことがあった。

　一度目は、数年前。

　賞金首を追って、フレイヤーの城下を通った時のことだ。

　馬を駆かって、遠乗りに出かけるコロナと、城門のところですれちがった。

　コロナの後を、お付きの武将が数人、あわてて追いかけて行ったのを覚えている。

　『元気のいい王子さまだ』

　と、レーベンブロイは思った。

　あとで、それが王女と聞いて、あきれ返った。

　十かそこらの少女なのに、他の武将の誰だれよりも、乗馬の腕は確かだったからだ。

　二度目は、つい最近。

　それも、フレイヤー城陥かん落らくの時だ。

　ヴァルマー帝てい国こく軍ぐんは、大きな戦争の前に必ず兵士を臨時徴ちよう集しゆうする。

　その場かぎりの傭よう兵へいだが、払はらいはいい。

　身み許もとも問わない。

　おかげで、近きん隣りんのくいつめ者も、大勢集まって来る。

　戦場は、賞金首をまとめて見つけられる、絶ぜつ好こうのチャンスなのだ。

　当然、危険はともなう。

　しかし、一人一人を別々に追って、何百キロも荒こう野やを旅するより、はるかに手っ取り早い。

　その上、危険とは、昔むかしからの顔なじみで、クリスマスには、欠かさずカードを送っているほどの仲だ。

　今さら、何が来ても驚おどろくものではない。

　と言うわけで。

　フレイヤー戦役でも、レーベンブロイは、戦場にひそんで機会をうかがっていた。

　すでに狙ねらいはつけてあった。

　賞金五千ダラム。

　南方の小都市ガネーシャで、殺人だの強ごう姦かんだの、さんざん好き勝手をやってきた男だ。

　生かしたまま連れて行ければ、賞金は倍になる。

　レーベンブロイは、そうするつもりだった。

　──おれがとっ捕つかまえるまで、くたばるんじゃねーぞ。

　レーベンブロイは、今と同じように、ナイト・ヴィジョン機能のついた双そう眼がん鏡きようで、標的を見守っていた。

　その目の前で、コロナが男を叩たたき斬きった。

　あっさりと。

　もちろん、死体でも五千にはなる。

　それは、わかっていた。

　しかし、レーベンブロイの自尊心が、それを許さなかった。

　『ブラスターキッドともあろう者が、そんなハゲタカみたいな真似まねができるか』

　このノリであった。

　どんな時でも、恰かつ好こうをつけなくては気がすまない性格なのである。

　おかげで、レーベンブロイは、空きっ腹をかかえて荒こう野やを旅する破目となり、途と中ちゆう立ち寄った宿場で、一番安いオカラを食ってる時に、コロナとシャラのポスターを見つけた……と。

　まあ、だいたい、そんな事情であった。

　レーベンブロイは、もう一度、双そう眼がん鏡きようをのぞきこんだ。

　黒い眼帯をした男が、コロナに歩み寄るところだった。

　「さてと……」

　レーベンブロイは、かたわらに置いた愛用のパワー・ブラスター（ウィンチェスター・モデルの模造品だ）を引き寄せて、ゆらりと立ちあがった。

　帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり直して、スタイルを決める。

　最初の予定では、コロナがシャラとスリムを救け出したところを、おさえる手はずだったが……。

　──なーに。本番の直前に、シナリオが変へん更こうされるのは、この世界ではよくある話さ。

　レーベンブロイは、不敵に笑った。

　まず、まわりの目め障ざわりな連中を片づけたら、コロナとシャラは、熨斗のしをつけてアルタームへ。

　スリムにも、アクラブのマハーン・マハーンから懸けん賞しようが出ている。

　「ふ……」

　レーベンブロイは、自分ではニヒルだと思いこんでいる薄うす笑わらいを、片かた頰ほほに浮うかべて、言った。

　「いよいよ、おれ様の出番ってわけだ」

　♪赤い～～、夕ゆう陽ひよ～～。

　大声で歌いながら、レーベンブロイは、建物の階段を、意気揚々ようようと降りて行った。




　　　　＊




　顔から先に落ちるような感じで、男の体が床ゆかに沈しずんだ。

　鼻の骨が折れる、いやな音がした。

　シャラの足元には、他にも二人──ベリアルの手下が倒たおれている。

　シャラは、めまいを感じて、壁かベに寄りかかった。

　呼吸が荒あらい。

　額を濡ぬらしているのは、動き回ったための汗あせではなく、悪寒から来る冷汗である。

　サイキック・ブローのダメージは、シャラの体の奥おく深くにまで、影えい響きようを残しているようだった。

　「えらいこっちゃ」

　外の様子を見に行っているスリムが、あわただしく駆かけ戻もどってきて、言った。

　「コロナが、ゾークにやられちまったっ!!」

　「コロナ？──来てるのか」

　「すぐそこだ。──どーするよ、シャラ。ベリアルたちも、じき戻って来るぞ」

　「なんで、コロナに、この場所がわかったのかな」

　「んなこたー、どーでもいいじゃねえか。──それより、早く逃にげようぜ。見張りは、やっつけちまったんだろ？」

　「コロナは、どうする」

　「ガルちゃんにまかしとけばいーじゃねえか」

　と、スリムは、言った。

　〈まかして下さい〉

　と、ガルディーンが、これまた安易に受けあった。

　今すぐにでも、表に飛び出して行って、バスター・キャノンをぶっぱなしかねない気配である。

　シャラは、首をふった。

　「コロナが、ベリアルたちと接せつ触しよくする前ならともかく、今は、その手は使えないよ」

　「おいおいおい。まさか、その体で、もう一度ゾークとやり合うつもりじゃないだろうな？そいつは、無茶ってもんだぜ？」

　〈その通りです〉

　「ほら。ガルちゃんも、ああ言ってることだし、とにかく、ここは一いつ旦たん引きあげようぜ。──作戦を考えて、それから、助けに来ればいい」

　「そんな時間があると思う？」

　「だってよー。他にどうするってんだ？」

　「…………」

　シャラは、下した唇くちびるをかみしめた。

　コロナの生命は、今やベリアルの手の中にある。たとえガルディーンを動かしても、ベリアルが一言命じれば、それで事は終わってしまうのだ。

　「スリム……」

　「なんだい」

　「あんた、いつだったか、『おれに調達できないものはない』って威い張ばってたわよね？」

　「そんなこと言ったっけ？」

　と、スリムは、とぼけた。

　シャラが、女言葉を使い始めると、ろくなことにならない。──今までの長いつき合いから、スリムは、よく知っていた。

　「スリム……？」

　シャラの瞳ひとみが、妖あやしく輝かがやいた。

　「あたしの言うことが、聞けないっていうんじゃないでしょうね？」

　「わかったよ」

　スリムは、ため息をついた。

　「だけど、いくらおれだって、この街にないものまでは調達できないぜ。たとえば、源みなもとの頼朝よりともの溲瓶しびんとか言われても、急には無理だ」

　「急にはって、あんた……」

　シャラは、あきれたみたいな口調で、言った。

　「じゃあ、急じゃなかったら、できるって言うわけ？　源頼朝の溲瓶が？」

　「前にも一個売ったことがある」

　スリムは、胸を張って、応こたえた。

　「相手は、骨こつ董とう好ずきの金持ちの爺じいさんだったけどね。──いやあ、発はつ掘くつするのに、ずいぶん苦労したよ」

　「あっきれた。発掘って言葉の意味知ってて使ってるの？──あんたのは、発掘じゃなくて、でっちあげって言うのよ!!」

　「似たようなもんだろ？」

　スリムは、平然としたものである。

　「あんたねえ……」

　何か言いかけて、シャラは、口を閉じた。

　言っても無む駄だだと悟さとったのだ。

　シャラは、右手を伸のばして、スリムの耳を乱暴に引き寄せた。

　「いててっ。な、なにすんだよー」

　「いいから、黙だまってあたしの言う通りにするのよっ!!」

　シャラは、スリムの耳に口を近づけて、何事か囁ささやいた。

　スリムの顔に、世にも間ま抜ぬけな表情が浮うかぶ。

　スリムは、首をねじ曲げて、まじまじとシャラを見つめた。

　そして、言った。

　「なんだって？」




　　　　＊




　「ご気分は、いかがですか？　フレイヤーの姫ひめ君ぎみ」

　ベリアルの声が、どこか遠くの方から聞こえてきた。

　「クフィールを素手で叩たたき落とした貴女あなたでも、やはり、ゾークの僧そうが相手では、少し荷が重かったと見えますな」

　はっはっはっ。

　勝ち誇ほこったベリアルの哄こう笑しようが、何重にも反はん響きようして、消えていく。

　何か言い返そうにも、声が出なかった。

　体の自由が、まるできかないのだ。

　それどころか、自分の右手が、どこにあるのかさえ、判然とはしない。まるで、意識だけが肉体を離はなれ、宙に浮ういてしまっているようにも思えた。

　いったい、自分の身に、何が起こったのか？

　コロナには、理解できなかった。

　それほど、ゾーク・プリーストの攻こう撃げきは、瞬速を極めていた。

　コロナの剣けんは、彼らのローブを切り裂さくだけにとどまり、コロナの力パワーは、ことごとく柳やなぎに風と受け流された。

　そして、最後にコロナが目にしたのは、視野一いつ杯ぱいに広がった、ゾーク・プリーストの掌てのひらだった。

　憶おぼえているのは、そこまでだ。

　コロナにとって、生れて初めて味わう、敗北の経験であった。

　「ところで、二、三お尋たずねしたいことがあるんですがね。特に、あの機動兵器のことで……」

　ベリアルの言葉を、その時、一発の銃じゆう声せいが断ち切った。

　足元ではじけたパワー・ボルトに、ベリアルは、思わず三歩飛び退すさった。

　どこからともなく、ギターの音色が聞こえて来る。

　「だっ、誰だれだっ!!」

　ベリアルが、わめいた。

　「少しよう佐さ!!」

　手下の一人が、一方を指さした。

　視線を回したその先に、思いきり恰かつ好こうをつけて立っている男がいた。

　手にはパワー・ブラスター。

　無む国こく籍せきＢ級アクション映画から抜ぬけ出たようなスタイルだ。

　そう。

　ブラスターキッド・レーベンブロイ、その人である。

　ポーズが、決まりすぎるほど決まっていた。

　レーベンブロイは、指先で帽ぼう子しのつばを、ちょいと持ちあげて、言った。

　「待たせて悪かったな」







　　次回予告







　おれの名は、ブラスターキッド・レーベンブロイ。

　タフでハードボイルドが売り物の、放浪さすらいの賞金稼かせぎだ。

　狙ねらった獲え物ものは外さねえ。

　コロナの賞金は、おれのもんよ。

　次回、『明日あしたはどっちだ?!』

　まあ、見ていてくれ。
















第二話　明日あしたはどっちだ?!







　大逆上







　「なんだ貴き様さまァ!!」

　手下の一人が、懐ふところに右腕をつっこんだ。

　レーベンブロイは、落ち着き払はらって、鉄爪ひきがねを引いた。

　異音を発して、男の手から拳けん銃じゆうが吹ふっ飛ぶ。

　地面にころがったそのオートマティックは、完全にフレームがゆがんでいた。パワー・ボルトの直ちよく撃げきを受けたのだ。

　ブラスターキッド・レーベンブロイ。

　とんでもない手練てだれであった。

　恰かつ好こうをつけるだけの腕は、たしかに持っている。

　銃じゆう口こうで他の手下どもの動きを牽けん制せいしながら、レーベンブロイは、言った。

　「この三か月間ってもの、金にならねえ殺しは、やってねーんだ。──せっかくの記録を、台なしにしないでくれよ」

　にやり。

　レーベンブロイは、会心の笑みを浮うかべた。

　このセリフを、前から一度使ってみたいと思っていたのだ。

　念願かなって得意の絶頂。

　自分の演技に、ひとり酔よっているレーベンブロイを、ベリアルたちは、冷ややかに見つめた。

　──なんだ、この道どう化け師しは。

　ベリアルが、皮肉を飛ばした。

　「どなたか知らんが、拍はく手しゆでもすれば満足かね？」

　「おっ。負けてねえな」

　レーベンブロイは、妙みようにうれしそうな顔をして、言った。

　「いやー、ご好意はかたじけないが、それにはおよばねえよ。──まあ、どうしてもって言うんなら、無理にはとめないがね。──なんなら、サインもつけようか？」

　「おふざけは、そのくらいで、やめてもらおう」

　ベリアルの声は、釘くぎみたいに固かった。

　無表情を装よそおってはいるが、その内に隠かくされた殺意と憎ぞう悪おは明白である。

　ゾーク・プリーストが、動く気配を見せた。

　「おっと……」

　レーベンブロイは、一歩退さがりながら、ベリアルに銃じゆう口こうを向け直した。

　「その化け物を、これ以上近づけるんじゃねえ。さもないと、てめえが真っ先に死ぬことになるぜ」

　声に、嘲あざけりが含ふくまれていた。

　ゾーク・プリーストが、三人同時に襲おそいかかってきても、十分に対たい処しよできる距きよ離りを、レーベンブロイは慎しん重ちように保っている。

　先ほど披ひ露ろうした腕前と言い、レーベンブロイの言葉が、単なる強がりや、はったりではないことは、ベリアルも認めざるを得なかった。

　「カルマ、シン」

　ベリアルは、レーベンブロイを真っすぐに睨にらみつけたまま、ゾーク・プリーストに攻こう撃げき中止の命令を下した。

　腹の中は、煮にえくり返っていた。

　「それでいい」

　レーベンブロイが、にやにや笑った。

　三分たった。

　ウルトラマンなら、とっくにエネルギーがなくなっている時間である。

　レーベンブロイは、相変わらず、にやにや笑っているだけだ。

　さらに、秒針が、ひと回りした。

　ベリアルが、押おし殺したみたいな声で、言った。

　「なにをしている」

　「なんだって？」

　「なにをしていると訊きいてるんだ」

　「意味がわかんねえな」

　「貴き様さまは、いったい何しに出てきたんだ!!」

　と、ベリアルが、わめいた。

　「冗じよう談だんを言うために、わざわざブラスターなんぞ、ぶっ放しやがったのか!!」

　「あせるんじゃねーよ」

　レーベンブロイは、涼しい顔をして、言ったもんだ。

　「こんな、おいしい場面を、あっさり終わらせちまう手はないだろ？」

　「ふざけるなっ!!」

　「別に、ふざけてるつもりは、ねーんだけどな……」

　レーベンブロイは、首をかしげた。

　本人としては、真面目まじめに自分のスタイルを守っているだけなのである。

　とは言え、まわりの人間は、たまったものではない。

　──つき合ってられるか!!

　ベリアルは、憤ふん然ぜんと部下たちを振ふり返って、言った。

　「コロナを連れて行け」

　「はあ。しかし……」

　と、部下たちは、レーベンブロイに視線を動かした。

　ベリアルは、言った。

　「かまわん。ほうっておけ」

　とたんに、銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　──くそったれが。

　ベリアルが、ふり向くのを待って、レーベンブロイは明るく話しかけた。

　「そいつはねーだろ？──コロナは、おれの獲え物ものだぜ」

　「？」

　「ついでに、他の二人も、引き渡わたしてもらえたら、ありがてーんだがな。ま、あんたたちにゃ悪いが、こっちにも将来の生活設計がかかってるんでなー」

　レーベンブロイは、広々とした牧場を頭の中に描えがいて、へらへら笑った。

　──そうか。こやつ……。

　ベリアルの表情に、理解の色が広がった。

　ベリアルは、言った。

　「そういうことか」

　「そういうことだ」

　「わははは……」

　唐突とうとつに、ベリアルが笑い始めた。

　「そうか。貴き様さま、賞金が目あてで……」

　「なにがおかしいんだ？」

　「いや。別に……」

　ベリアルは、語尾を苦笑にまぎらわせた。

　そして、言った。

　「いいだろう」

　「？」

　「喜んで、コロナを君の手に引き渡わたそうじゃないか」

　「なんだって？」

　レーベンブロイは、思わず意表をつかれた。

　当然、ベリアルたちも、賞金を狙ねらってるものと、決めこんでいたのだ。

　「そんなに意外な顔をすることはないだろう。君の要求に従おうと言ってるんだ」

　「ずいぶん気前がいいんだな」

　「信用できないかね」

　「おれが信用してるのは、世の中に一人しかいない。──つまり、おれだ」

　「立派な心がけだ」

　「みんな、そう言う」

　レーベンブロイが、表情ひとつ変えずに、うなずいた。

　その時である。

　トレーダー・インの、巨きよ大だいな鉄製のシャッターが、轟ごう音おんと共に吹ふき飛んだ。

　もうもうたる砂すな煙けむりの向こうに、特とく徴ちよう的てきなガルディーンのシルエットが、ぼんやりとかすんで見えた。

　「ど、どういうことだ……」

　ベリアルは、一いつ瞬しゆん、立ちつくした。

　──なぜ、フレイヤーの機動兵器が……？

　あの二人の他にも、誰だれか仲間がいたのか。

　考えられないことだった。

　「なんだ、ありゃあ」

　レーベンブロイのつぶやきが、聞こえてくる。

　茫ぼう然ぜんとした口調だった。

　「えらいこっちゃ」

　「えらいこっちゃ」

　驚おどろき騒さわぐ部下たちを、ベリアルは大声で制した。

　「落ち着けっ!!　持ち場を離はなれるなっ!!──たとえ機動兵器を持ち出してきても、やつらには何もできん!!」

　こっちは、コロナを握にぎってるんだ。

　ベリアル、自信たっぷりの、言い切りであった。




　　　　＊




　周囲の騒ぎを、遠いものに聞きながら、コロナは静かに横たわっていた。

　相変わらず、体は全く動かせなかったが、その逆に、意識だけは妙みように冴さえわたっていた。

　──ガルディーンが近づいてくる。

　五感以外のところで、コロナは、ダイレクトにそれを知った。

　──操縦しているのは、シャラか……？

　それとも、スリム……？

　いや。

　コロナには、はっきりと断言できた。

　二人は、ガルディーンには乗っていない。

　しかし、コクピットに、何かがいた。

　たしかにいた。

　コロナは、闇やみに目をこらすように、意識を集中させた。

　そして、コロナは、知った。




　　　　＊




　「ん？」

　レーベンブロイが、わずかに表情を動かした。

　ゾーク・プリーストの足元に倒たおれているコロナ──今まで、死んだように身動きひとつしなかったコロナが、突とつ然ぜん、びくっと体を震ふるわせたように思えたのだ。

　迫せまり来る機動兵器。

　あわてる下したっ端ぱ。

　──こいつは、妙みようなことになってきたぞ。

　レーベンブロイは、右手一本でパワー・ブラスターを支えたまま、左手で顎あごをなでた。

　銃じゆう口こうが、小ゆるぎもしないのは、さすがであった。




　「停とまれっ!!」

　ベリアルが、鋭するどく叫さけんだ。

　「それ以上近づくと、コロナを殺すっ!!」

　切り札ふだだ。

　思った通り、機動兵器は、動きをとめた。

　ベリアルは、薄うす笑わらいを浮うかべながら、言った。

　「その体で、よく抜ぬけ出せたと、ほめておこう。さすがだよ、シャール君。──だけど、君にしては、少しばかり、やり方が正直すぎたようだな」

　〈…………〉

　機動兵器からは、何の応答もない。

　ベリアルは、重ねて、言った。

　「さあ。もう正体はわかってるんだ。おとなしく、そこから出てきたまえ」

　「あたしなら、ここにいるわよ」

　「っ!!」

　ベリアルは、ひっぱたかれたみたいに、声の方角をふり返った。

　「ハーイ」

　シャラが、肩かたのあたりで、小さく手をふった。

　すっかりおめかししている。

　その横に、スリム。

　こちらは、疲つかれきった表情で、だらしなくうんこ座りをしていた。

　ご自じ慢まんのスーツが、泥どろだらけだ。

　「馬ば鹿かな……」

　ベリアルは、ガルディーンを、茫ぼう然ぜんとふり仰あおいだ。

　「そっちから出て来てくれるとは、ありがてー」

　後ろの方で、レーベンブロイが、シャラを相手に、さっそく恰かつ好こうをつけ始めている。

　それを無視して、ベリアルは、言った。

　「貴き様さま、何者だ。──フレイヤーの残党か」

　待ってました。

　ガルディーンは、元気よく応こたえた。

　〈開発コードＴ・[image: 178]。オーガニック・エンフォーサー『ガルディーン』です。──どうぞ、ガルちゃんと呼んで下さい〉

　「…………」

　ベリアルの顔には、何の表情も現れていない。

　「下らん小細工はやめてもらおう」

　ベリアルは、冷然と言い放った。

　「これが最後だ。──出ろっ!!」

　ため息が聞こえたような気がしたが、もちろん、ベリアルは信じなかった。

　自分の目で見たものしか信じない、徹てつ底ていした現実主義者なのである。

　ガルディーンの内部で、ロックの外れる音がした。

　コクピット・ハッチが、ゆっくりと開き始める。

　誰だれもが注目した。

　石いし畳だたみの上で、コロナの体が、がくんと一度波打ったが、それに気づいたのは……。おそらくシャラひとりだけだったろう。




　──やめろ、馬ば鹿か!!

　コロナは、あせっていた。

　動かぬ体の中で、あせりまくっていた。




　コクピット・ハッチの下に、小さな黒い影かげが、いくつも見えた。

　ベリアルが、言った。

　「なんだ、あれは」

　決して、答えを期待したわけではない。

　あれが何なのか？　ひと目見たときから、ベリアルにも、ちゃんと判わかっていたのだ。

　しかし、ベリアルは、言わずにはおれなかったのである。

　「おそらく……」

　と、誰だれかが答えた。

　「ネズミだと思います」




　　　　＊




　ガルディーンのコクピットから、黒い奔ほん流りゆうとなって、百一匹ぴきのネズミが、どっとあふれ出して来た。

　ほとんどあっけにとられて、その場に立ちつくしているベリアルたちの足の間を、ネズミは本能のおもむくまま、四方八方へと逃にげまどった。

　その一匹一匹の動きが、コロナには、はっきりと見えた。

　あわてて物もの陰かげに飛び込むやつ。

　ベリアルの体を、かけのぼるやつ。

　落ち着き払はらって、顔を洗っているやつ。

　そして、コロナに向かって、まっすぐ走って来るやつ。

　コロナは、パニックに陥おちいった。

　全身の細さい胞ぼうが、大声で悲鳴をあげていた。

　逃げようにも、体が言うことをきかないのだ。

　悪あく夢むの世界であった。

　あのコロナが、どうしてたかがネズミ如ごときに、かくも取り乱すのか？

　何か、トラウマがあるのかもしれなかった。

　しかし、まあ、この際、そんなことは、どうでもよろしい。

　ネズミが来るのだ。

　コロナにとっては、そちらの方が、よほど大問題だった。

　──うわー、こっちへ来るな!!　馬ば鹿か、向こうへ行けっ!!

　コロナは、必死で叫さけんだ。

　声になろうがなるまいが、おかまいなしに、とにかくコロナは叫んだ。

　無む駄だだった。

　コロナは、必死で暴れた。

　サイキック・ブローの呪じゆ縛ばくをふりほどこうと、力の限りコロナは暴れた。

　無駄だった。

　そして、ネズミがやって来た。

[image: ]

　真っ黒いドブネズミが、身動きできないコロナの顔の上を、どたどた走り抜ぬけて行く。

　その瞬しゆん間かん──

　『プッツン』という音と共に、コロナの理性が、はじけた。




　　　　＊




　「うわ～～っっ!!」

　たまげるような大声だった。

　思わずふり返ったベリアルの目に、ありうべからざる光景が飛び込んできた。

　コロナが立ちあがっている!!

　両足をふんばり、肩かたで息をしながら、コロナが立ちあがっていたのだ。

　目の色が、普ふ通つうではなかった。

　ベリアルは、本能的に、危険なものを感じた。

　コロナの目は、たしかにベリアルの方を向いてはいたが、決してベリアルを見ていなかった。

　と言うより、コロナは、何も見ていなかった。

　ゾーク・プリーストも、ベリアルも、その部下たちも、一切眼中になかった。

　もちろん、サイキック・ブローで動けなくなっていることなど、すっかり忘れていた。

　逆上のあまり、完全に自分自身を見失っていたのである。

　「シ（死）!!」

　ベリアルが、叫さけんだ。

　同時に、ゾーク・プリーストが、三方からコロナを襲おそった。

　コロナは、ハエでも払はらいのけるみたいに、無雑作に右腕をふり回した。

　ぶんっ!!

　わずか一いち撃げきである。

　暗あん殺さつ拳けんの使い手──ゾーク・プリーストは、いともあっさり吹ふっ飛ばされて、建物の壁かべにめりこんだ。

　虎とらの尻尾しつぽに火をつけたみたいなもので、歯止めを失ったコロナの〈前世紀パワー〉の前には、ゾーク教三千年の歴史も、単なるお笑いでしかない。

　実にどうも、とんでもない話であった。

　──なんてやつだ……。

　ベリアルは、内心舌を巻いた。

　そして、あわてた。

　こうなったら、コロナを押おしとどめる手段は、もはやないということに気づいたのである。

　「うわ～～っっ!!」

　コロナが、吼ほえた。

　またネズミの姿でも見かけたらしい。

　一直線に走り始めた。

　その進路に、ベリアルがいた。

　突つっ走りながら、コロナは、わめいた。

　「うわ～～っっ!!」

　ベリアルも、わめいた。

　「うわ～～っっ!!」

　思えば不幸な事故であった。




　　　　＊




　いきなり翌日。

　夕方近くになって、応急修理を終えたパンタグリュエルが、カルバラクラブの軍用ドックに入港した。

　シチュエーション・ルームの窓から、雑然とした街並なみが見み渡わたせる。

　トロイが、言った。

　「アルタミラ……」

　「なんでございましょう？」

　「ほら、あそこ……」

　トロイが指さす方向。

　街外れに近い一画が、ほとんど廃はい墟きよと化していた。

　建物は倒とう壊かいし、城じよう壁へきの一部も崩くずれ落ちている。

　まるで、大だい魔ま神じんが通ったあとのようにも見えた。

　トロイが、無む邪じや気きに訊たずねた。

　「いったい、何があったんだろうね？」

　「さあ……」

　と、アルタミラは、首をかしげた。

　「何があったんでしょう……」

　心なしか、その顔が青ざめているようだった。

　──なんとなく、答えがわかるような気がする。

　直線的に破は壊かいされたカルバラクラブの街並みを見おろしながら、アルタミラは、ただ凝ぎよう然ぜんと立ちつくしていた。




　　　　＊




　「ところで、おれの出番は、どうなったんだ？」

　ぶつくさ言いながら、やけ酒かっくらってるのは、ブラスターキッド・レーべンブロイである。

　カルバラクラブ某ぼう所しよにある、カラオケ・バーだ。

　『♬雪を蹴立けたてて、さぁく!!　さく!!　さくさくさく……。先生っ!!　おお、そば屋くわ～～』

　マイク握にぎりしめた赤ら顔のおっさんが、『俵たわら屋ぼし玄げん蕃ば』をがなり立てている。

　客席から拍はく手しゆが聞こえた。

　駅前商店街の寄り合い風って感じの、みょーな盛りあがり方だ。

　うるさいことこの上ない。

　──バカタレが。

　レーベンブロイは、むかむかしながら、バーボンのストレートを一気にあおった。

　グラスを、カウンターに叩たたきつける。

　ニキビ面のバーテンが、へっぴり腰ごしで、おかわりを注ついだ。

　じろり。

　レーベンブロイが、よくない目つきをしてみせる。

　バーテンは、あいまいなお追従笑いを浮うかべながら、後退あとずさった。

　「ふん」

　レーベンブロイは鼻を鳴らして、グラスを手にとった。

　ステージを一度ふり返る。

　おっさんは二曲目に入っていた。

　実におもしろくなかった。

　せっかく、あそこまで追いつめた獲え物ものを、むざむざ逃のがしてしまったのだ。

　ガルディーンとか言う機動兵器から、大量のネズミがあふれ出てきた瞬しゆん間かんから、レーベンブロイの時間は停とまってしまったらしい。

　あっけにとられている内に、コロナが暴走し、ガルディーンがその後を追い……、ふと気がつくと、シャラやスリムの姿も見失っていたのである。

　あまりに突とつ然ぜんのことで、何が起こったのか、よくわからなかった。

　茫ぼう然ぜんと立ちつくすレーベンブロイの前には、コロナとガルディーンがぶち壊こわして行った建物の残ざん骸がいだけが、空むなしく風に吹ふかれているばかりであった。

　『♬夜がまーた来るー』

　レーベンブロイは、その場で思わず一曲歌いたくなったほどだ。

　やがて、カルバラクラブの市警が、おっとり刀でかけつけて来たが、もちろん、やじ馬のふりをすることを忘れるレーベンブロイではなかった。

　放浪さすらいの賞金稼ぎガンマン──ブラスターキッド・レーベンブロイ。

　その点は、しっかりしているのであった。

　『しっかりしてなきゃ生きていけねえ……』

　レーベンブロイの口ぐせである。

　とは言え、逃にがした獲え物ものは大きかった。

　あまりにも大きかった。




　「まあ、いいさ……」

　レーベンブロイは、やせ我が慢まんをしながら、小声で呟つぶやいた。

　「楽しみと、弁当の卵焼きは、後にとっとく方が、おいしくなるってもんよ」

　──しかし、この次は逃のがさねえ。

　グラス片手に、不敵な笑みを浮うかべるレーベンブロイ。

　その横顔を、バーテンが気味悪そうに眺ながめている。

　おっさんは、三曲目に突とつ入にゆうしたようだ。

　──いつになったら、マイクをこっちに回すつもりなんだ？

　レーベンブロイは、グラスの中味を、喉のどの奥おくにほうり込んだ。

　そして、バーテンを睨にらみつけて、言った。

　「おいっ!!」

　「は、はい……」

　「この店に、オカラはないのか？」




　　　　＊




　一方そのころ。

　シャラたちは、荒こう野やのドまん中にいた。

　「どう？　コロナちゃんの具合い」

　ガルディーンのコクピットに、スリムの顔がひょいとのぞいた。

　〈まだ眠ねむってます〉

　ガルディーンが、応こたえた。

　シートの上では、コロナが、すやすやと寝ね息いきをたてている。

　ちょっと口を半開きにして、安らかな寝顔である。

　そうしていると、ひどく可愛かわいらしかった。

　〈前世紀パワー〉を発はつ揮きしている時のコロナとは、えらい違ちがいだ。

　「いやー、人間ってなー、わかんねーもんだねー」

　スリムは、妙みようにしみじみとした口調で、言った。

　ふと首をかしげて、

　「だけど、大だい丈じよう夫ぶなのかねー」

　〈何がです？〉

　「このまま、目が開かねーってこたー、ないだろうな？」

　〈その点は心配ありません〉

　ガルディーンが、きっぱりとうけあった。

　コクピット内のセンサーが、コロナの生理パラメータを四六時中観察している。生命に別状ないことは、はっきりしていた。

　コロナは、疲つかれきって眠ねむっているだけなのである。

　まあ、あれだけのことをした後だ。さすがの〈筋きん肉にく娘むすめ〉も、体力を使い果たしてしまったのだろう。

　スリムたちが、ようやく追いついた時、コロナは地べたに倒たおれて、気を失っていた。

　そのかたわらに、ガルディーンが忠犬ハチ公みたく寄りそっていたことは、言うまでもない。

　そして、丸一日。

　コロナは、死んだように眠り続けた。

　「と言うわけなんですよ、みなさん」

　「誰だれに向かって喋しやべってるのよ、スリム」

　ガルディーンの体をよじ登ってきたシャラが、スリムのとなりに顔を出した。

　「どう？　コロナの具合いは？」

　「おれと同じことを聞きいてやがんの」

　「うるさいわねー」

　〈大だい丈じよう夫ぶですよ。心しん搏ぱく数すう、血圧とも、平常値です〉

　「じゃあ、なんで目をさまさないのよ」

　〈さあ……〉

　ガルディーンは、肩かたをすくめた。

　シャラは、ため息をついた。

　スリムが、言った。

　「それより、これから、どうすんだ？」

　「どうって？」

　「カルバラクラブで、どこかのキャラバンにもぐり込む予定だったじゃないか。──それなのに、食糧だって、満足に持ち出せなかった。このまんまじゃ、野の垂たれ死にだぜ。やだなー、おれ。──ある日、どっかの街にガルちゃんが着くんだ。何が乗ってると思う？」

　「…………」

　「ミイラだよ。──仲良くひからびた、おれたち三人のミイラが、乗ってるんだ」

　「あーそー」

　「やだなー。おれって、根っからシティ・ボーイじゃない？　アウトドアは苦手なんだよ。──やっぱり、神経が繊せん細さいにできてるのかねえ」

　「神経なら蛇へびにだってあるわ。いいかげんに、黙だまったら？」

　「だってよー」

　シャラに睨にらみつけられて、スリムは、あわてて口を閉じた。

　とたんに、腹が鳴った。

　昨日から、何も食べていないのだ。

　スリムは、情ない顔をして、つぶやいた。

　「あー、腹へった」

　「うるさいわねっ!!」

　「だってよー」

　その時、ガルディーンが、不意に立ち止まった。

　〈何か見えます〉

　シャラとスリムは、思わず顔を見合わせた。

　──まさか、敵……？

　スリムが、言った。

　「どっちだ？」

　〈12時の方向。距離二千〉

　シャラは、無言で、ガルディーンの肩かたに立った。スリムも後から続いた。

　茜あかね色いろから濃こい紫むらさきへ……。美しい変化を見せる大だい荒こう野やの夕焼け。

　夜が静かに近づいてくる。

　その中に、ポツンと一点、たしかに小さな灯あかりが見えた。

　赤い灯りだ。

　ガルディーンが、慎しん重ちように接近して行く。

　じっと目をこらしていたスリムが、突とつ然ぜん、素っ頓とん狂きような声を張りあげた。

　「なーんだ。ただの屋台じゃないか」

　「屋台ですって？」

　「そうだよ。まちがいない。──流しのラーメン屋だよ」

　「あんたねえ、常識で物事考えてる？　熱でもあるんじゃないの？」

　「だって、ほら、聞こえないかい？」

　「？」

　「チャルメラの音だぜ、これ」

　「そう言えば……」

　近づくと、いっそうはっきりした。

　非常識な話だが、たしかにそれはラーメン屋の屋台だったのである。

　てなもん屋。

　軒のき先さきにぶらさがった赤いちょうちんに、そう書いてあった。

　そこはかとなく、店主の人ひと柄がらがしのばれる屋ネー号ミングだ。

　スリムが、言った。

　「ちょうどいい。一いつ杯ぱい食って行こうぜ」

　「ちょ、ちょっと待ちなさいよ」

　「なんだい」

　「おかしいと思わない？」

　「なにが」

　「なにがって……。どうして、こんな荒こう野やのドまん中に、ラーメン屋が店出してるわけ？　絶対におかしいわよ。──それとも、あんた、納得のいく説明が出来るの？　出来るもんなら言ってみなさいよ。大笑いしてあげるから」

　「簡単だ」

　スリムは、自信を持って、断言した。

　「きっと、店主が非常識なやつなんだよ」

　「へい、らっしゃい」

　愛想のいい声が、シャラたちを出で迎むかえた。

　鳥ガラスープの香りが、いやが上にも食欲をそそる。

　「これこれ」

　スリムは、うれしそうに両手をこすり合わせながら、床しよう几ぎをまたいだ。

　その隣となりに、シャラも腰こしをおろす。

　まだ納得していない顔つきだった。

　スリムが、言った。

　「おっちゃん。ラーメンちょうだい。大おお盛もりね、大盛りっ」

　「そちらのお嬢じようさんは？」

　「あたしも同じもの」

　「へい。うけたまわりました」

　てなもん屋の主人は、あざやかな手さばきで、麵めんを釜かまにほうり込んだ。

　腕の方は、確かなようだった。

　丼どんぶりの用意をしながら、世間話を始める。

　「ずいぶんと冷えこんでまいりましたねえ」

　「ああ、そうだねえ。日が落ちると、とたんに寒くなって来やがる」

　つき合いのいいＡ型のスリムが、調子を合わせて、うなずいた。

　「あのー」

　と、シャラが、言った。

　「ひとつ、お訊たずねしてもいいでしょうか？」

　「なんですね、お嬢さん」

　「どうして、こんな場所に、屋台を出してらっしゃるんですか？」

　「ああ、そんなことですかい」

　主人は、事もなげに、言った。

　「ここは、屋台を出すには、絶好の立地条件なんでさあ。──まわりをご覧なさい。十キロ四方に、一軒けんの商売仇がたきもいやしませんでしょ？　まあ、うちの一手独どく占せん販はん売ばいってわけでして……」

　「えらいっ」

　スリムが、ぽんと手を打った。

　「さすがに、儲もうけてなさる商人あきんどは、目のつけどころが違ちがいますなあ。──商売仇がいない。なるほどねえ。私なんか、言われてみるまで、そうと気がつきませんもの」

　「いやいや。──まあ、ちょっとした、視点の変へん換かんってやつでして」

　ぬはははは。

　てなもん屋の主人は、上じよう機き嫌げんに笑ってみせた。

　──なにが視点の変換よ。商売仇どころか、客だっていやしないじゃない。

　阿呆あほらしくって、つき合っていられない。

　カウンターの上のコショウ入れを、思わず熱心に観察してしまうシャラであった。

　と、その時だ。

　「うわ～～っっ!!」

　あきれるほどの大声が聞こえてきた。

　「ぶっこわすぞ、この野や郎ろうっ!!」

　コロナの声だった。

　あわてて表に飛び出してみると、ガルディーンを相手に、コロナが景気よく啖たん呵かを切っているところだった。

　「それ以上、近寄るんじゃねえ!!」

　〈どーしました？〉

　「ネズミだ」

　〈は？〉

　「ネズミくせーって言ってるんだよ。こっちへ来るんじゃない!!」

　〈しかし、私は、パイロットの生命に責任がありますので……〉

　「うるせー。向こうへいってろっ!!」

　コロナが、ぴしゃりと決めつけた。

　ガルディーンは、ため息をついた。

　スリムが、のんびりとした口調で、言った。

　「コロナちゃん、すっかり元気になったみたいだなー」

　「そうらしいわね」

　毎度おなじみの言い争いを続ける二人を眺ながめながら、シャラが、ぼんやりとうなずいた。

　──少し元気がないくらいの方が、こっちも楽なんだけど。

　シャラの目は、あきらかに、そう語っていた。

　「あんたたち、ラーメンのびちゃうよ」

　のれんの間から、てなもん屋の主人が、顔をのぞかせて、言った。

　「ああ。すまねえが、とっつあん、大盛り一丁追加だ」

　「ほ？」

　主人は、ふと視線を動かして、コロナを見つけた。

　そして、顔色を変えた。







　大伝説







　「しばらく見ない内に、ずいぶんと見すぼらしくなったなあ」

　と、キリーが、言った。

　キリー〈陰いん険けん王おう〉レステス。

　久々の登場である。

　「申し訳ございません」

　ベリアルは、くぐもった声で応こたえた。

　頭を下げる動作も、どこかぎこちない。

　かろうじて生命はとりとめたものの、右みぎ腕うでを肩かたのつけ根から失ったベリアルであった。

　全身を包帯でぐるぐる巻きにされ、首にはギプスをはめ、残った左手で、点てん滴てきの容器をぶら下げている。

　なんとも、悲ひ惨さんなありさまである。

　〈前世紀パワー〉を全開放したコロナに、こっぴどく張り倒たおされた上、ガルディーンに踏ふんづけられたのだ。

　生きている方が不思議なくらいだった。

　「だいたいの報告は、受け取っている」

　キリーは、苦笑に近いものを、口元に浮うかべながら、言った。

　「踏んだり蹴けったりってのは、まさにこのことだな」

　「あの、ガルディーンとか言う機動兵器さえ出てこなかったら、確実に仕留めていたのですが……。残念です」

　「まあ、そう気を落とすな」

　キリーは、窓辺に歩み寄って、外を眺ながめた。

　アルターム市の復興も、着々と進んでいる。

　キリーは、半ば自分自身に言いきかせるみたいな口調で、言った。

　「とりあえず、王子とアルタミラを孤こ立りつさせることには、成功した。帝てい国こくの実権の七十パーセントは、すでに私がおさえている。──こうなったら、もう、あせることはない。ゆっくりと時機を待つのだ」

　「しかし、閣下。後々の禍わざわいを考えますと……」

　「わかっておる。──監かん視しだけは怠おこたるな」

　「はっ」

　「それより、フレイヤーの小こ娘むすめはどうした。行方はつかめたのか？」

　「現在、情報部が全力をあげて、探しております。見つかるのも、時間の問題でしょう」

　ベリアルは、包帯のすき間からのぞく隻せき眼がんを、ぎらりと光らせた。

　そして、一語一語を岩に刻みこむような口調で、固く誓ちかった。

　「あやつに奪うばわれた、この左眼と右みぎ腕うでにかけましても、この次は、きっと仕留めてごらんにいれましょう」

　「左眼の次は、右腕……」

　キリーが、言った。

　「じゃあ、この次は左脚あしかな？」

　「閣下!!」

　「まあ、そうこわい顔をするな」

　キリーは、気楽に笑いとばした。

　他人ひと事ごとだと思って、完全におもしろがっている口ぶりだ。

　「おまえがいくら歯ぎしりしても、その体では満足に闘たたかうこともできまいが」

　「何をおっしゃいます。──このベリアル。たとえ片腕となりましょうとも、あのような小娘ごとき……」

　「いいから話を聞け」

　「はあ……」

　「実はな、ベリアル。おまえが、また負傷したと聞いて、メルキドから医者をひとり呼び寄せた」

　「メルキド？」

　「そうだ。あそこには、今では失われてしまった、太古のテクノロジーが、いくつか保存されている」

　「それは聞いたことがございますが……」

　ベリアルは、どうにも腑ふに落ちないという感じで、首を傾かたむけた。

　「しかし、メルキドはもともと兵器産業の国。──医者というのは、いったい、どういう……？　それに、メルキドの人間は……」

　「会えばわかる」

　キリーは、にやにや笑った。

　何か企たくらんでいる顔つきだった。

　ベリアルは、いやな予感がした。

　壁かべの隠かくし扉とびらが音もなく開いた。

　そして、医者が現れた。

　「Ｊ・Ｒ・トロルキン博士だ」

　と、キリーが紹介した。

　「サイバネティックスとかいう物の、専門家だそうだ」

　「サイバネティックス……？」

　ベリアルは、その男を、まじまじと見つめた。

　アダムとイヴの時代から、ずーっと生きてるみたいな、すごい年寄りだった。

　自分では歩けないのか、イオン浮ふ揚よう式しきの自モビ走ル・椅子チエアに体を固定していた。椅子からは、パイプだの電極だのが何本も出て、老人の体につながっている。──どうやら、生命維い持じ装そう置ちも兼ねているらしい。

　肌はだの色は死人を思わせた。

　頭には毛が一本もない。

　そのかわりに、元気だけは、やたらに良かった。

　「君が、ベリアル君か」

　トロルキン博士は、通りの向こうにいる人間を呼ぶみたいな大声で、言った。

　「データは見せてもらった。強きよう靭じんな生命力の持ち主らしいな。まるでトカゲの尻尾しつぽだ。これなら、きっとうまくいくだろう。──わしが保証する」

　「はあ……」

　ベリアルは、あいまいにうなずいた。

　そして、ふと頭に浮うかんだ疑問を、口に出した。

　「私の記き憶おくちがいかもしれませんが、メルキドの人間は、決して都市まちの外へ出ないものと聞いておりましたが……？」

　「その通り」

　「では、なぜ……？」

　「あの馬ば鹿かどもっ!!」

　トロルキンは、突とつ如じよ激げつ昂こうして、叫さけんだ。

　「何もわかっとらんくせに、わしの研究を違い法ほうだとぬかしおって!!──やつらは、先人の技術を遵じゆん守しゆすることのみに汲きゆう々きゆうとして、自ら何かを開発しようという気き概がいもないのじゃ。お手本をなぞることだけが、正統の学問だと思っておる。馬鹿馬鹿しいっ!!」

　あっけにとられているベリアルに、キリーが横から耳打ちした。

　「博士は、禁断のテクノロジーを、過去の文ぶん献けんから掘ほり起こしたのだ。ところが、メルキドは戒かい律りつを盾たてにとって、博士を都市まちから追放した」

　「こっちから、おん出てやったんだ!!」

　トロルキンが、またわめいた。

　「さもなきゃ、誰だれが、こんな所まで来るもんか」

　「博士のようにご高名な方をお迎むかえできて、私どもも喜んでおります」

　キリーが、おべんちゃらを言った。

　〈無む謀ぼう王おう〉に仕えている頃ころから、おべんちゃらにかけては、キリーの右に出るものはいない。

　トロルキンも、たちまちご機き嫌げんを直して、満足げにうなずいた。

　「そーだろう。そーだろう」

　このＪ・Ｒ・トロルキンという男。

　おそろしく移り気で、感情の起き伏ふくの激はげしい人物らしい。

　唐とう突とつにベリアルの方に向き直ると、いきなりこんな質問を発した。

　「君は、女によう房ぼう子供はおるのか」

　「いえ……」

　「そうか。じゃあ、何も思い残すことはないな。よし（!!）。このわしに、どーんとまかせておきたまえ。決して悪いようにはしないから」

　けけけけけ。

　トロルキンは、白眼をむいて笑った。

　『悪いようにしないから』というセリフが、これほど不ふ吉きつなものに聞こえたことはなかった。

　ベリアルは、なんとなく生なま唾つばを吞のみこんだ。

　トロルキンの自モビ走ル・椅子チエアが、すうっと近づいてきた。

　「さあ。そろそろ始めるかな」

　「ちょ、ちょっと待って下さい。始めるって、いったい何を……」

　「決まってるじゃないか」

　キリーが、言った。

　「おまえに、新しい腕うでと目を、与あたえてやろうと言うのだ」

　「新しい腕と……目？」

　ベリアルは、その時、脇わき腹ばらのあたりに、小さな痛みを感じた。

　使い捨て式の注射器を右手にしたトロルキンが、にたあっと笑った。

　ベリアルの意識は、唐とう突とつに途と切ぎれた。




　　　　＊




　所変わって、こちらは荒こう野やのてなもん屋。

　折しも、コロナ〈筋きん肉にく娘むすめ〉フレイヤーは、十三杯ばい目の大おお盛もりに挑ちよう戦せんしていた。

　シャラとスリムは、カウンターに頰ほお杖づえをついて、この壮そう絶ぜつきわまりない闘たたかいの行方を、ほけ～～っと見守っている。

　──コロナ〈食欲娘〉フレイヤー。

　シャラは、なんとなく、そう思った。

　スリムは、懐ふところ具ぐ合あいを心配していた。

　なしくずし的に、和解が成立した（らしい）三人組の、果して明日あしたはどっちにあるのだろうか？
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　「ぷは～～っ」

　おつゆを最後の一いつ滴てきまで飲みほして、コロナは、満足気なため息を吐き出した。

　「あー、食った食った」

　「おなか、いっぱいになった？」

　「うん」

　「よかったわ」

　「ちっとも、よかーねーやい」

　スリムは、小声でぶちぶちと呟つぶやいた。

　首からかけていた水天宮さまのお守りをひっぱり出して、ため息をつく。

　この中には、虎とらの子の千ダラム金貨が、一箇こ入っている。故郷くにを出る時、お袋ふくろが持たしてくれたものだ。どんなことがあろうと、今まで決して手をつけなかったお銭あしだったが、カルバラクラブに何もかも置いてきてしまった以上、仕方がない。

　──今日でお別れか。

　とほほ。

　スリムは、世にも情ない顔つきで、お守りを見つめた。

　「さっ。行きましょうか」

　シャラが、スリムの肩かたをポンと叩たたいた。

　にこにこ笑っている。

　払はらいはまかせた──そう言っている顔つきだった。

　スリムは、思わず涙なみだぐんだ。

　その時、コロナが、言った。

　「いくらだ？」

　「あんたが心配することないのよ」

　「でも、金なら持ってるぞ」

　コロナは、懐ふところから札さつ束たばをごっそり取り出した。

　スリムは、一いつ瞬しゆん期待した。

　しかし、シャラが、あわててコロナの手元を隠かくして、鋭するどく囁ささやいた。

　「馬鹿ばかね。フレイヤー家発行のお札じゃないの。そんなもの、うかつに出すもんじゃないわ」

　「そ、そうか」

　その時、てなもん屋の主人が、言った。

　「結構ですよ」

　「？」

　「フレイヤー家のお札ならば、確実です。喜んで受け取りましょう」

　「ありがてえっ!!」

　スリムが、踊おどりあがって、叫さけんだ。

　シャラは、けげんな表情で、男の顔を見つめた。

　「だけど、フレイヤー家は、もう……」

　「ええ。存じております」

　「じゃあ、なぜ確実だと……？」

　てなもん屋の主人は、ゆっくりとコロナに視線を向けた。

　にこっと笑う。

　「あなた様が、生きておいでならば、いずれフレイヤー家は再興いたしましょう。それは、まちがいのないことでございます」

　「あんた……」

　コロナは、男をじっと見つめて、言った。

　「おれを知ってるのか？」

　「御ご城じよう下かで、店を出させていただいておりました」

　と、てなもん屋は、言った。

　「亡き先王様には、特にごひーきにあずかり、深夜こっそり城を抜ぬけ出されては、うちのラーメンをうまいうまいと三杯ばいもおかわりされ、一時は王室御用達の看板をいただいていた事もございました。──そ、それなのに、あの蛮ばん族ぞくどもが……」

　うるうるうる。

　てなもん屋は、目に涙なみだなんか浮うかべてみせた。

　もちろん、蛮族どもって言うのは、評判の悪いヴァルマー軍のことである。

　フレイヤー城が陥かん落らくして後、領民の中には、帝てい国こくの支配を嫌きらって、各地へ離り散さんする者も少なくなかった。てなもん屋も、そうした連中の一人なのだろう。

　「そうかー。──親父おやじのやつ、夜中、時々姿が見えなくなると思ってたら、そんなことしてやがったのかー」

　コロナが、ぶつくさと呟つぶやいた。

　「一国の王子たるものが、買い食いなど、もってのほか──とかなんとか、自分じゃ言っときながら、あの野郎やろう～～」

　「偉い大だいなお方でした」

　てなもん屋は、しみじみと回かい顧こした。完全に、一人の世界に没ぼつ入にゆうしているらしい。

　「温和にして寛かん大だい。わけへだてなく民に接し、私どものような者にも、気軽にお声をかけられ、まことの名君と呼ぶにふさわしい……云々うんぬん」

　「へーっ。コロナのとーちゃんって、立派な人だったんだ」

　「よかったね、コロナ。お父さんのファンが、こんなところにもいて」

　スリムとシャラが、口々にはやしたてる。

　コロナは、なんとなくおもしろくなかった。

　コロナの知っている父──ガイ〈すちゃらか王〉フレイヤーは、いつも水玉のパジャマを着て、古いビデオを見てるか、下らない駄酒落だじやれを言って喜んでるか、そのどっちかだった。決して『偉大』でも『名君』でもない。単に、お気楽な目立ちたがり屋だっただけのことだ。──コロナは、今でもそう思っていた。

　いや。思いこもうとしていたのかも知れない。

　単に、お気楽な目立ちたがり屋だけの人物に、千数百名もの家臣が、進んで生命を投げ出す筈はずはないからだ。

　とは言え、今のところコロナは、そのことを認めるつもりはなかった。

　コロナの中で、ガイ〈すちゃらか王〉フレイヤーは、相変わらず『あのくそ親父おやじ』という言葉に代表される、何者かでしかなかった。

　コロナは、妙みようにからむような口調で、言った。

　「あんた。──やけに、親父の肩かたを持つじゃねーか」

　「持っちゃいけませんか？」

　「い、いや。別に、いけなかーねーけどよ……」

　──やっぱり、こいつも荒こう野やのドまん中に屋台出すような非常識な人間だから、親父おやじとは馬が合ったのかも知れない。

　コロナは、そんなことを、ぼんやりと考えていた。

　てなもん屋が、言った。

　「ところで、コロナ様」

　「なんだ」

　「外に停とめてある機動ユニットは、ひょっとして、先王のおっしゃっていた〈塔タワー〉の物ですか？」

　「ちがうよ。あいつは、ここへ来る途と中ちゆうの涸かれ谷だにで、拾ったんだ」

　〈ひとを、犬コロみたく言わんで下さいよお〉

　ガルディーンが、のれんの隙すき間まから抗こう議ぎした。

　「やかましいっ!!　十メートル以内に近寄るなって言っておいただろう!!」

　〈はあ……〉

　ガルディーンの声は、ひどくしょんぼりしている。

　シャラが、なぐさめ顔で言った。

　「あとで、あたしの香水貸したげるからー」

　〈お願いします〉

　ガルディーンは、やけに神しん妙みように引き退さがった。

　遠くで、ぶつぶつ言ってる声が、聞こえてきた。

　〈ネズミくさいったって、私の責任じゃないのに。そーゆーことは、どっちかって言うと、ネズミに言ってほしい……〉

　コロナは、その声を無視した。

　スリムが、言った。

　「よーよー。その〈塔タワー〉って何だい？」

　「大いなる遺産です」

　「単なるヨタ話さ」

　てなもん屋とコロナが、同時に答えた。

　「あー？」

　スリムは、きょとんとして、二人の顔を交こう互ごに見比べた。

　「どういうことなんだ？」

　「うちの家に、古くからある言い伝えだ」

　コロナが、説明した。

　「大おお昔むかし、地上が楽園だったころ、人々は世界の中心に巨きよ大だいな〈塔タワー〉を築き、そこに、人類の全すべての叡えい智ちを集めて、保管した。しかし、〈塔〉があまりにも神の領域に近づきすぎたために、神は怒いかって、雷かみなりを投げつけ〈塔〉を破は壊かいし、それと同時に楽園も崩ほう壊かいした。──これが〈大異変〉の始まりだった……ってな」

　「ふーん。どっかで聞いたことのあるような話だな」

　スリムは、腕うで組ぐみしながら、首を傾かたむけた。

　「だけど、その〈塔〉が遺産ってことは……、つまり、まだどこかに〈塔〉が残ってるって？」

　「先王ガイ様は、そうおっしゃっておいででした」

　てなもん屋が、うたうように言った。

　「失われし〈塔〉を見つけ、うまく使いこなすことができれば、世界はまた元の楽園に戻もどるであろう……と」

　「ただの伝説だ」

　と、コロナは、にべもない。

　その時。

　「プロジェクト・バビロン……」

　シャラが、不意に口を開いた。

　「──偶ぐう発はつ熱ねつ核かく戦争等による地球規模の文明崩壊に備えて立案されたバックアップ・システム。暗黒時代のすみやかな終息と、敵国に対する軍事的優位の維い持じを目的とする。──極秘」

　まるで、台本か何かを棒ぼう読よみしているような、ひどく単調な声だった。

　コロナたちは、あっけにとられて、シャラを見つめた。

　目の焦しよう点てんが合っていない。

　スリムが、シャラの肩かたをゆさぶった。

　「おい、シャラ……」

　「えっ？」

　シャラは、夢ゆめから醒さめたみたいな顔で、あたりをきょろきょろと見回した。

　「あたし、また何か言った？」

　「ああ。プロジェクト・バビロンとか何とか……」

　「そう……」

　「訊きいてもムダだろうけど、なんなんだ、そりゃ」

　シャラは、答えなかった。

　そのかわりに、コロナをふり返って、こう言った。

　「コロナ……」

　「なんだよ」

　「もう少し、その〈塔タワー〉の話を詳くわしく聞かせてくれない？」

　「詳しくも何も、今ので全部さ。言っただろ？　単なる伝説だって」

　「そうとばかりは限らないわ」

　「なんだって？」

　「どんなに荒こう唐とう無む稽けいに見えても、伝説の中には、必ず何パーセントかの真実が含ふくまれているものなのよ」

　「シャラ。まさか、おまえ……」

　「そうよ」

　シャラは、きっぱりうなずいた。

　そして、言った。

　「失われし伝説の塔タワーを求めて!!──次のテーマは、これで決まりね」

　「なるほどっ!!」

　スリムが、軽けい薄はくに相あい槌づちを打った。

　「仇かたき討うちの後は、宝探しってわけか」

　「そういうこと。なんてったって、仇討ちと宝探しは、エンターテイメントの二大パターンだもの。使わない手はないわよ」

　「作者も、少しは考えてるんだなー」

　「おまえら、いったい何の話をしてるんだ？」

　と、コロナが、言った。

　「気にしない気にしない」

　シャラは、軽～～く笑ってみせた。

　「とにかく、もう決まっちゃったことなんだから、文句言わないの」

　「だけど、本当にあるかどうかも、わかんねーんだぜ？」

　「判わかってるわ。でも、探してみる価値はあるんじゃない？　ひょっとしたら、すごい武器なんかも見つかるかもしれないわよ。──フレイヤー家を再興するんでしょ？」

　「もちろんだ」

　「だったら、なおさらじゃない。──今のまま、ただ逃にげ回ってるだけじゃ、いつまでたっても、国の再建なんてできっこないわ」

　「うーん……」

　コロナは、黙だまりこんだ。

　たしかに、シャラの言う通りなのだ。

　クフィールを素手で叩たたき落としたり、一万の軍勢をひとりで追い散らしたり……。コロナが、どんなに暴れようとも、巨きよ大だいなヴァルマー帝てい国こくは、蚊かの刺さしたほどにも感じないだろう。

　こうしている間にも、帝国は着々と勢力を拡大しているのだ。時間がたてばたつほど、帝国を倒たおすことは難しくなって行くにちがいない。

　たとえキリーを斃たおしても、それは同じだ。またすぐに、次のキリーが現れてくるだけの話である。

　一人でやれることには限界がある。

　ゾーク・プリーストとの闘たたかいで、コロナは自身の無力さを学んだ。世の中には、コロナひとりの力では、どうすることも出来ないこともあるのだ。

　まして、国を興おこすとなれば、なおさらだ。

　そんなコロナの心理を見み透すかすように、シャラが言った。

　「納得した？」

　「うーん……。だけど、仮に見つけたとしても、しょせん過去のガラ遺物クタだろ？」

　「だーいじょうぶ。ガラクタだって金にはなる!!」

　スリムが、やたら張り切って、断言した。

　「そーゆーことは、おれにまかしといてくれ」

　「あんたってば、それしか考えてないみたいね」

　と、シャラが言った。

　スリムは、頰ほおをふくらませて、

　「なに言ってんの。帝国をぶっつぶすには、軍隊が必要だろ？　戦争は、お金がかかるんだぜ。武器も買いそろえなくちゃいけないし、兵士に給料だって払はらってやらなきゃ……」

　「へー」

　シャラは、露ろ骨こつに感心した。

　──まるっきりの馬ば鹿かってわけでもなかったんだー。

　コロナが、言った。

　「それより、シャラ。──おまえこそ、なんでそう〈塔タワー〉にこだわるんだ？　馬鹿に熱心じゃないか」

　「え？　あたし？　あたしは……」

　シャラは、ふと遠くを見つめた。

　──伝説の〈塔〉が、本当にプロジェクト・バビロンなら……。もしかして、私の望みも……。

　シャラの瞳ひとみは、不思議な哀かなしみの色に満ちていた。

　コロナが、わめいた。

　「遠くを見つめてごまかすんじゃねえ!!」

　「あはっ。ちょっとクサかった？」

　シャラは、頭をかきながら、明るく笑ってみせた。

　「まー、でも、そんなことは、どうでもいーじゃないの。それよか、塔に関する手がかりは、他にないのかしら。ただ漠ばく然ぜんと歩いてても、見つかりっこないわよ」

　「んなこたー、わかってる」

　コロナは、不ふ機き嫌げんな声で、言った。

　すると、それまで無言で三人の話の成り行きを見守っていたてなもん屋の主人が、

　「そう言えば……」

　と、首をかしげた。

　「何か知ってるのか？」

　「いえ。ただ、あの〈ますこみ族〉なら、ひょっとして何か知っているかも……と」

　「ますこみ族～～？」

　コロナは、思わず顔をしかめた。

　あの連中には、あまりいい感情を持っていなかった。

　それは、シャラにしても、同じことだ。

　「できれば、あいつらとは、あんまり関り合いになりたくないなー」

　シャラが、言った。

　「同感だね」

　と、コロナもうなずいた。

　その時。

　〈あのお……〉

　ガルディーンが、すごく遠慮がちな声で、言った。

　〈そーゆーことでしたら、村の古老を訪ねてみたらどうでしょう？〉




　　　　＊




　「古老たちなら、向こうの横丁に住んでます」

　と、その村人は、言った。

　風に吹き飛ばされないように、必死で地面にしがみついてるみたいな、小さな村だった。

　「しまった」

　スリムが、呟いた。

　「展開が早すぎるじゃないか。もう村に着いてるぞ」

　「なにブツブツ言ってんの。──置いてくわよっ」

　と、シャラが剣突を喰くわした。

　てなもん屋の主人に食糧をわけてもらい、一番近い位置にある、ここアルゲニブの村まで、ガルディーンのＧＥエンジンを吹かして、はるばるやって来たコロナたち一行であった。

　『あそこの村は、別名を〈賢者の村〉と言いましてね、物知りの古老が大勢住んでいるらしいです。一刻も早く〈失われロスト・し塔タワー〉を探し出し、お家を再建して下さい』

　別れ際、てなもん屋は、コロナの手を握って、熱心な口調で、そう言った。

　泣かせる話である。

　「ずいぶん、古老が並んでるな」

　コロナが言った。

　細い路地の両側に、村の古老たちが、ずらりと並んで店を出していた。

　畑仕事を引退した年寄りは、ここで知識を売って生計を立てる──それが、アルゲニブの習慣なのである。

　通称、村の古老ストリートと言う。

　『世界一の物知り』

　という看板が目についた。

　その隣りの店には、『宇宙一の物知り』と書いてある。

　呼び込みの店員が、『三割り四割り引きは、あたりまえ』と叫んでいた。

　「いまいち信用できない」

　「ねー。あそこなんか、いいんじゃない？」

　シャラが指さす方向を、コロナはふり返った。

　『この村で一番の物知り』

　「なるほど」

　コロナは、うなずいた。

　「いかにも、もっともらしい」

　〈まるで、広告理論の見本みたいな店ですな〉

　ガルディーンが、感想をのべた。

　香水の匂いが、プンプンしていた。

　コロナが言った。

　「おまえは、ここで待ってろ」

　〈また、そうやって、私だけのけ者にする……〉

　「そーじゃねえ。おまえが入ったら、建物が壊れっちまうだろ？」

　〈いーんです。どーせ私なんか……〉

　ガルディーンは、いじけた。

　すぐにいじけやすいＣＰＵなのである。

　コロナたちは、ガルディーンをほうっておいて、古老の店に入った。

　うす暗い土間にむしろをしいて、村の古老は座っていた。即身成仏しようとしている修行僧みたいな顔立ちだ。

　じっと瞑目したまま、ぴくりとも動かない。

　木彫りの置き物のように見えた。

　「死んでんじゃねーのか？」

　と、スリムが、言った。

　古老が、静かに口を開いた。

　「何か用かな、旅のお人」

　「ちょっと、訊きたいことがあるんだ」

　コロナが言った。

　「訊きたいこと？」

　「そうだ。──古い伝説の塔について、知ってることがあったら、話してほしい」

　「10ダラムの話。50ダラムの話。[image: 100]ダラムの話。──どの話が聞きたいのかな？」

　「ずいぶん高たけえじゃねーか」

　「わしも、生きていかねばならんのでな」

　古老は、平然とした顔で、言った。

　シャラが、言った。

　「金額によって、話の内容が違うわけ？」

　「まあ、そう言うことになるかの」

　「とりあえず、いっちゃん安いところを、ひとつ頼むよ」

　と、これは、スリムである。

　「よかろう」

　古老は、軽くうなずいて、再び瞑目した。

　アルゲニブの古老──彼らは、精神を統一して、集合的無意識を溯ることができる。

　『語り部』と言うよりも、むしろ、イタコの口寄せに似た存在なのだ。

　古老は、目を閉じたまま、ゆっくりと喋り始めた。

　「──さよう。かつて南の大陸に、天までとどくような高い高い塔があった」

　「それで？」

　「10ダラムだと、そこまでじゃな」

　スリムが叫んだ。

　「サギだ!!」

　コロナが、言った。

　「50払おう」

　「──あんまり高すぎる塔は、そのために、ひどく安定が悪く、遠くから見ると右に左にゆらゆらと動いておったそうな。これが世に言う、『ふらつく塔の伝説』じゃ」

　「誰が、そんな話を聞きたいと言ったっ!!」

　コロナは、思わず刀の柄に手をかけた。

　その手をシャラがおさえた。

　「[image: 100]出しましょう」

　「──はるか西の海に浮かぶ島のひとつに、『うろつく塔の伝説』があると聞く」

　「斬る!!　斬ってやるっ!!」

　コロナが騒いだ。

　スリムが後ろから羽交い締めにして、必死で押しとどめている。

　古老は、落ち着き払って、言葉を続けた。

　「──その塔は、見た者に幸福をもたらすそうじゃが、一瞬として同じ場所にはいないという話じゃ。気まぐれな性格をしとるんだろうと、わしは思う」

　「それだけ？」

　と、シャラが、言った。

　押し殺したような声だった。

　古老が、言った。

　「あと30出せば、とっておきの『まとわりつく塔の伝説』とゆー話を……」

　シャラは、ため息をついた。

　そして、後ろで騒いでいる二人をふり返って、

　「行きましょうか」

　と、言った。

　〈なにかいい情報は聞けましたか？〉

　外で待っていたガルディーンが、さっそく訊ねた。

　コロナは、じろりとガルディーンを見あげた。

　「おまえの言うことを信じたおれが馬鹿だったよ」

　〈ダメだったんですか？〉

　「金をとられただけだ」

　〈おやおや〉

　「みな商業主義に毒されておるのです。なげかわしいことじゃ」

　すぐ真後ろで、声がした。

　みすぼらしい恰好をした、貧相な老人だった。

　「あんた、誰だ」

　「わしは、ただの村の年寄りですじゃ」

　「そうか。体に気をつけて、長生きするんだぜ、爺さん」

　「お待ちなされ、旅のお方」

　「なんだ」

　「あなた方は、〈失われし塔〉を探しておいでではないのかな？」

　「…………」

　コロナたちは、思わず顔を見合わせた。

　シャラが、言った。

　「なにか、ご存知ですの、お爺さん」

　「──その幻影は止とどまることなく、その実体は動くことなし。わしがまだ若かったころ、やはり、塔を探している旅の人から聞いた噂です」

　「じゃあ、やっぱり、うろついてるのかしら？」

　「塔がうろつく筈はねえ」

　コロナが、やけにきっぱりと断定した。

　「きっと、蜃気楼のことを言ってるんだ」

　「そうかも知れません。この村でも、時々、遠い山や町の蜃気楼が見えることがありますから」

　「問題は、実体の方ね」

　「ここから、さらに西へ行った砂漠に、干あがった塩の湖があるそうです。私に話をしてくれた旅人は、そこへ行くと言っていました」

　「塩の湖？」

　「そいつは、その後どうなったんだ？」

　「さあ……」

　老人は、首をかしげた。

　それが充分答えになっていた。

　「まあ、これで、とりあえず行ってみる場所が一つは出来たわけだし……」

　「ガルちゃんのアイデアも、まんざらでもなかったってわけだ」

　〈私もホッとしました〉

　シャラ。スリム。そして、ガルディーン。

　三人は、なごやかにうなずき合っている。

　その時、コロナは、老人が妙に緊張した顔つきで、ガルディーンを見つめていることに気づいた。

　「？」

　「あの機械ですけど……」

　老人は、囁くような声で、言った。

　「中に誰かが乗っているのでしょうか？」

　「ちがーよ。あいつが勝手に喋ってるんだ。そーゆーやつなんだよ」

　「やはり……」

　老人は、顔をこわばらせた。

　「まあ、最初は誰でもびっくりするけど、なれればどうってこたーねえ。ちょっと耳障りだけどな」

　コロナが、気楽な口調で、説明した。

　しかし、老人は驚いて立ちすくんでいたわけではなかったのだ。

　それは、ガルディーンを見上げる老人の目の色を見れば、わかった。

　そこにあるのは、決して驚愕ではない。

　むしろ、おびえに近い表情だった。

　コロナは、けげんそうな顔で、訊ねた。

　「あいつが、どうかしたのか？」

　「い、いや。別に……」

　老人は、急に体をぶるっと震わせた。

　そして、口の中で『じゃ、わしはこれで』とか何とか呟いて、二、三歩あちらへ行きかけ、立ち止まった。

　ふり返った顔つきは、真剣そのものだった。

　老人は、コロナに、言った。

　「気をつけなされ」

　「なんだって？」

　「塔タワーを探すつもりなら、あれを連れて行ってはなりません。必ず災いを呼ぶでしょう」

　「どういう意味だ？」

　「あれは……」

　と、老人は、言った。

　「忌まわしき者です」







　　次回予告







　伝説の〈失われし塔〉を求めて旅立った三人と一基。

　その行手に待ち受けているものは、果してギャグかシリアスかっ?!

　老人の不吉な予言を背中にしょって、コロナたちは、未踏の荒野に足を踏み入れる。

　時に神聖歴[image: 218]年。四月一日。

　壮大なる珍道中物語の、これが始まりであった。




　次回。

　『そのうちなんとかなるだろう』

　どうぞ、お楽しみに。
















第三話　そのうちなんとかなるだろう







　大だい山さん賊ぞく







　ＧＡ……!!

　金属的な排はい気きノイズが鼓こ膜まくを打つ。

　中空となっているパンタグリュエルの飛行甲かん板ぱんに、また一機、異様な形態をした高機動ユニットが、着ちやつ艦かんした。

　侵しん攻こう突とつ撃げき機き──ポイゾン。

　全体をガンメタル・ブラックで塗と装そうされた、凶々まがまがしいシルエットだ。

　一撃ヒツト・離脱アンド・戦法ウエイを専門とし、兵へい装そうは、三砲ほう身しんの巨きよ大だいなガトリング型バスター・キャノンを二門、前面に装そう備びしている。

　乗員は、パイロットとレーダー迎げい撃げき士官の二名。

　砲身にエンジンを付けただけのようにも見えるこのポイゾンは、通常の機動ユニットとは異なり、地上での格かく闘とう戦せんを全く無視して設計されているため、着艦も、昔むかしながらのアレスティング・ワイヤーを使用する。

　デッキ・オフィサーの誘ゆう導どうを受け、甲板上を格納エレベーターに向けて、のろくさと移動する姿は、お世辞にもスマートとは言いがたい。

　しかし、ひとたび大空が戦場となれば、話は別だ。

　大出力に物を言わせたスピードと、前面に集中させた圧あつ倒とう的てきな火力が、敵の前衛を一気に粉ふん砕さいする。

　空中戦では、まず無敵と言ってもかまわないだろう。

　かつては、ヴァルマー帝てい国こく軍ぐん制空部隊の、主力戦せん闘とう機きでもあった。

　クフィールが開発される前の話だ。




　「あんなものしかなかったのか」

　アルタミラが、ぶつくさと呟つぶやいた。

　パンタグリュエル艦かん橋きようのシチュエーション・ルームである。

　トロイの姿はなく、アルタミラの傍かたわらにひかえているのは、下士官の制服を着けた、小太りの中年男だ。

　おそろしく姿勢がいい。

　生意気に、鼻の下にヒゲなんかたくわえている。

　「あれでも、ブラック・マーケットの中では、程度のいい方です」

　と、男は、言った。

[image: ]

　言い訳がましい口調ではない。

　事実を事実として述べているだけだ。

　それは、アルタミラにも、よくわかっていた。

　直属の兵士たちの中では、一番の古株で、アルタミラも信しん頼らいしている男だ。

　アルタミラは、ため息まじりの声で、言った。

　「ファレス軍ぐん曹そう」

　「はい」

　「贅ぜい沢たくを言うわけじゃないが、中古品なら、せめてラリアントぐらいのものは、なかったのか」

　「軍の管理がまだ厳しいので、ブラック・マーケットには、流れていないそうです。少なくとも、カルバラクラブのブラック・マーケットでは見かけませんでした。しかし……」

　ファレスは、にやりと笑った。

　「隊長が、その気なら、新品のクフィールを手に入れる方法はありますぜ？」

　まるで、何か愉ゆ快かいないたずらを思いついた、ガキ大将みたいな口調だった。

　アルタミラは、ファレスの顔を見た。

　温厚そうな顔をしてはいるが、このファレスという男、白兵戦をやらせたら右に出る者はいない。

　アルタミラは、言った。

　「なにを考えている」

　「たいしたこっちゃないですけどね、クフィールだろうとラリアントだろうと、本国には、くさるほど置いてありますから……」

　「キリーと一戦交えるのか？」

　──とんでもねーやつ。

　アルタミラは、あきれたような顔をしてみせた。

　しかし、本心から反対している声でもない。

　「下手へたをすりゃ、そうなるかも知れませんがね」

　ファレスは、肩かたをすくめた。

　そうなったって、ちっとも構わないという口くち振ぶりだった。

　「ただ、本国は今、南方で小競合をやってるでしょう？」

　「ああ。南のズールだな」

　「そこへ送る派は遣けん軍ぐんの中から、何機かちょろまかして来ようって話です」

　「小隊のどれかを狙ねらうのか？」

　「そうですね」

　「だが、パンダグリュエルを動かすわけにはいかんぞ」

　「わかってます。何人か部下を貸して下さい。私が行って来ましょう」

　「うーむ」

　よさそうな考えに思えた。

　一回の出しゆつ撃げきごとに、燃料タンクのシールをやり直さなくてはいけないような、中古のポイゾンより、少々時間はかかっても、最さい新しん鋭えい機きの方が心強い。

　コロナ討とう伐ばつ隊たいの現在の勢力は、トロイの乗機クフィール・改と、たまたま艦かん内ないで修理中だった通常型クフィールが一機。そして、ファレスが手に入れて来た中古のポイゾンが六機。

　それだけだ。

　もちろん、コロナ一人を相手にするのなら、それでも十分すぎる筈はずなのだが、アルタミラにはアルタミラなりの考え方というものがあった。

　カルバラクラブで集めた情報を総合すると、コロナには妙みような機動兵器がくっついているらしい。

　あの情報部きっての切れ者──ベリアルが返り討ちにあったという噂うわさもある。

　陰かげで、キリーが何やらたくらんでいることは、アルタミラも先刻承知の上だ。

　辺境へ足を踏ふみ入れれば、何が起こるかわからない。冗じよう談だんでなく、本国の部隊と一戦構えることになるかもしれないのだ。

　そうなった時のことを考えても、戦力は大きい方が安全である。

　そして、なによりも、アルタミラは、生まれつき、威い風ふう堂々どうどうの行軍ってやつが、大好きなのだ。

　「いいだろう」

　と、アルタミラは、言った。

　「軍ぐん曹そう。おまえにまかせる」

　「待つようだったら、先へ行ってて下さい。すぐに追いつきますから」

　ファレスは、自信たっぷりに、うなずいてみせた。

　アルタミラは、操船士官をふり返って、言った。

　「本日の着ちやつ艦かん訓練は、これで終える。全軍、カルバラクラブへ引き返せ」

　「了りよう解かい」

　パンタグリュエルが、ゆっくりと針路を変え始める。




　宿舎に着いたのは、夕方近かった。

　建物はカルバラクラブの市長官かん邸ていを、使っている。アルタミラが凄すごんで供出させたものだ。

　アルタミラは、ファレスとの細かい打ち合わせをすませた後、トロイの部へ屋やを訪ねた。

　「王子。只ただ今いま、戻もどりました」

　「ああ。アルタミラ」

　トロイが、助けを求めるような声を出した。

　「ちょうどいいところへ帰ってきてくれたよ。──この変なおじさんが……」

　「変なおじさん？」

　アルタミラは、トロイの視線の方向に目を動かした。

　豪ごう勢せいな造りの市長執しつ務む室しつ。

　その一方の壁かべに、男が一人、背中で寄りかかっていた。

　帽ぼう子しの陰かげになって、顔つきははっきりしない。

　ほこりまみれのボロマント。

　何より目を引くのは、ライフル先せん端たんでぶらぶらしている酒さか瓶びんの存在だ。

　男は、帽子のつばを、左手の親おや指ゆびで、ぐいと持ちあげて、言った。

　「よお、お嬢じようちゃん」

　にやりと笑った。

　白い歯が光った。

　アルタミラは、いきなりむかついた。

　──この私を、お嬢ちゃんだって？

　アルタミラは、ぶっ殺しかねない目つきで、男を睨にらみつけた。

　「貴き様さまっ」

　と、わめいた。

　「誰だれにことわって、ここに入って来たっ」

　「おれは呼ばれたから来てやったんだぜ、お嬢ちゃん？」

　「その〝お嬢ちゃん〟というセリフを、もう一回でも口にしてごらん。──首を引きちぎってやるから」

　アルタミラは、息まいた。

　男は、別にこわがる風もなく、器用に肩かたをすくめながら、言った。

　「あんたみたいな美人に引きちぎられるんなら、長年使ったこの首だ、惜おしかーねーけど、気にさわったんなら謝るよ」

　「ふ、ふざけたことを……」

　アルタミラは、なんとなく、どぎまぎした。

　初対面の相手に、真顔で『美人』なんて言われたのは、生まれて初めてのことだった。

　アルタミラの場合、その美び貌ぼうよりも先に、性格の過か激げきさの方が、ひとの目を引いてしまうとゆー損な役回りなのである。

　アルタミラは、ひとつ呼吸いきを整えて、言った。

　「呼ばれて来たとか言ったな？」

　「そうだ」

　「呼んだ覚えはない」

　「腕うで利ききを集めてるって聞いたぜ？」

　男は、ライフルを、ちょいと持ちあげてみせた。

　「コロナ・フレイヤーを捕つかまえたいんだろ？──おれは、組織ってやつは好きじゃねーんだが、あのお姫ひいさんにゃ、少しばかり貸しがあるんでね。話によっちゃ、協力してやってもいいと思って、こうやって、わざわざ出向いて来たってわけだ」

　「大きな口をたたくじゃないか」

　「日当は、百ってとこで手を打とう。プラス、酒が一本。──出血大サービスだ。ただし、賞金の方は、負からねーぜ」

　「貴き様さま……、賞金稼かせぎか？」

　待ってました。

　男は、お得意のポーズを作って、こう言った。

　「ブラスターキッド・レーベンブロイ。──キッドって呼んでくれ」
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　悲鳴が聞こえたような気がした。

　不意に足を止めたコロナの顔を、スリムが横からのぞき込みながら、言った。

　「どうしたー？」

　緊きん張ちよう感かんのかけらもない、のんびりした口調である。

　コロナは、スリムを無視して、シャラをふり返った。

　シャラが無言でうなずいた。

　二人は、それが聞こえて来た方向を、注意深く見つめた。

　アルゲニブの村を出て一週間。

　塩の湖めざして、ひたすら西に向かうコロナたち一行は、けわしい山道にさしかかっていた。

　道の両側には、奇き怪かいな形をした岩山が迫せまり、ひねこびた植物が、へばりつくように生えている。

　〈熱源、四体接近中〉

　ガルディーンが、報告した。

　〈どうやら、人間のようです〉

　コロナたちの目にも、すぐに悲鳴の正体が見えてきた。

　追われているのは、十七、八の娘むすめだ。

　追いかけているのは、あまり性質のよくなさそーな顔つきをした、ゴロツキ三人組。

　道中物の始まりにふさわしく、実に、わかりやすい状シチユエ況ーシヨンである。

　コロナが、無言で前へ出た。

　そこへ、体全体でぶつかるように、娘が飛びこんできた。

　「お、お助け下さい。悪い奴やつらに追われております」

　可愛かわいい顔をしているくせに、言うことが妙みように古めかしい娘だった。

　「もーお大だい丈じよう夫ぶだよ、お嬢さん。──さ。そこにいると危ないから、もっとこっちにおいで」

　スリムが、さっそく助すけ平べい根性を発揮して、娘をかたわらに引き寄せた。

　自分から闘たたかおうって気は、さらさらないと見える。

　──昔むかしっから、こーゆーやつだ。

　シャラが、苦々しげに、スリムを見つめた。

　男たちが追いついてきた。

　「なんだなんだ、てめーらっ!!」

　「邪じや魔ましやがると、ぶっ殺すぞ」

　「おとなしく、その娘をこっちに渡わたしやがれ」

　頭の悪そーなセリフを、得意になってわめき立てる。

　一人が、シャラに目をつけた。

　「おい。そこの。──おめーもだ」

　「こいつは、思わぬ拾いものだぜ。お頭かしらも、きっと大喜びだ」

　「これが本当の、一挙両得ってやつよ」

　「さすが、兄あに貴きはインテリだねー。言うことに学がある」

　「なーに。おーかー食わねー、たった越えち前ぜん」

　三人は、大口を開けて、ゲラゲラ笑った。

　聞いてるだけで、むかついて来るような、下げ卑びた笑い声だ。

　コロナが、言った。

　「失せろ」

　「なんだと、この野や郎ろう」

　兄貴と呼ばれていた男が、しゃしゃり出てきて、わめいた。

　無ぶ細さい工くな恰かつ好こうをした拳けん銃じゆうを、コロナの鼻先にちらつかせながら、

　「おうっ。こいつが目に入らねーのか？」

　「おまえたちこそ、これが目に入らないのか？」

　コロナは、右手のひとさし指を、上に向けてみせた。

　「？」

　男は、けげんな表情で、そちらを見あげた。

　目の前、十センチほどの距きよ離りに、二つ並ならんだ砲ほう口こうがあった。

　ガルディーンの連装重じゆう突とつ撃げき砲ほうだ。

　右肩かたのコネクタから伸のびた長大な砲ほう身しんが、コロナの頭上を通りこして、男に狙ねらいをつけていたのである。

　男の顎あごが、かくんと音をたてて垂れ下がった。

　〈言われた通りにした方が、いいと思いますよ？〉

　ガルディーンが、優しく言ってきかせた。

　男たちは、おとなしく言いつけに従うことに決めたようだった。

　しかし、

　「おっ、おぼえてやがれ～～」

　と、お決まりの捨てゼリフを残していくことだけは、しっかり忘れなかった。

　「ありがとうございます」

　娘むすめは、深々と頭を下げた。

　顔を上げると、どきっとするような美少女である。

　娘むすめの名はタイスと言い、この近くの村に住む者だと名乗った。山菜だかキノコだかを採りに来ていて、さっきの連中に目をつけられたらしい。

　「危ないところをお助けいただき、ほんとに何と言ってお礼をしたらいいか……」

　「いやー、礼なんてそんな……」

　スリムが、軽けい薄はくな笑い声を立てた。

　タイスは聞いていないようだった。

　彼女の瞳ひとみは、コロナにのみ向けられていた。

　スリムはもちろん、シャラも、巨きよ体たいのガルディーンすら、視野には入っていないらしい。

　「山の夜は早うございます。何のお構いもできませんが、ぜひぜひ今宵こよいは、私の家にお泊とまり下さい」

　「そうか」

　と、コロナは、馬ば鹿かにあっさりうなずいた。

　目の前の、この美少女が、ポッと頰ほおを染めてうつむく様子を、けげんそうな顔つきで見ているだけのコロナであった。




　村は、ひどくさびれていた。

　それも、山里の寒村にありがちな、さびれ方ではない。

　村の外周に築かれた石囲い。あるいは、建物の規模や大きさから見ると、かつては、相当に大きな宿場町だった筈はずだ。

　それが、今は、見るかげもなく荒あれ果てている。

　石囲いにも、ところどころ破れができ、建物のいくつかは、吹ふき飛ばされたみたいに崩くずれ落ちていた。

　「あれは、弾たまの痕あとだぜ……」

　壁かべに残っている弾だん痕こんを見つけて、スリムが声をひそめた。

　シャラが、うなずいて、言った。

　「いったい、何があったんだろう……？」

　「ツーバンぢゃっ!!」

　化け物じみたじーさんの顔が、いきなりドＵＰになって、わめいた。

　「ツーバンの手て下したどもが、この村を、このような姿にしおったのぢゃっ!!」

　胸にまで達する、見事な白ヒゲのじーさんだ。そのかわり、頭には一本も毛がない。

　額に浮うかんだ血管が、今にもブチ切れそうだった。

　スリムが、呟いた。

　「このじーさん、どっから湧わいて来たんだろう？」

　じーさんは、その疑問に応こたえるつもりはないらしい。

　あっけにとられているコロナたちの前で、身ぶり手ぶり、声色まで使って喋しやべり続けた。

　「かつて、この村は峠とうげ越ごえをする旅の衆の宿場として、非常に栄えておった。村の中央には、旅籠はたごが三十軒けんも立ち並ならび、客引きの女たちが『あーら、そこのイカした旅人さん。寄ってらっしゃいよぉ♡』とかなんとか言って、そりゃあもう、えらいにぎわいぢゃった」

　ふぉっふぉっふぉっ。

　じーさまは、気色の悪い笑い声を洩もらした。

　見ている方は、もっと気色が悪かった。

　「それが、半年ほど前から、北の鉱山跡あとに、ツーバンの奴やつが、手下どもと一いつ緒しよに住みついて以来、客足もとだえ、村はさびれる一方ぢゃ。──あの外げ道どうどもは、旅人からさんざん金をまきあげ、それでも足らぬと見ると、今度は村を襲おそって、女たちを根こそぎ連れ去った!!　実に、けしからん」

　ひとりで、プリプリ怒おこっている。

　タイスが、言った。

　「私の、お爺じいちゃんです」

　「ようこそ、ドアルスウッドへ。わしが、村長むらおさのマツラと言うものですぢゃ」

　じーさんは、唐とう突とつに商売人の顔になって、コロナたちに会え釈しやくしてみせた。

　「いやー、孫の危ないところを、お助けいただいたそうで、感謝の言葉も見つかりませんわい。──まあ、こんなところで立ち話も何ですから、どうぞ家へいらして下さい。今夜は、半年ぶりの客人じゃ。ひとつ、ぱあっと派手に行きましょう」

　踊おどるような足取りで、先に立って歩き始めたマツラを見て、コロナが呟つぶやいた。

　「変わった爺じいさんだ」

　「すみません」

　タイスが、少し苦しげな顔をしてみせた。

　「村が、こんなになって以来、祖父はやけになってるみたいなんです。──村に残る人も、今は、すっかり少なくなって……」

　広い屋や敷しきだったが、内部は荒あれたまま放置されていた。




　白しら壁かべに残る弾だん痕こんが、生々しい。

　タイスたちが寝ね起おきしている居間だけは、それでも、手入れが行き届いていた。

　「きゃつら、何もかも持っていきおって……」

　じーさんは、ぶつくさ呟きながら、床ゆか板いたを持ちあげ、その下から、酒さか瓶びんを取り出した。

　隠かくしておいたものらしい。

　「とっておきの酒じゃ」

　にんまりと笑った。

　そして、どんちゃん騒さわぎが始まった。

　シャラもスリムも、こーゆー雰ふん囲い気きには馴なれている。

　生まれついての宴えん会かい人間なのだ。

　「カラオケはないのか」

　スリムが、酔よった勢いで叫さけんだ。

　「もちろん、あるとも!!」

　マツラが、真っ赤な顔をして、言った。

　「ただし、今はツーバンのところじゃ」

　「よーし。おれが行って、かけ合って来よう」

　スリムは、ふらふらと立ちあがりかけて、後ろに倒たおれた。

　いびきが聞こえ始めた。

　「なんだー、だらしないぞー、スリムー」

　シャラが、少しろれつの回らない声で、言った。

　「まだ宵よいの口じゃないかー。──ほら、起きろっ」

　空の酒さか瓶びんでぶん殴なぐった。

　ゴンという鈍にぶい音がした。

　スリムは起きなかった。

　少し力を入れすぎたようだった。

　「しょーがないなー」

　シャラは、舌打ちして、ひびの入った酒瓶をほうり出した。

　「んーだけど、これ、ずいぶん強いお酒だねー。なんて言うの？」

　「この村の（ヒック）、特産品でな……ケラという芋いもを蒸じよう溜りゆうしてこしらえるんじゃ」

　「ヘーっ」

　シャラは、馬ば鹿かに感心してみせた。

　すっかり出来上っていた。

　「よーし。踊おどっちゃおうかなー」

　テーブルに、よじ登る。

　マツラが、笑いながら拍はく手しゆを送った。

　一方、コロナは、酒が飲めない。

　もっぱら食べる専門である。

　タイスが、かいがいしく給仕をした。

　腹がふくれると眠ねむくなった。

　宴えん会かいの方は、まだまだ続きそうだ。

　「あちらで、お寝やすみになっては、いかがですか」

　タイスが、気をきかせて言った。

　屋や敷しきの奥おくまった場所に、ちゃんと寝しん室しつが用意されていた。大急ぎで、掃除したものらしい。

　寝室の窓からは、広い庭が見み渡わたせた。

　庭のすみっこに、何か巨きよ大だいな物体が、うずくまっている。

　ガルディーンだ。

　宴会の仲間に入れてもらえなかったので、まだいじけているのだ。

　居間の方から、マツラとシャラの笑い声が、聞こえてきた。

　「おやすみなさい」

　寝室を出て行く時、タイスが、熱っぽい目をしてみせたが、もちろんコロナがそれに気づく筈はずはなかった。
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　どれほどの時間が経ったのだろう？

　人の気配で、コロナはふと目をさました。

　とっさに、枕まくら元もとの剣けんに手が伸のびる。

　うす青い闇やみをすかして、人ひと影かげが見えた。

　「だれだっ」

　コロナは、剣を抜ぬき放って、鋭するどく誰すい何かした。

　人影が、ゆっくりと動いた。

　窓から差しこむ月あかりの中に、タイスが現れた。

　白い薄うす物もの一枚の姿である。

　「ど、どうした」

　コロナは、なんとなく、ベッドの上で後退った。

　「なにかあったのか？」

　「…………」

　タイスは、応こたえない。

　つつつとそばに寄ってきて、コロナの横に腰こしをおろした。

　瞳ひとみが、あやしげな光をたたえていた。

　──どっか、おかしいんじゃないのか、こいつは。

　と、コロナは思った。

　タイスが、ささやくような声で言った。

　「コロナ様……」

　コロナは、なぜか、妙みような寒気のようなものを感じた。

　にじりっ。

　タイスが、体をくっつけてくる。

　びっくりするくらい、華きや奢しやで柔やわらかい体だった。

　「コロナ様……」

　熱い息づかいが、コロナの耳のあたりを、微び妙みようにくすぐった。

　「私……、あなた様を、ひと目見た時から……」

　ポッ。

　タイスは、頰ほおを赤らめた。

　コロナは、半口を開けた。

　タイスの行動は、さらに大だい胆たんになった。

　コロナの沈ちん黙もくを、承しよう諾だくのしるしと勘かん違ちがいしたものらしい。

　白い両の腕うでを、コロナの首へ巻きつけて、顔を近づけてきた。

　「ああ……、コロナ様……」

　ふっくらとした紅あかい唇くちびるから、せつなげなため息がもれる。

　そっと閉じられた睫まつげの先せん端たんが、かすかにふるえていた。

　思わず期待が盛もりあがる、その瞬しゆん間かん。

　コロナの金かな縛しばりが、不意にとけた。

　「わっ!!」

　と、ひと声。

　コロナは、一挙動でベッドから飛び降りると、音速を越こえるスピードで寝しん室しつの隅すみまで走って行き、壁かべに背中をぴたっとくっつけて、タイスをふり返った。

　肩かたで息をしながら、

　「ちょ、ちょっと待て」

　「私が、お嫌きらいですか？……」

　タイスの声は、ひどく哀かなしげだった。

　「い、いや。そーゆーわけじゃないんだが……」

　と、コロナは、口ごもった。

　こんな場合、何と言ったらいいのか、コロナには、よく分からなかった。

　問答無用で、ぶん殴なぐれる相手ならば、もっと気が楽だったろうが、触さわっただけで壊こわれてしまいそうな美少女だ。

　コロナは、進退きわまった。

　タイスが、ゆっくりと近寄ってきた。

　コロナは、左右をきょろきょろと見回した。

　どこにも逃にげ場はなさそうだった。

　タイスは、かすみのかかったような目を、ひたとコロナにすえて、言った。

　「コロナ様……」

　「な、なんだ」

　「今日、助けていただかなければ、ツーバンに奪うばわれていたものを、あなた様に差しあげます……」

　「おいおいおい」

　「コロナ様……」

　タイスは、胸元で蝶ちよう結むすびにした寝ね間ま着きの紐ひもに、手をかけた。

　「ま、待て。早まるな……っ!!」

　と、コロナは叫さけんだ。

　遅おそかった。

　かすかな衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。

　月明かりをバックに、一糸まとわぬタイスの裸ら身しんが浮うかびあがった。

　まだ幼なさの残る胸のふくらみが、美しく息づいている。

　コロナは、ちょっとまぶしそうな目をしながら、

　「か、勘かん違ちがいするんじゃねえ。お、おれはなー、こー見えても……」

　女なんだぞ。

　と言いかけたその口を、いきなりタイスの唇くちびるがふさいだ。

　（むむむむ……）

　コロナは、目を白黒させた。

　我知らず、頰ほおに血の気が昇ってくる。

　「ばっ、馬ば鹿か野や郎ろう～～っっ!!」

　タイスの体を、無理矢理ひっぺがすと、コロナは、戦せん闘とう服ふくの前を思いきりよく開いて見せた。

　「よっく見やがれっ。──おれは女だっ!!」

　「…………」

　タイスは、猫ねこだましを喰くった猫みたいな顔をして、コロナの、意外とある胸を見つめた。

　そして、言った。

　「私は気にしませんわ」

　うふ♡

　タイスは、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

　コロナは、悲鳴をあげた。

　「たーすけてくれ～～っっ」

　その時。

　どん!!

　地の底から突つき上げてくるような衝しよう撃げきが、二人の足元をさらった。

　しこたま床ゆかに叩たたきつけられる。

　その上に、ガラスの破片だの天てん井じよう板いただのが、山ほど降りそそぐ。

　窓の外からは、真昼のような光が、カッと差し込んできた。

　「な、なんだあ……っ?!」

　コロナは、ガラクタを払はらいのけると、窓辺にかけ寄った。
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　屋や敷しきの土ど塀べいが崩くずれ落ち、ライトを煌々こうこうと照らした機動ユニットが十数体、ずらりと砲ほう列れつをしいていて、村長の屋敷を取り囲んでいた。

　見たこともないような形をした機動ユニットだ。

　「ヴァルマーの物もんじゃねーな……」

　コロナが呟つぶやく。

　耳元で、タイスが囁ささやいた。

　「あれは、ツーバンの機動兵器です。──ガンメイカーと呼ばれる密造屋から、手に入れて来るんです」

　「そ、そうか……」

　コロナは、落ち着かない素そ振ぶりで、うなずいた。

　やたらくっつきたがるタイスから、苦労して体を離はなしながら、

　「近ごろの山さん賊ぞくは、あんな物まで使うのか」

　「元は、鉱山で使ってた工作機械らしいんですけど、ツーバンが、それを改造させて……」

　「どこ触さわってんだよ、てめー」

　「おねーさまのお肌……、とてもすべすべしてらっしゃるのね」

　──おねーさま？

　コロナは、背中がぞわぞわっとした。

　「てめー。今、どんな立場にいるのか、わかってんのか？」

　「おねーさまと一いつ緒しよなら、ツーバンなど恐こわくはありませんものォ」

　「そのおねーさまっての、やめろ」

　「あら、どーしてぇ」

　「あのなー」

　『やいやいやいっ!!』

　突とつ然ぜん、外の機動ユニットが、わめき始めた。

　中央に立つ、ひときわ巨きよ大だいなユニットのハッチが開いていて、コクピットにでんと座ったヒゲ面の大男が、マイクを握にぎっているのが見えた。

　ラウド・スピーカーから、ひび割れた声が、

　『マツラ!!　おれだ!!　ツーバン様だ。──昼間は、うちの子分が、てめーんとこの客にずいぶん世話ンなったそうだな。礼を言いに来てやったぜ。面つらァ出しやがれ。──それとも、腰こしが抜けて動けねーのか』

　ツーバンの乗機の両りよう肩かたに搭とう載さいされた、六ろく連れん装そうのミサイル・ポッドが火を吹ふき、屋や敷しきのまわりの土地が湧わき立った。

　「きゃあ」

　なんてーことを言って、タイスがコロナにしがみつく。

　「離はなせ。こら」

　「一人にしちゃ、いやっ」

　「おちゃらけたこと言ってんじゃねえ。──敵がそこまで来てんだ!!」

　コロナは、タイスの手をふりほどくと、寝しん室しつを飛び出し、居間に戻もどった。

　落っこちてきたガラクタに、半分埋うまりながら、シャラたちがヘラヘラ笑っていた。

　「なんでこんなに頭が痛いんだろう？」

　寝ね呆ぼけ眼まなこのスリムが、後頭部に手をあてて、首をひねっている。

　シャラが、のんびりした声で、訊たずねた。

　「どしたのー。なんの騒さわぎー？」

　「しゃきっとしろ!!　ツーバンの襲しゆう撃げきだっ!!」

　「なに、ツーバン？」

　マツラ爺じいさんが、目をくわっと見開き、よろよろと立ちあがった。

　「タイス!!　鎧よろいを出せ。──わしが退治してくれる!!」

　とたんに、地面が大きく波打った。

　爺さんは、ひっくり返った。

　必死になって、手足をじたばた動かす。

　起きあがろうとしているのでなければ、背泳ぎの練習をしているのかもしれなかった。

　コロナは、ため息をついた。

　屋や敷しきの外で、また何か物が壊こわされる音がした。

　スピーカーで増ぞう幅ふくされた笑い声も聞こえてくる。

　──あの野や郎ろうども。

　血相変えて、表に飛び出そうとしたコロナの足首を、誰だれかが後ろから不意につかんだ。

　シャラだった。

　コロナは、顔面で床ゆかを強打した。

　文字通り、『びった～～ん』という感じである。

　「～～～～」

　片手で鼻のあたりをおさえながら、コロナが、ゆっくりと体を起こす。

　肩かたのあたりに力りきみが入っていた。

　シャラが、ろれつのまわらない声で、言った。

　「ちょおっと待ちなさいよお」

　にこにこ笑っている。

　「あのなー……」

　コロナは、ぶっ殺しそうな目つきで、シャラの屈くつ託たくのない笑顔を睨にらみつけた。

　「てめーは、ひとを呼び止めるのに、いちいち足を引っぱるのか!!」

　「だからー、ちょっと待ちなさいって、言ったじゃない」

　「そーゆーことは、手を出す前に言え。手を出す前に!!」

　「言ったって聞かないくせに」

　コロナを止めるには、実力行使しかない。酔よっぱらっていても、そのへんのことは、実によく心得ているシャラであった。

　コロナが、不ふ機き嫌げんな声で言った。

　「なんだよ」

　「なんだよって、何がなんだよ」

　「なんか用があって、おれを呼び止めたんだろっっ!!」

　「あーそーか」

　シャラは、お気楽にあははと笑った。

　そして、言った。

　「どこ行くの？」

　「…………」

　雷らい鳴めいが似合いそうな沈ちん黙もくだった。

　さもなきゃ、刑けい場じように轟とどろく銃じゆう声せいとか……。

　コロナは、辛しん抱ぼう強づよく訊たずねた。

　「シャラ？」

　「なに？」

　「冗じよう談だんを言ってるのか？」

　「大マジよー」

　「そうか」

　コロナは、うなずいた。

　さりげなく剣けんの切先を、シャラの喉のど元もとにつきつけながら、

　「つまり、殺されたいんだな」

　と、言った。

　シャラは、気にする様子も見せずに、言った。

　「やーねー。そんなんじゃないわよ。馬ば鹿かねえ」

　「馬鹿とは何だ、馬鹿とは」

　「そうよ、そうよ。おねーさまを、馬鹿呼ばわりするなんて、許せないわ」

　それまで、コロナとシャラの漫まん才ざいじみたやりとりを、おもしろくなさそうな顔つきで見つめていたタイスが、ここぞとばかりに、横からしゃしゃり出てきて言った。

　コロナの首っ玉にかじりつきながら、

　「おねーさまは、あの凶きよう暴ぼうなツーバンに、たった一人で立ち向かわれようとしておられるのよ」

　一いつ瞬しゆん、間をおいて、ぬけめなくつけ加えた。

　「──あたしのために」

　シャラは、ぼんやりとタイスを見た。

　それから、コロナに視線を移して、言った。

　「どうかしちゃったの？　この娘こ」

　コロナは、うんざりしたような顔をしてみせただけで、何も答えなかった。

　ごろにゃん。

　タイスは、コロナにじゃれつきながら、喉のどを鳴ならしている。

　シャラは、肩かたをすくめて、言った。

　「まー、とにかく、表にはガルちゃんもいることだし、あんたが出てくこともないんじゃない？」

　「ガルディーン？」

　コロナは、思い出したくもないって表情で、ふと首をかしげた。

　「そう言えば、あの間ま抜ぬけなガラクタは、何をしてやがるんだろう？」




　　　　＊




　「へー。ガルディーンさんと、おっしゃるんで？」

　〈ガルちゃんと呼んで下さい〉

　「いやいや。滅めつ相そうもない」

　その男は、あわてて両手をふり回した。

　かたわらの弟分二人をふり返って、『なあ？』と同意を求める。

　どこかで見たような男たちだ。

　山路で、タイスにからんでいた、例の三人組なのである。

　『おれが、派手にぶっ放して、奴やつらの注意をそらしておく。その間に、おまえたち、その若造が持ってた機動兵器を、かっぱらって来い。──そいつさえ抑おさえちまえば、もうこっちのもんよ』

　ツーバンに命じられるまま、のこのこやって来た三人組だったが、どこでどう間ま違ちがえたのか、すっかりガルディーンと意気投合している様子だ。

　砲ほう撃げきが続いている間も、すみっこのほうで車座になって、それぞれうんこ座りをしながら、妙みようにしんみりした口調で、

　「あっしらもねー、最初はなっからこんな稼か業ぎようやってたわけじゃねーんですよ……」

　〈なるほど〉

　「元はと言えば、あっしもこいつらも、真面目まじめに畑を耕して、地道に暮くらしてた、明るい農村青年だったんでさァ」

　「ダイコンつくってました」

　「ニンジンつくってました」

　「ちなみに、あっしはジャガイモつくってやした」

　三人は、まるで自己紹しよう介かいでもするみたいに、順ぐりにペコッと頭を下げた。

　「あっしらだけじゃねえ、他の奴やつらも、みんな似たりよったりの境遇ですよ」

　〈それが、どうして山さん賊ぞくなんかに？〉

　「戦争でさァ」

　男──名はジェドと言った──は、吐はき捨てるみたいに、言った。

　「村も、畑も、みーんな焼き払はらわれちまいましたよ。──それも味方の軍にね」

　〈味方に？〉

　ジェドは説明した。

　彼らは、数年前まで北方に存在していた、バルカンという小さな国の領民だったそうだ。

　そこへ攻めて来たのが、例のジョージ〈無む謀ぼう王おう〉だ。

　たまったものではない。

　防ぼう御ぎよ線せんは一いつ瞬しゆんの内に崩ほう壊かいし、敗走に敗走を続けるバルカン軍は、敵の食しよく糧りよう拠きよ点てんとなりそうな村々を全すべて焼き払はらって、城じよう砦さいに立てこもった。

　籠ろう城じようは三日と保たなかった。

　ありとあらゆる略りやく奪だつが行われた。

　ヴァルマーの大軍が去った後に残されたものは、荒あれ果てた大地と、廃はい墟きよを前に茫ぼう然ぜんと立ちつくす人々……。

　「あとは、まあ、お定まりの成り行きってやつでしてね」

　ジェドは、自じ嘲ちよう気ぎ味みに、肩かたをすくめてみせた。

　〈なるほど。──聞いてみれば、気の毒な……〉

　ガルディーンは、生意気に腕うで組ぐみなんぞしながら、何度もうなずいた。

　〈じゃあ、国を失って、ここで山さん賊ぞくをやるようになるまでには、さぞや大変なご苦労があったんでしょうねえ〉

　「そうおっしゃって下さるのは、旦だん那なひとりだけでさァ」

　ジェドは、鼻水をすすりあげた。

　「こんな御ご時じ世せいですからね、難民を受け入れてくれるほど余よ裕ゆうのある村は、どこにもありゃあしやせん。あちらこちらと流れ歩く内に、一人減り二人倒たおれ……」

　あとは言葉にならなかったりする。

　思わずガルディーンも、目頭を熱くしながら、

　〈いやー。泣かせる話だなァ〉

　その時である。

　ガルディーンの後頭部に、誰だれかが強きよう烈れつな飛び蹴げりをくらわせた。

　「なにをのん気に話し込んでるんだ。おまえはっっ!!」

　〈？〉

　ガルディーンは、片手で後頭部をおさえながら、ふり返った。

　コロナがいた。

　銃じゆう撃げきの下を一人でかいくぐって来たらしく、全身砂ぼこりと硝しよう煙えんにまみれている。

　ガルディーンが、言った。

　〈痛いじゃないですか〉

　「とぼけたこと言ってんじゃねえっ!!」

　と、コロナが、わめいた。

　「戦せん闘とうの真っ最中に、敵の身の上話を聞いて、もらい泣きする機動兵器が、どこの世界にいるんだっっ!!」

　あまりの見幕に恐おそれをなして、例の三人組はガルディーンの脚あしの陰かげで、小さくなっている。

　ガルディーンは、言い訳がましい口調で、言った。

　〈彼らも、実は、気の毒な人たちなんですよ。戦争で家を失くして……〉

　「ほーお」

　と、コロナ。

　「じゃあ、あやうく殺されそうになった、おれたちは、気の毒じゃねえってのか？」

　〈本気で狙ねらって撃うってるわけじゃないですよ。あいさつに来たって言ってたじゃないですか〉

　「おまえ、どっちの味方なんだ!!」

　〈どうでしょう、コロナさん〉

　と、ガルディーンは、言った。

　〈ここはひとつ、お互たがいに話し合いで解決するってのが、いいと思うんですが〉

　「おまえなー、自分で何を喋しやべってるのか、わかってるのか？」

　〈決して悪い人たちじゃありません。話せばわかります。──無益な殺せつ生しようは、さけるべきですよ、コロナさん〉

　「ご立派なこった」

　コロナは、げんなりしたような表情で、低く呟つぶやいた。

　「平和主義者の機動兵器か……」

　「あ、あのォ……」

　ジェドが、おずおずと声をかけた。

　コロナは、瞳ひとみだけを動かして、そちらを見た。

　無言である。

　右手にぶら下げた抜ぬき身みの大刀が、剣けん吞のんな光を放っている。

　ジェドは、首すじのあたりがむずむずした。

　引きつった愛想笑いを浮うかべながら、ジェドは、こう言った。

　「あっしが、ツーバンの兄あに貴きに掛かけ合って参りやしょうか？」







　大だい改かい心しん







　ツーバンという男。

　山さん賊ぞくの頭目にふさわしく、凶きよう暴ぼうそうな面つら構がまえの大男であった。

　黒い剛ごう毛もうが顔中を覆おおい、唇くちびるの端はしからは片一方の犬歯の先がのぞいている。

　ヒグマそこのけの体格の持ち主で、肩かた幅はばはやけに広かったが、そのかわり、頭の方は薄うすかった。

　もじゃもじゃの黒い髪かみの毛の中で、そこだけ丸く光っている頭とう頂ちよう部ぶが、まるで大きな一つ目のように、コロナを見つめ返している。

　地面に両手をつき、深々と下げていた頭を上げて、ツーバンは言った。

　「知らぬこととは言いながら、フレイヤーの姫ひめ君ぎみに銃じゆう口こうを向けた御ご無ぶ礼れい……、平に、平にお許し下せえやし」

　「ああ、うん……」

　コロナは、ぼんやりと、うなずいた。

　ふと気づいて、右手の大刀を、あわてて鞘さやに戻もどした。

　コロナの前には、ツーバンを中心に、三十名ばかりの山賊たちが、ずらりと並ならび、それぞれ、かしこまって座っている。

　コロナは、妙みように落ち着かなかった。

　照れくさいというより、なんとなく、納得がいかないのである。

　「おまえ、おれを知ってるのか？」

　「へえ。お噂うわさは、かねがね」

　「噂？」

　「こんな田舎いなかでも、あの〈無む謀ぼう王おう〉ヴァルマーの野や郎ろうを、たった一人で乗り込んでって、ぶち殺しなすった姫様のご活かつ躍やくは、風の便りで、あっしらの耳にも届いておりやした」

　と、ツーバンは、言った。

　その横に控ひかえていたジェドも、身を乗り出してきて、大きくうなずいた。

　「いや、もう、そん時の騒さわぎときたら。──なにしろ、あっしら全員、ヴァルマーには多かれ少なかれ、ひどい目に会わされてる者ばかりですからね。胸がスーッと……」

　「なるほど……」

　「そんなわけでやすから、そちらの旦だん那なから、あなた様が、フレイヤーの姫ひめ様さまだとうかがった時は、こりゃあ、とんでもねえことをしちまったと、冷や汗あせが出ちまいましたよ」

　ジェドは、申し訳なさそうに、首すじをかいてみせた。

　「まあ、最初、旦那が口をきいた時にゃ、心底びっくりしやしたがね。話してみると、こんな立派なお方はねえと……」

　「ふーん」

　コロナは、かたわらに立つガルディーンをちらりと見上げた。

　どんなもんです。

　ガルディーンは、全身で、そう主張しまくっていた。

　ツーバンが、四角く座り直し、やけに改まった口調で、言った。

　「コロナ様」

　「？」

　「聞くところによりますと、フレイヤー家を再興し、ヴァルマー帝てい国こくをぶっ倒たおすために、こうして旅を続けておられるとか。──どうでございましょう。あっしらは、見ての通り、しがねえ山さん賊ぞくでございますが、お供の列の端はしにでも加えていただけるというわけには、参りやせんでしょうか？」

　「え？」

　コロナは、目をパチパチさせた。

　きょとんとしている。

　一方、ツーバンの顔つきは、真しん剣けんそのものである。

　「あっしらのような者が、おそば近くにおりましては、ご家名の汚けがれとなるかも知れませぬが……」

　「いや、そんなことは、ないけどさ……」

　「では、お聞き届け下さいますか？」

　ツーバンは、目を輝かがやかせた。

　「お願いしやす」

　と、ジェドが頭を下げた。

　「お願いしやす!!」

　「お願いしやす!!」

　他の山さん賊ぞくたちも、それにならう。

　頰ほおにキズのある男も、弾だん帯たいを肩かたから斜ななめにかけている荒あらくれも、まるで何かをねだる子供のような熱っぽさで、口々に懇こん願がんの言葉をくり返した。

　「あっしからも、この通りです」

　ツーバンが、再び平へい伏ふくしながら、言った。

　「どうか、あっしらの頭目おかしらになって下せえやし!!」

　あきれる急展開について行けず、ただ茫ぼう然ぜんとつっ立っているコロナの肩かたを、誰だれかがポンと叩たたいた。

　「ああ言ってんだから、なってあげたら？」

　シャラである。

　目元のあたりに、まだ少し赤味は残っているものの、意外としっかりした口調だ。

　「シャラ。おまえ、いつの間に……」

　「やーね。なにぼーっとしてるのよ」

　シャラは、軽く笑って言った。

　「それよりさ、ほら、強そうな家来が、一度にこんなに出来たんじゃない。少しは、喜んだら？」

　〈国の礎いしずえは人ですからねー〉

　「ほら。ガルちゃんも、あー言ってるじゃない。──みんな、あんたの言葉を待ってんのよ？」

　「あ、ああ……」

　コロナは、山賊たちに向き直った。

　全員、生真面目きまじめな顔をして、コロナを凝ぎよう視ししている。

　初はつ舞ぶ台たいに立つ新人歌手みたいな気分がした。

　「え、あー……」

　コロナは、ひとつ咳せき払ばらいした。

　──やりにくいな、どうも。

　頭をかいてると、シャラが脇わき腹ばらを肘ひじでつっついた。早くしろという意味だろう。

　コロナは、言った。

　「まあ、いいだろう」

　次の瞬しゆん間かん──

　山さん賊ぞくたちの喊かん声せいが、明け染める山やま肌はだを震ふるわせて、四方に響ひびき渡わたった。

　「もう少しは、気のきいたセリフが吐はけないもんかな」

　シャラが、小声で感想を呟つぶやいた。

　ともあれ、フレイヤー家が崩ほう壊かいして以来、コロナにとっては最初の家臣たちが、こうして誕たん生じようしたわけである。（いささか、むさくるしくはあったが）。




　翌日から、ツーバンたちは、ここドアルスウッドの村の再建に、積極的に協力した。

　彼らの機動兵器は、もともと土木機械である。それに兵へい装そうをほどこしただけのものだ。整地や建築には、もってこいであった。

　昨日の敵は、今日の友。

　嬉き々として働く山賊たちを、村長のマツラは、半ば茫ぼう然ぜんと見つめていた。

　「コロナ殿どのから話を聞いた時は、とても信じられませんでしたが……」

　「おれだって、そうだ」

　と、コロナも、うなずいた。

　山さん賊ぞくたちの間で、色々と指示しているシャラの姿が、遠くに見えた。ガルディーンも、土木機械に混じって、石運びを手伝っている筈はずだ。

　山賊の頭とう目もくとして、いや、新フレイヤー家の当主として、コロナが最初に命じたのが、この村の再建であった。

　「頭目おかしら」

　ツーバンが、巨きよ体たいを左右に揺ゆさぶりながら、どすどすと走ってきた。

　マツラが、あわててコロナの背中に隠かくれる。

　フレイヤー家の家臣となったとはいえ、迫はく力りよくのある面つら構がまえが、一朝にして変わるものではない。マツラが内心不安を感じるのも無理からぬ話である。

　ツーバンは、コロナの前に片かた膝ひざをつくと、うやうやしく報告した。

　「地ならしは、あらかた終わりやした」

　「そうか」

　「で、どうしやしょう？」

　「どうって、何が？」

　「城でさァ。どこにぶっ建てましょう？」

　「城だって？」

　コロナは、思わず素すつ頓とん狂きような声を張りあげた。

　どうも話が早すぎるような気がした。

　そのことを言うと、ツーバンは、きっぱりと否定してみせた。

　「ちっとも早すぎることはありやせんぜ、頭目おかしら。──ヴァルマーに恨うらみを抱いだく人間の数をお考えンなって下せえ。ここに城を築き、頭目おかしらがフレイヤーの旗はたをかかげられたと知ったら、そこら中から志願兵が集まって来ること受けあいでさァ」

　「うーん……」

　たしかに、ツーバンの言うことにも一理ある。

　コロナは、その可能性について、考えてみざるを得なかった。

　仮に、旗揚げをして、人が集まって来たとしても、武器や食しよく糧りようはどうする？

　『そんなもなー、どうにでもなりまさァ。──なんなら、カルバラクラブあたりの金持ちを締しめあげて……』

　ツーバンなら、そう答えるだろう。

　だが……？

　コロナは迷った。

　タイスの声が聞こえてきたのは、その時だ。

　「おねーさまァ」

　タイスは、大きなヤカンを両手でぶら下げて、にこにこ笑いながら、こちらに走って来る。

　その後ろに、どうやら弁当らしい大荷物を抱かかえたスリムが、よたよたしながら、尾ついていた。

　コロナは、あわててツーバンに言った。

　「そのことは、考えておく。──まずは、村を元通りにすることだ。いいな？」

　「はあ。しかし……」

　ツーバンが口ごもりながら、ふと顔をあげると、すでにコロナの姿は、そこになかった。

　ふうふう言いながらヤカンを運んで来たタイスが、けげんそうな顔であたりを見回して、訊たずねた。

　「あら、おねーさまは？　さっきまで、ここにいらっしてたと思ったのにィ……」

　「頭目おかしらは何かと忙いそがしいんでさァ」

　ツーバンは、タイスの手からヤカンをひょいと取りあげた。

　それから、手て下したたちの方へ歩き出しながら、大声で言った。

　「おーい。野や郎ろうども。──昼メシだ!!」




　その夜。

　コロナは、ひとりで考えた。

　マツラの屋や敷しきには、残っていた村人たちが集まり、山さん賊ぞくたちを交えて、『親しん睦ぼくを深める会』が開かれている。要するに宴えん会かいだ。

　タイスに見つかるとうるさいので、こっそりと抜ぬけ出して来たのだ。

　村外れの草くさ原はらに寝ねころがって、コロナは、月なんぞをぼんやりと見つめていた。

　足音が聞こえた。

　「なにしてんの、こんなとこで」

　「シャラか……」

　コロナは、ふり返りもせずに、そう言った。

　シャラは、コロナの横に腰こしをおろし、同じように月を見あげた。

　しばらく、そうしていた。

　やがて、シャラが口を開いた。

　「迷ってんでしょ」

　「…………」

　「あるかどうかも判わからない〈失われロスト・し塔タワー〉を探して荒こう野やを旅するよりは、ここで兵器を集める方が楽だもんね」

　「…………」

　「いいんじゃない？　あんな顔してても、みんな、気はいい連中ばかりだし、村だって、このぶんだと、すぐ元通りになるだろうし、──スリムなんか、ここがすっかり気に入ってるみたいだし……」

　「おまえは、どうなんだ、シャラ」

　「さあね」

　シャラは、肩かたをすくめた。

　「なんか実感わかないのよね。──今まで、一箇所にじっとしてたことって、あんまりないし……」

　「うん……」

　コロナは、沈ちん黙もくした。

　一国の王となることが、どういうことなのか。コロナは考えていた。

　自分一人のことなら、どんな危険でも、気にかけるコロナではない。しかし、家臣や領民を持つとなると、また話は別だ。

　自分に、他人ひとの生命を背負うだけの心構えができているだろうか？

　自問するコロナであった。

　今は亡き、ガイ〈すちゃらか王〉の姿が思い出された。

　そして、偶ぐう然ぜん出で逢あったトロイ〈軟なん弱じやく王おう〉……。

　コロナは、頭が痛かった。

　その時、さらに頭の痛い声が耳に入った。

　「おねーさまっ」

　猫ねこじゃらしに飛びつく仔こ猫ねこみたいに、タイスがじゃれついて来た。

　「ねえ、こんなところで何してらしたのォ？」

　ごろごろごろ。

　うれしそうに喉のどを鳴らす。

　コロナは、なんとなくこれで決心がついたような気がした。
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　一方そのころ。

　カルバラクラブに駐ちゆう留りゆうする『コロナ討とう伐ばつ隊たい』の一行は、あわただしく出しゆつ撃げきの準備に追われていた。

　市長舎に設もうけた臨時の執しつ務む室しつで、アルタミラが、矢つぎばやに指示を飛ばしている。

　そこへ寝ね呆ぼけ顔でトロイがやって来た。パジャマ姿である。

　「アルタミラ……？」

　「王子。お目覚めでございますか」

　「うるさくって寝てらんないよ」

　トロイは、両りよう腕うでを上げながら、大あくびをした。

　「それは、どうも」

　と、アルタミラは一礼して、言った。

　「しかし、夜明けを待って出撃いたしますから、そろそろお召めし替かえを……」

　「出撃？　また着ちやつ艦かん訓練かい？」

　トロイは、げんなりした顔で、訊たずねた。

　ここのところ、朝から晩まで、場合によっては夜間にまでおよぶ着艦訓練や、クフィール・改による模も擬ぎ空中戦で、アルタミラにさんざしごきまくられているトロイであった。

　アルタミラは、厳げん粛しゆくな面持ちで、言った。

　「これは訓練ではありません」

　「？」

　「コロナたちが、アルゲニブという村に立ち寄ったことが、つい先ほど確認されたのです」

　「へーえ」

　トロイは、別に感動した様子もない。

　「張り合いのねえ、お坊ぼつちゃんだぜ」

　「レーベンブロイ!!」

　アルタミラが、声の方向をとっさにふり返った。

　「勝手に、この部屋へやに入るなと、言っておいた筈はずだぞ」

　「そうだったっけ？」

　開きっぱなしのドアを、二度ノックして、ブラスターキッド・レーベンブロイが、にやりと笑った。

　「ちったあ感謝してほしいもんだな。その情報を持って来たのは、おれなんだから」

　「貴き様さまには、そのための金を、十分渡わたしてある筈はずだ」

　と、アルタミラは、にべもない。

　レーベンブロイを前にすると、つい口調が喧けん嘩か腰ごしになってしまうアルタミラであった。

　レーベンブロイは、軽く肩かたをすくめてみせた。

　「やれやれ。ちったあ、ねぎらいの言葉があってもよさそうなもんだけどねー」

　ぶつくさ言いながら、レーベンブロイは、アルタミラの横を通って、奥おくのキャビネットに歩み寄り、そこから酒さか瓶びんを一本取り出した。それから、豪ごう奢しやな革張りのソファに腰かけ、泥どろまみれのブーツをテーブルにのせて、ラッパ飲みを始めた。

　「貴き様さまっ!!　王子の御前で、なんたる不敬な……っっ!!」

　「すまねえな。忙いそがしくて、礼儀作法ってやつを習ってる暇ひまがなかったんだ」

　アルタミラは、口を引き結び、殺人光線みたいな目つきで、レーベンブロイを睨にらみつけた。

　レーベンブロイは、妙みように人好きのする笑みを浮うかべて、アルタミラに片目をつむってみせた。

　アルタミラは、顔を真っ赤にしながら、腰こしの剣けんを引っこぬいて、わめいた。

　「殺す!!」

　「まあまあ。──色男の前だからって、そんなに恥はずかしがるこたーねえ。気楽にしてくれ」

　「だれが恥ずかしがっておるかっ」

　「へえ？　そいつは、がっかりだな」

　レーベンブロイは、酒をひと口あおって、トロイの方に向き直った。

　「どうだい、一いつ杯ぱい」

　「いえ。ぼくは……」

　「男なら、酒くらい飲めなきゃいけねーぜ？──酒と煙草たばことコーヒーは、男にとっちゃ、生きてくのに必要な空気みてえなもんだ」

　「はあ……」

　「王子に、つまらない事を吹ふきこむのは、やめてもらおう。王子の教育係は、この私なのだ」

　「そいつは大変だ」

　「どういう意味だ、貴き様さま」

　「話を変えよう」

　レーベンブロイが唐とう突とつに言った。

　「コロナは、探し物をしてるらしい。アルゲニブの古老ストリートで、なんかしきりに〈タワー〉のことを訊たずねてたそうだ」

　──どうも、この男と喋しやべってると、相手のペースにばかり巻きこまれてしまう。

　中っ腹で、そんなことを考えながら、アルタミラは、訊きき返した。

　「タワー……？」

　「おれも、よくは知らねえんだが、聞いた話じゃ、フレイヤー家の隠かくし財産か何からしいんだな」

　「軍資金か」

　「古代兵器って噂うわさもある」

　「兵器？──あの、ガルディーンとか言う機動兵器みたいな……？」

　「さあ、どうかな。──もっとすげえもんかも知れねえし……」

　「…………」

　アルタミラは、沈ちん黙もくした。

　トロイが、言った。

　「その〈タワー〉って、どこにあるんだろう？」

　レーベンブロイは、両手を広げて、掌てのひらを上に向けた。

　そして、何事か考え込んでいるアルタミラに、声をかけた。

　「出撃は夜明けかい？」

　「そうだ」

　「暁あかつきの出しゆつ撃げきか……。気をつけた方がいいな」

　「なんだと？」

　「アルゲニブで、おれより前に、コロナたちのことを、やけにしつこく聞いていた連中がいたそうだよ。──それと、もう一つ。村から五キロばかし離はなれたくぼ地に、機動兵器が着陸した痕あとが……」

　「あったのか？」

　「うまく偽ぎ装そうしてたけどな。おれ様の目はごまかせねえ」

　レーベンブロイは、人差し指を左右に振ふってみせた。

　──ベリアルか。

　アルタミラの瞳ひとみに、殺気に近い光が宿った。

　執しつ務む机づくえの上の受話器を取りあげて、言った。

　「パンタグリュエルを。──アルタミラだ。発進準備急げ。ポイゾンによる偵てい察さつ任務を怠おこたるな。クフィール、ないしラリアントの機シル影エツトに注意しろ」

　『ファレス軍ぐん曹そうが、戻もどって来られるのですか、隊長』

　当直士官の声に、喜色があふれた。

　隊員たちは皆みな、ファレスの帰りを待っていた。アルタミラにしても、それは同じだ。しかし、本国の補給部隊をだまくらかしに出かけたファレスからは、まだ何の連れん絡らくもない。

　「残念ながら、ちがう」

　『しかし、隊長。この空域には、我々の他には、どの部隊も展開していない筈はずですが？』

　「表向きはな。その通りだ」

　『なるほど』

　「友軍機には特に注意するよう、各パイロットに伝えろ。万一、発見した場合には……」

　『連絡をとりますか？』

　「いや」

　アルタミラは、言った。

　「撃げき墜ついしろ」




　　　　＊




　「どうしても、行きなさるんで？」

　ツーバンが、悲痛な声で叫さけんだ。

　村の再建も、あらかた終った、その次の日の朝のことである。

　コロナは、マツラの屋や敷しきに彼ひとりを呼んで、事情を説明した。シャラとスリムもいた。

　「時機を待つんだ」

　と、コロナは言った。

　「今、ここで旗はた揚あげしても、いい結果は得られないだろう。この村に、長く留まれば留まるほど、村人やお前たちを、危険に巻き込む可能性が大きくなるだけだ」

　「め、滅めつ相そうもねえ!!　危険だなんて、そんなことを気にする野や郎ろうは、一人もいやしません。帝てい国こく軍ぐんが攻せめて来たら、目にもの見せてやりやさァ」

　ツーバンは、胸を叩たたいてみせた。

　しかし、コロナは考えを変えなかった。

　コロナは、一度、目の前で自分の国が滅ほろびる様を見ているのだ。父王のガイだけではなく、多くの家臣たちが死んで行った。二度と、あんな光景は見たくなかった。

　「じゃあ、せめて、あっしらも一いつ緒しよに……」

　「だめだ。大勢で移動すれば目立ちすぎる」

　「しかし、頭目おかしら……」

　「赤あか城ぎの山も今宵こよいが限り」

　コロナは、剣けんを抜ぬき放つと、刀身をきっと見つめて、妙みような節をつけながら、言った。

　「可愛かわいい子分の手前たちとも、別れ別れになる門出だ」

　「頭目おかしらっ!!」

　ちょーん。

　思わず、どこかから拍ひよう子し木ぎの音なんかが、聞こえて来そうな雰ふん囲い気きであった。

　ツーバンは、うつむいて、肩かたを震ふるわせている。（笑っているわけじゃないよ）。

　握にぎりしめている拳こぶしの上に、ポタリ涙なみだが一しずく。

　「わかりやした」

　ツーバンは、拳の甲こうでぐいと目のあたりをぬぐい、顔をあげると、きっぱり言った。

　「あっしらは、ここで留守を守ってやしょう。──フレイヤー家にふさわしい城を建て、手て下したの数もうんと増やしておきやす。安心して、行ってらして下せえ」

　「よし」

　コロナは、ひとつうなずくと、ツーバンの肩かたに剣けんの先を軽くのせて、おごそかに言った。

　「汝なんじを騎士ナイトに任ずる。──あとは、まかせたぞ、ツーバン」

　「お、頭目おかしらっ!!」

　その時。

　ドアの外で聞き耳を立てていたらしい、ツーバンの手て下したたちが、どどっと折り重なるようにして、コロナの部へ屋やに入ってきた。

　どの顔にも、涙なみだが光っていた。

　「頭目。どうぞ、ご無事で……」

　ジェドが、声をつまらせた。

　かわって、別の山さん賊ぞくが、

　「あっしら、いつまでも待ってやす」

　「その〈タワー〉とやらを見つけて、早く帰って来て下せえ」

　「旅先は、水が変わりやす。お体に気をつけて……」

　「この先の砂さ漠ばくにゃ、おれたちとちがって、タチのよくねー連中が、うじゃうじゃいやがるんで」

　「どうか、お気をつけなすって」

　「頭目おかしら。こいつは、とっておきの干し肉です。どうか、持ってらして下せえ」

　「羊の皮で作った水みず袋ぶくろです」

　「カンヅメです」

　「ラーメンです」

　コロナの足元には、またたく間に、食しよく糧りようや旅の必需品が山となった。

　「ガルディーンの旦だん那なにも、こいつを……」

　予備の機関砲ほう弾だんを、かつぎこんで来る二人連れもいた。

　「旅先で、退たい屈くつなすったら、こいつを聞いて下せえ」

　マイクロ・ディスクを、シャラの手に押おしつける者もいた。

　タイトルを見ると、トニー谷『さいざんすマンボ』とあった。

　わけのわからない世界であった。

　シャラは、しかし、喜んで受け取った。

　「スリムの兄貴……」

　「あー？」

　それまで、ぼーっとつっ立っていたスリムが、ふり返った。

　思わず逃げ出したくなるような顔つきの山さん賊ぞくが、大きな箱を差し出している。

　「な、なん……？」

　「へえ。交易商人から、かっぱらって来たんですが、あっしにゃ似合わねーんで」

　山賊は、恥はずかしそうに頭をかいた。

　開けてみると、洒落しやれた造りのスーツが出てきた。

　「サイズは合うと思うんですが……」

　「あ、ありがとう」

　スリムは、ぎこちなく礼を言った。

　渋しぶい色合いの、ニコルっぽいスーツを見おろしながら、スリムはぼんやりと考えた。

　──こいつを受け取った以上、やっぱり、旅に出ないといかんのだろうなー。

　できれば、この村で『スリムの兄貴』と呼ばれながら、のんびり余生をすごしたいものだと思っていたスリム〈口先き男〉ブラウンなのであった。

　「おねーさまっ!!」

　騒さわぎを聞きつけて、タイスもやって来た。

　その後ろには、マツラをはじめ、大勢の村人たちの顔も見えた。

　タイスは、コロナにすがりついて、約十七分間、熱心にかきくどいた。↓

　「

　　　（てきとうにセリフを入れて下さい）


」



　「タイス。コロナさんを、あんまり困らせるものじゃない」

　「おじーさま～～」

　タイスは、マツラの肩かたにとりすがって大声で泣なき出した。

　よしよしという風に、その背中をなでてやりながら、マツラはコロナに言った。

　「お探しの物が見つかるよう、陰かげながらお祈いのりしておりますぞ」

　「ありがとう」

　コロナは、にこりと笑った。

　いい笑顔だった。

　最後に、ツーバンが再びコロナの前に跪ひざまずいた。

　両手に、一振ふりの大刀を捧ささげ持っている。

　「頭目おかしら……」

　「ツーバンの兄あに貴き。──騎士ナイトが頭目おかしらってのは、おかしいですぜ」

　山さん賊ぞくたちの間から、笑い声が巻き起こった。

　「うるせえ。叩たたっ殺すぞ!!」

　ツーバンは、顔を真っ赤にして、吠ほえた。

　「ツーバン……」

　「すいません、頭目おかしら……。いや、コロナ姫ひめ」

　「頭目おかしらでいいよ」

　コロナは、苦笑まじりに、言った。

　言葉遣づかいについては、決して他人ひとのことは言えないコロナであった。

　ツーバンが、改めて言った。

　「先ほど、ちらっと拝見いたしやしたが、頭目おかしらの剣けんは、ずいぶん刃はこぼれがあるようです。──どうぞ、こいつを使って下せえ。ずいぶん昔むかしの物らしいんですが、切れ味の方は、あっしが保証しやす」

　コロナは、その刀を受け取って、鞘さやをはらった。

　そりの深い、片刃の大刀で、見つめていると吸い込まれそうな、凄すご味みのある美しさを持っていた。いずれ名のある刀工の手になる業物にちがいなかった。

　その場に居合わせた全員が、『ほう』というため息をついたほどである。

　──あれは、伝説のムラマサ・ブレード!!

　史上最強と言われる名刀の素す性じように気がついていたのは、ひとりシャラだけであった。

　コロナが言った。

　「ありがたく、もらっておく」

　「お役に立つといいですが……」

　ツーバンは、がりがりと頭をかいた。

　凛りんとした美少女──コロナ〈筋きん肉にく娘むすめ〉フレイヤー。そして、灰グリ色熊ズリーよりは少し人相のいい山さん賊ぞくの元頭目とうもくツーバン。

　ほとんど場ちがいとも言える、ほのぼのとした雰ふん囲い気きだ。

　しかし、いつまでも名残りを惜おしんではいられない。

　山賊たちが持ち寄った食しよく糧りようだの何だのを、これまた手て下したの一人が、どこからか持ってきた野戦用の四輪サバンナ駆動車・ラツト（驚いたことにヴァルマー軍のものだった）に積み込んで、旅立ちの用意は整った。

　皆みなが村の入口まで、見送りに来た。

　「ど～かご無事で」

　「早く帰って来て下せえよ」

　「待ってますぜ、頭目おかしら」

　おとなしい恰かつ好こうの村人たちに混じって、見るからにぶっそうなスタイルの山賊たちも、口々にそう言いながら、手を振ふった。

　男泣きに泣いている山賊もいた。

　タイスも、目に涙なみだをいっぱいためて、コロナを見つめている。

　「ガルディーンの旦だん那な、──頭目おかしらを頼たのみましたぜ」

　〈まかせて下さい〉

　ガルディーンは、そう言って、手を振り返した。

　コロナも、スリムも手を振った。

　『蛍ほたるの光』が似合いそうな、心あたたまる光景であった。

　「行くわよ」

　シャラが、アクセルを踏ふみ込んだ。

　サバンナ・ラットがゆっくりと動き始める。

　コロナは、一度ふり返った。

　マツラの肩かたに顔を埋うめていたタイスが、突とつ然ぜん、走り出した。

　そして、こけた。

　ドアルスウッドの村が、みるみる小さくなり、見えなくなった。

　しばらくは、三人とも無言であった。

　やがて、スリムが言った。

　「帰りが楽しみだな」

　「そうね。──どんな村になってるかしら」

　「村より、あのタイスちゃんがさー」

　「あんた、やっぱり残った方が、よかったんじゃない──ねえ？」

　シャラが、笑いながら、コロナに同意を求めた。

　「…………」

　「どうしたの？」

　「いや……」

　コロナは、首をふった。

　ドアルスウッドの村から、遠ざかるに従って、ひとつの不安が、大きく頭を持ちあげて来たのである。

　『おれが帰ってくるまで、おとなしくしてるんだぞ』

　別れ際、ツーバンに固く言い含ふくめておいたコロナだったが……。

　「心配なんでしょ？」

　シャラが、不意に図星をついた。

　「大だい丈じよう夫ぶよ。──殺したって死ぬような奴やつらじゃないわ」

　「それが問題なんだ」

　と、コロナは顔をしかめた。

　「なにしろ、血の気の多い連中ばかりだからなー」




　山やま間あいの道を、どれくらい走っただろうか。

　コロナたちの目の前に、再び長大な地平線が出現した。

　この向うに、塩の湖がある。

　シャラは、一いつ旦たん、サバンナ・ラットを南下させた。

　「なんだ、あれは？」

　コロナの、茫ぼう然ぜんとした呟つぶやきが聞こえた。

　半ば砂に埋うもれた、かつての高速ハイ道路ウエイ──ところどころ路面が崩くずれ落ちている箇か所しよはあったが、巨きよ大だいなコンクリート製の脚きやく柱ちゆうだけは、まるでドミノ倒だおしのコマのように、砂さ漠ばくをまっすぐに横切って、どこまでも続いていた。

　「村長の話じゃ、この遺い跡せきにそって走れば、塩の湖に着くそうよ」

　そう言いながら、シャラはステアリングを左へ切った。

　「おそろしくでっかい、竜りゆうの骨みたいだな……」

　コロナが、感想をのべた。

　かつては、無数の車がその上をゆき来し、この砂さ漠ばくにも緑があふれていたことなど、コロナには、想像もできないことであった。

　「ところどころに、こんなのが残ってるのよ」

　と、シャラが言った。

　「今は、自由フリー交易・トレ商人ーダーが目印に使ってるけど、昔むかしは、これが大陸を網あみの目のように覆おおってたって話……」

　「ふーん」

　と、コロナ。

　感心してると言うより、呆あきれ返ってると言うような顔つきで、延々と続く脚きやく柱ちゆうの列を見つめている。

　スリムが、まぶしそうに上空をふりあおいだ。

　真新しいスーツの内ポケットから、サングラスを取り出しながら、言った。

　「腹へったな」




　同時刻──

　ドアルスウッドの村では、コロナの不安が、いきなり適中していた。







　　次回予告







　私は甦よみがえった。

　言いたいことは、それだけだ。

　コロナ・フレイヤー。

　おまえを斃たおすのは、この私だ。

　次回。『星に願いを』で、必ずお目にかかろう。
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　大復活







　　　『フレイヤー城建設予定地』




　信じられないことだったが、たしかに、その看板には、そう書いてあった。

　大胆不敵と言うべきか。

　はたまた傍ぼう若じやく無ぶ人じんと言うべきか。

　村の裏手にあたる切り立った崖がけの表面に、とんでもない大きさの看板が、ハリウッドのビルボードよろしく、堂々と建っているのである。

　「な、なんという……」

　ベリアルは、思わず言葉を失った。

　辺境とはいえ、このあたりは、まだまだ帝国の勢力下にあるはず。それなのに、この大胆さはどうだ。

　帝国の権勢など、まるっきり無視しているとしか思えない暴挙である。

　「いや……」

　ベリアルの表情が、わずかにゆがんだ。

　あの〈筋きん肉にく娘むすめ〉に関しては、暴挙などという生やさしい言葉は、一切通用しない。過去二回の敗北によって、ベリアルは、そのことを痛いほど学ばされた。

　「おそるべし、コロナ・フレイヤー……」

　と、ベリアルは、呟つぶやいた。

　改めて看板を見上げる。

　『フレイヤー城建設予定地』

　なんという自信。

　なんという矜きよう持じ。

　コロナは、強大なヴァルマー帝国に、そして、この私に、挑ちよう戦せんしているのだ。

　来るなら来てみろと言っているのだ。

　ベリアルは、そう思いこんだ。

　「いいだろう……」

　ベリアルは、薄うすく笑って、足元に落ちていた握りこぶし大の石を拾いあげた。右手を使っていた。

　「その挑ちよう戦せん、たしかに受けたぞ。コロナ・フレイヤー」

　ぴったりした黒くろ革かわの手て袋ぶくろの中で、石がこなごなに砕くだけ散ちった。

　パワー・アシスト・アーム。

　コロナに奪うばわれた右腕のかわりに、Ｊ・Ｒ・トロルキンが取り付けた強力な義手である。超ちよう合ごう金きん製せい。百馬力。筋肉電位の変化をマイクロ・プロセッサが感じとり、ベリアルの意のままに動かすことができる。もちろん、そのパワーを支えるため、肩をはじめとする接合部の内骨格はシリコノイド・スチールによって補強されている。

　さらに、今は眼帯で覆おおわれている左眼も、人工のものに取り替えられている。赤外線を見ることができる他に、そこから万国旗を引っぱり出すこともできるとゆー、すぐれものだ。

　なぜ相変わらず眼帯をかけているかというと、左眼と右眼で、見える光景がちがうため、両眼を開けておくと目まいを起こすからである。

　昼間は自前の右眼を、夜は人工の右眼をというように、ベリアルは使いわけているのである。

　半サイボーグと化したベリアルの生活の知ち恵えであった。

　──今までの私と思ってあなどると、大きな間ま違ちがいをおかすことになるぞ、コロナ・フレイヤー。

　「ふっふっふ……」

　ベリアルは、悪役にありがちな、含ふくみ笑いというものを洩もらした。

　それが、やがて大口開けての哄こう笑しように変わっていく。

　「わは、わは、わははははは」

　「なに笑ってんの？　おじさん？」

　「うわっ」

　ベリアルは、三〇センチばかし飛びあがった。

　「な、なんだ、おまえは」

　「あたし、タイスよ」

　と、その女の子は言った。

　小首をかしげて、くすっと笑った。

　ベリアルおじさんのあわてぶりが、よほど可愛かわいらしかったとみえる。

　ベリアルは、表情をとりつくろって、重々しく訊たずねた。

　「あー、この村の長はどこだ。あそこの看板について、二、三、聞きたいことがある」

　「ああ、あれ？」

　と、タイス。

　軽く肩をすくめながら、言った。

　「見た通りのものよ。──よく出来てるでしょ？　元看板屋をやってた人がいてね、腕をふるったの。夜になると、ネオンがつくの。とてもきれいよ」

　「ネオン？」

　「そう」

　「…………」

　ベリアルは考えた。

　看板だけでも、信じがたいことなのに、その上、ネオンサインとは!!

　「ふっ……」

　と、ベリアルは、笑った。

　──帝てい国こくも、なめられたものだ。

　このままにはしておかんぞ、コロナ・フレイヤー。

　看板を睨にらみつけながら、ハードボイルドを気取っているベリアルを、タイスが、何か珍めずらしい動物でも見るような目つきで、しみじみと見つめている。

　と、そこへ。

　「どうした、タイス。──お客人かの？」

　村長のマツラが、ひょこひょことやって来た。

　後ろに従えているのはツーバンだ。

　棟とう梁りようと書いた印しるし半ばん纏てんを、肩にひっかけている。いなせな江え戸ど前まえの大だい工くスタイルってやつだ。

　ベリアルは、かすかに眉まゆをひそめた。

　その大男の顔に、見覚えがあった。

　たしか、手て配はい書しよのどこかで見た顔だ。

　ツーバンは、なんだこの野郎という目つきで、ベリアルを見おろしている。

　マツラが、のんびりと言った。

　「旅のお方ですかな？」

　「少し聞きたいことがある」

　「はい。なんなりと」

　「コロナ・フレイヤーという者が、この村を通った筈はずだ。──どっちへ行った」

　「はて。コロナ・フレイヤー……と申しますと？」

　「とぼけても無む駄だだ」

　ベリアルは、意味ありげな視線を、ちらと看板の方向に動かしてみせた。

　マツラは、言った。

　「あの看板でございますか？　いや、それが、世にも不思議なことが起こりまして、今朝、目を醒さましてみると、一夜にして、あのようなものが……。私どもも、大いに驚おどろいておるという次第でして。はい」

　「ほら。一夜にして、出来たというのか？」

　「左様さようで」

　と、マツラは、もっともらしい顔をして、うなずいた。

　ベリアルは、口の端はしっこに、冷れい酷こくそうな笑みを浮かべながら、あたりをゆっくりと見回した。

　あちこちの建物の陰かげから、いくつもの視線を感じた。お世辞せじにも好意的とは言えない種類の視線だ。

　ベリアルは、言った。

　「いい村だ」

　「いえいえ。このところの戦乱続きで、とんと不景気でございましてな。村人の数も、ひところよりは、ぐっと少なくなってしまいました」

　「それは残念だな」

　「全くで」

　「しかし、ものは考えようだぞ」

　「は？」

　「村が消えてなくなることを思えば、まだましではないか。ん？」

　「はあ……」

　「そうだろ？」

　顔は笑っていた。

　しかし、ベリアルの言葉の裏に隠かくされた意味は、マツラにも、ツーバンにも、十分に伝わった。

　タイスが、言った。

　「村がなくなっても、あたし平気だもーん」

　ひとりだけ、伝わっていないようだった。

　ベリアルは、最初に、この娘むすめを見た時から、いやな感じがしていた。

　こーゆータイプは、どうも苦手だった。

　ベリアルは、タイスを出来るだけ無視するように、心がけて、言った。

　「コロナ・フレイヤーは、どこだ」

　「それを聞いて、どうしようってんで？」

　ツーバンが言った。

　マツラの肩に手をかけて、ずいと前へ出る。

　ツーバンの顔は、ベリアルから見ると、ほぼ垂すい直ちよくに見あげる位置にあった。

　ベリアルは、むしろ楽しげに笑った。

　右腕の新しん趣しゆ向こうを、誰だれかに試してみたくて、仕し方かたがなかったのである。

　ベリアルは、言った。

　「おまえの知ったことじゃない」

　「なんだと……」

　ツーバンは低く呟つぶやいた。

　次の瞬しゆん間かんには、握にぎり固めた拳こぶしが、うなりをあげて、ベリアルの顔面に飛んでいた。
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　ぐしゃっ、という音がした。

　呻うめき声をあげたのは、ツーバンの方だった。

　ツーバンの右拳は、ベリアルの掌てで軽々と受けとめられていた。

　岩を殴りつけたように感じたろう。

　ベリアルは、薄うす笑わらいを浮うかべながら、ツーバンの拳こぶしに、じんわりと指先をくいこませた。

　骨の砕くだける、いやな音がした。

　喰くいしばった歯のすき間から、ツーバンは、言葉を押おし出した。

　「貴きさま様……」

　燃えるような目をしていた。

　「ツーバンの兄貴っ!!」

　「兄ィ。大だい丈じよう夫ぶですかいっ」

　「この野郎。なにしやがんだっ!!」

　建設業務に励はげんでいた山さん賊ぞくたちが、口々に叫さけびながら、建物の陰からかけ出して来た。

　頭にはねじりハチマキ。手にしているのは、釘くぎ抜ぬきやゲンノウの類たぐいである。

　「たたんじまえっ!!」

　先頭切って走ってくるジェドが、鳶とび口ぐちをふりあげて、叫さけんだ。

　ベリアルは、ちらりと視線を動かした。

　「ふん……」

　鼻で笑った。

　次の瞬しゆん間かん──

　どおん!!

　村の石囲いを蹴け散ちらして、五機のクフィールが姿を現わした。

　「あああ。せっかく、作り直してたのに……」

　マツラの呻うめき声が聞こえた。

　ベリアルが、言った。

　「みな殺ごろしにされたくなかったら、素す直なおに答えることだ。──コロナ・フレイヤーは、どこだ」

　「くそ野郎……」

　「兄ィ!!」

　ジェドが、ベリアルに鳶とび口ぐちをふりおろした。

　ベリアルは、握にぎっていたツーバンの右みぎ拳こぶしを離し、軽くバックステップして、難なくこの攻こう撃げきをかわした。

　「無む駄だなことを」

　笑っていた。

　五機のクフィールが、いっせいに射しや撃げき体勢をとった。

　建物の陰から、ミサイルが飛んで来たのは、その時だ。

　ミサイルは、クフィールの足元付近で、次々に爆ばく発はつした。

　「な、何事だっ」

　ベリアルが、わめいた。

　「さ。今のうちに、早く」

　「兄ィ。しっかりして下せえ!!」

　「マツラ。──村人を避ひ難なんさせろ」

　「冗じよう談だんじゃない。あんたら、ここで……」

　再び爆発。

　「ぐずぐず言ってねーで、走るんだよ!!　味み方かたに殺やられっちまうぜ」

　ジェドが叫さけんだ。

　村の奥おくへと走りながら、マツラが言った。

　「コロナ殿に、くれぐれも軽はずみな真似まねはするなと言われたことを、もう忘れたのか、おまえさんたち」

　「始まっちゃったもんは、しょーがないわよー。おじーちゃん」

　タイスが、言った。

　「そういうことだ」

　と、ツーバン。

　ジェドをふり返って、

　「おれの赤鬼は……？」

　「今、ピアポンたちが、兵へい装そうを元に戻もどしてやす」

　「よし。──野郎どもに伝えろ。できるだけ、村の外へ敵を誘ゆう導どうして戦え。山道に誘さそい込こむんだ。一機も逃がすな」

　「まかせといて下せえ。帝国軍に一ひと泡あわふかせてやりまさあ」

　と、思わず盛もりあがる山さん賊ぞくたち。

　「村が、村が……」

　うわ言みたいに、ぶつぶつ呟つぶやいているマツラの肩を、なぐさめ顔のタイスが、ぽんと叩たたいて言った。

　「そのうち、なんとかなるでしょ。──たぶん」

　あまり、気休めにはなっていないような気がした。

　あちこちの工事現場から、山賊の改造機動ユニットが、集まって来る。作業の邪じや魔まになるので、兵へい装そうを取り外しておいたものが多く、その付け替えで、現場は大おお騒さわぎだ。ほとんど、ミッドウェー海戦のノリであった。

　丸まる腰ごしのまま飛び出して行く機動ユニットもあった。

　当然、クフィールの敵ではない。

　次々と、撃げき破はされ、炎えん上じようする。

　「兄ィ。準備できやしたっ!!」

　「その手で、平気ですかい？」

　「大だい丈じよう夫ぶだ。──おまえたちは退さがってろ」

　ツーバンは、赤鬼のコクピットに座すわり、クラッチを踏んでギアをつないだ。

　ぐももも～～っっ!!

　超ちよう重じゆう量りよう級きゆう陸りく戦せんタイプの赤鬼が、ゆっくりと動き出す。

　それを見たクフィールのパイロットは、いきなり馬ば鹿かにした。

　「なんだ、あの鈍どんくさいメカは……」

　「大笑いだぜ」

　しかし、大口を開けて笑っていられるのも、その時だけだった。

　赤鬼は、元が土木機械だ。

　たしかに機動性は、お世せ辞じにも良いとは言えないが、そのかわりに、耐たい久きゆう性せいと搭とう載さい能力には自信がある。

　最初の一いつ斉せい射しやで、大笑いしていたパイロットたちは、あやうく腰こしを抜ぬかしかけた。

　とんでもない量のロケット弾が、全すべての方向に飛び出して来たのである。

　パイロットたちの目には、赤鬼の装そう甲こう自じ体たいが、爆ばく発はつしたように見えただろう。

　回かい避ひしそこねたクフィールが一機、コントロールを失い、山やま肌はだに激げき突とつした。

　山さん賊ぞくたちの間から、歓かん声せいがわき起こった。

　「なんて奴やつだ……」

　「射しや程てい外がいから狙ねらえ」

　四機のクフィールは、鋭するどく機体をひねって、アウトレンジへ逃れた。

　上空でバンク。

　反転して降下ダイヴ。

　攻こう撃げき体勢。

　そこへ、赤鬼の第二弾が来た。

　近きん接せつ信しん管かんが作さ動どう。

　クフィールの機体は、連続する爆ばく発はつの衝しよう撃げき波はで、大きく揺ゆすぶられた。

　パイロットたちは叫さけんだ。

　「どっしぇ～～っっ!!」

　「なんという弾だん幕まくだ」

　「タイミングをとって、もう一度突つっ込こむぞ」

　「待て。──今、少しよう佐さがマークⅡで出る」




　村を取り囲む木立ちの中から、針しん葉よう樹じゆの巨木をへし折りながら、大型の機動ユニットが現れた。

　陸戦能力を重視して第二種兵へい装そうをほどこした、新型のラリアントである。

　ガルディーンの機動力に対たい抗こうするため、両りよう脚きやくにＧグランド・・エフＥエクトエンジンを備えている。

　今回のミッションには、目的が二つあった。

　一つは、当然、コロナ・フレイヤーの抹まつ殺さつ。そして、もう一つが、ガルディーンの捕ほ獲かくである。

　メルキドから追放された、狂気の科学者Ｊ・Ｒ・トロルキンが、『歌って踊おどって、ベタもぬれる』機動ユニットの存在に、ひどく執しゆう着じやくしたためである。

　『もしも、そのガルディーンとかいう機動ユニットが、私の考えているものと同じ種類のものならば……』

　トロルキンは、例のデスマスクみたいな顔の中で、目だけを異様に光らせながら、言ったもんだ。

　『それを手に入れた者が、世界をも握にぎることになろう』

　『馬ば鹿かな。世界を握るのは、この私でなくてはならん!!』

　キリーは、憤ふん然ぜんとして言った。

　『第一、そのガルディーンとかが、いかに優秀な機動ユニットであろうが、わずか一機で何ができる』

　トロルキンは黙もくして語らなかった。

　そのかわりに、ベリアルに対して、ガルディーンの捕ほ獲かくを命じたのである。

　『完全な形でなくともかまわん。中ちゆう枢すう部分だけでもよい。──この目で、ぜひとも確かめなくてはならん!!』

　口く調ちようは熱っぽかったが、その中に、ベリアルは、かすかな畏おそれの色があることを感じていた。

　──老おいぼれ科学者のたわ言だ。

　ベリアルは、冷静そのものの仮か面めんの下で、ある可能性について、ちらと考えた。

　──それに、レステス卿きようの言うことは、もっともだ。すでに世の大勢は、我が帝てい国こくに傾かたむいている。これをくつがえすことなど、たとえ、あのコロナ・フレイヤーとて、出来る筈はずはない。しかし、万一、その機動ユニットのどこかに、トロルキンをこれほど畏おそれさせる潜せん在ざい能力が、秘められているとしたら……？

　ベリアルは、内心でふと呟つぶやいた。

　『この私が、世界を握にざるのも、おもしろいかもしれん』




　村は、すでにほぼ壊かい滅めつ状じよう態たいにあった。

　ただやみくもに射うちまくる赤鬼の外れ弾が全すべて、村とその周辺の森に落下したためである。

　吹き上がる炎ほのおと黒こく煙えんの中を、赤鬼は、ゆっくりと移動していた。

　マークⅡ・ラリアントのコクピットで、ベリアルは、クフィール隊へのチャンネルを開いて、言った。

　「あの化け物は、おれがやる。──お前たちは、他のザコを片づけろ」

　『了解』

　上空のクフィールが、ただちに反応して、機動した。

　ベリアルは、スロットルを一気に開いた。




　『兄ィ。新あら手てだっ!!』

　性能の悪い無線機から、ピアポンのひび割れた声が聞こえてきた。

　ツーバンは、舌打ちをして、ふり返った。

　炎ほのおの照り返しが、ツーバンの顔を、赤く染める。

　視界の隅すみをマークⅡがかすめた。

　斉せい射しやレバーにかけた左手に、ツーバンは、力を込めた。

　轟ごう然ぜん。

　赤鬼の全砲ほう門もんが火を吹いた。

　地面が激はげしく湧わきあがる。

　爆ばく煙えんの向うに、影が動いた。

　「外したかっ!!」

　ツーバンは、何本も並んだコントロール・レバーのひとつに右手を伸のばした。

　激げき痛つうが走った。

　一いつ瞬しゆん、ターレットの回転が遅おくれた。

　コロナの笑顔が、脳のう裏りにちらりと浮うかんだ。

　マークⅡが、左から回り込む。

　キャタピラの上の赤鬼の上半身も、それを追って左へと回転した。

　ツーバンは、斉せい射しやレバーを引いた。二度、三度。

　わずかに遅おそい。

　マークⅡの後方へ、着ちやく弾だんがそれる。

　と、同時に、マークⅡが発はつ砲ぽう。

　突つきあげるような衝しよう撃げきが、ツーバンの体を、揺ゆさぶった。

　「どこへ行きやがったっ!!」

　『兄ィ。後うしろだっ!!』

　「なにっ」

　視界の外から、マークⅡが、いきなり現れた。

　目の前だ。

　マークⅡの右腕に、レーザー・スウォードが、青白く輝かがやいた。

　ツーバンは、叫さけんだ。

　「ここは通さねえっ!!」




　　　　＊




　「どうしたの？」

　「…………」

　「ねえ。コロナってば」

　「え？」

　コロナは、夢ゆめからさめたような顔をあげて、シャラをぼんやりと見つめた。

　左手にお茶ちや碗わん。

　右手の箸はしは、いわゆる握にぎり箸ばしというやつだ。

　食事の最中だったらしい。口の端はしに、ごはん粒つぶがくっついている。

　「あれ。コロナちゃん、もう食べないの？──じゃあ、これ、いただいちゃおーかな」

　スリムが、横から箸を伸のばす。

　ぴしっと鋭するどい音がした。

　「お行ぎよう儀ぎっ!!」

　「殴なぐることはないじゃないかー」

　スリムは、ぶつくさと文句を言った。

　「だいたい、いい大人おとなに向かって、お行ぎよう儀ぎってこたーないと思うんだよなー」

　「うるさいわね」

　と、シャラは厳きびしくきめつけた。

　コロナに向き直って、言った。

　「どうしたの？　食欲ないの？　牛肉の大和煮やまとにきらい？」

　「わかった!!」

　スリムが、とっぴょうしもない声を張りあげた。

　「コロナちゃん、ひょっとして、あの日なんじゃ……」

　鈍にぶい音がした。

　シャラが、殺気を含ふくんだ静かな声で、言った。

　「お行ぎよう儀ぎ」

　スリムは、みぞおちのあたりを両手でおさえながら、苦しげに日をパクパク動かしている。蹴けりがまともに入ったらしい。

　コロナが、言った。

　「今、誰だれかに呼ばれたような気がしたんだが……」

　もと来た方向をふり返りながら、小首をかしげた。

　〈あのですね〉

　と、ガルディーンが、言った。

　〈何かが近づいて来ますよ〉

　「なんだって？」

　〈機動ユニットのようです。五機。高速で接近中〉

　「あそこだ」

　シャラが、上空を指さした。

　雲ひとつない青空に、メタリックな輝かがやきが五つ、たしかに見えた。

　「タイヤの跡を、尾つけられたのかな……」

　「ガルディーン!!」

　〈へい〉

　「対空戦用意!!　バスター・キャノンで、ぶち落とせっ!!」

　〈あのですね〉

　「なんなんだ、おまえは」

　コロナが、焦立いらだたしげに、わめいた。

　〈いや。──ベリアルとゆー人から、無線が入ってるんですけど〉

　「なに？」

　コロナは、箸はしと茶ちや碗わんをほうり出して、ガルディーンのコクピットに、かけ上った。

　『フレイヤー家の姫ひめ君ぎみか？』

　カルバラクラブで出会った、あの眼がん帯たい男おとこの声だった。

　『こちらには人質がいる。──あんたの大切な部下だ。下へ手たな真似まねはしない方が賢けん明めいだと思うがね』

　「部下……？」

　『しかし、フレイヤー家も落ちたもんだな。山さん賊ぞく風ふ情ぜいを、騎士ナイトに任ずるとは』

　「…………」

　コロナは、唇くちびるをかみしめた。

　ツーバンを始めとする、性格のいい山賊たちの顔が、思い出された。

　「貴き様さま、村をどうした」

　『村？』

　含ふくみ笑いが聞こえた。

　ベリアルは、言った。

　『村は、もうない』

　「貴きっ様さま～～っ!!」

　コロナの頭に、カッと血が昇のぼった。

　コクピットの中で、ピーッという警告音が鳴なり響ひびいた。

　「なんだ？」

　〈ロックオンされたようです。危険なので、ハッチを閉じます〉

　「ちょっと待て。おれたちはどーなるんだ？」

　スリムが顔をのぞかせて、言った。

　〈そこらへんに、穴でも掘ほって隠かくれてて下さい〉

　「おいおい。それはねーだろ。なあ、ガルちゃん。おれたちは親友マブダチじゃねーか。そーゆー、

　薄はく情じようなことを言わねーで……」

　「様子が変よ」

　シャラだった。

　「攻こう撃げきして来ないわ」

　〈一機だけ、着陸するようです〉

　三人は、コクピットから、そろって顔をのぞかせた。

　マークⅡが、すさまじい量の砂すな煙けむりを吹きあげて、着陸した。

　四機のクフィールは、上空掩えん護ごだ。

　マークⅡの左アームがゆっくりと開き、何かぼろくずのような物件が、どさっと砂の上に落ちた。

　「ツーバン!!」

　コロナが飛び出した。

　「ちょっとォ」

　シャラが声をかけた。

　耳に入っていないようだった。

　「あーあー。危ねーなー」

　スリムは、困ったもんだという風に、首をふった。

　ちゃっかり、操そう縦じゆう席せきに座すわり込こんでいる。

　砂に足をとられながら、コロナは走った。

　マークⅡの足元に横たわるツーバンの体は、ぴくりとも動かない。

　「おい!!　ツーバン!!」

　コロナが抱だき起おこすと、かすかに目を開いた。

　「お、頭目おかしら……」

　苦しげに、笑った。

　「すまねえ。──少しでも、頭目おかしらを遠くへ……」

　「口をきかない方がいい」

　「なーに、これしきの傷……」

　ツーバンは、無理に起きあがろうとして、激はげしくセキこんだ。

　唇くちびるの端に、泡あわ状じようの血液が見えた。

　折れた肋ろつ骨こつが、肺につきささっているのだ。

　もちろん、傷はそれだけではないだろう。

　コロナは、厳きびしい表情のまま、言った。

　「動くな。じっとしてろ」

　「頭目おかしら……」

　ツーバンの声は、時を追うごとに、聞きとりにくくなって行く。

　「村の衆は……、ジェドが、隠かくれ家がへ……。あ、安心して……。旅を……」

　「わかった」

　コロナは、何度もうなずいた。

　「わかったから、もう何も言うな」

　「頭目おかしら……」

　血と泥どろにまみれたツーバンの顔に、安らかとも言える微び笑しようが浮かんだ。

　「あっしは……」

　なんと言うつもりだったのだろう？

　わずかな唇の動きは、すでに声になっていなかった。

　そして、ツーバンは、死んだ。

　コロナの腕の中で。

　「ツーバン……」

　「いやはや。実に美うるわしき主従愛ですな」

　頭上から、ベリアルの嘲あざけりが聞こえてきた。

　顔をあげたコロナの目の前に、ベリアルは身軽に飛び降りてきた。

　「とんだ、お涙なみだ頂ちよう載だい物語ってやつだ。感動しましたよ、姫ひめ君ぎみ」

　にやにや笑いながら、言った。

　コロナの瞳ひとみに、涙なみだは見えなかった。

　怒いかり狂くるっていたのである。

　「貴き様さま……」

　ゆらりと立ちあがった。

　コロナの全身から発散する怒りのオーラが、あたりの空気の質さえも変化させているように

　見えた。

　──怒おこれ怒おこれ。

　ベリアルは、コロナとの間ま合あいを測はかりながら、一歩後ろへ退った。

　──怒り狂って、真っすぐにつっこんで来るがいい。その時が、おまえの最期だ。この砂すな虫むし娘むすめめ。

　ベリアルには、今度こそ、勝算があった。

　パワー・アシスト・アームに隠かくされた、もうひとつの能力。

　ロケット・パンチである。

　ついに出るものが出た、とゆー感じであった。

　ベリアルは、鋼鉄製の右腕を、コロナに向け、まっすぐに伸のばした。

　有ゆう効こう射しや程てい、三キロメートル。

　視線誘ゆう導どうによって、百発百中の命中精度を誇ほこり、その威い力りよくは厚さ四〇ミリのセラミック複ふく合ごう装そう甲こうをも貫つらぬくという。

　実にもう、あきれ返って口もきけないくらい、ご立りつ派ぱなシロモノであった。

　ベリアルは、自信たっぷりの口く調ちようで、言った。

　「かかって来なさい」

　「許さねー」

　コロナが、低く呟つぶやいた。

　右足を一歩前に踏ふみ出だした。

　刹せつ那な。

　「死ね!!　コロナ・フレイヤー!!」

　どん!!

　ベリアルの右腕──その肘ひじから先の部分が、コロナめがけて発はつ射しやされた。

　至近距離からのロケット・パンチ。

　かわしようのないこの攻こう撃げきを、コロナは、首をひょいと傾かたむけて、いともあっさりとかわした。

　ロケット・パンチは、空しく飛行を続け、約一・四キロ先の砂さ丘きゆうにめり込んだ。

　表現のしようもない沈ちん黙もくが、砂さ漠ばくを覆おおいつくす。

　コロナは右手の親指で、ムラマサ・ブレードの鯉こい口ぐちを切りながら、冷たく訊たずねた。

　「それで？」




　　　　＊




　さて一方。

　廃はい墟きよと化した、ドアルスウッドの村では、アルタミラが、『フレイヤー城建設予定地』という看板を、力いっぱい踏ふんづけていた。

　「こいつめ、こいつめ」

　「あのー。アルタミラ様……？」

　「こうしてやる!!　こうしてやる!!」

　ぐりぐりぐりぐり。

　踏ふみにじりっ。

　アルタミラは、今までの恨うらみつらみを全すべて、足元の看板に叩たたきつけている。

　伝令の兵士は、しみじみと思った。

　──看板じゃなくて本当によかった。

　兵士は、上官の注意を喚かん起きするべく、ひとつセキ払ばらいをして、言った。

　「あのー、アルタミラ様……？」

　「んー？」

　肩ごしにふり返ったアルタミラの目つきは、少しばかり常じよう軌きを逸いつしているようであった。

　荒い息を吐き出しながら、言った。

　「なんだ。なんか用か？」

　「はあ。あのー、御命令通り、村を調査しましたが、生存者はいない模様でして……」

　「息のあるやつは、一人も残っておらんのか？」

　「と言うか、死体も見つかりません。埋まい葬そうされた可能性は、十分に考えられますが……」

　「村人は、どこへ消えた」

　「さあ……」

　「あの機動ユニットは？」

　アルタミラは、村のあちこちでくすぶっている残ざん骸がいを顎あごの先で示した。

　「メーカーは不明です。──おそらく、密造されたものではないかと」

　「山さん賊ぞくか……」

　「あるいは」

　「ふむ」

　アルタミラは、足元の看板に視線を落とした。

　──コロナめ、ここを拠きよ点てんに、フレイヤー家を再さい興こうするつもりだったのだろうか？　それとも、やつの探さがしている〈タワー〉とかいうシロモノが、この近くにあるとでも……？

　アルタミラは、言った。

　「いずれにしても、この付近を、もう少し詳くわしく調査した方がいいだろうな」

　「はっ。そう伝えます」

　兵士が敬礼をして去る。

　入れ違いに、やって来たのは、〈軟なん弱じやく王おう〉トロイである。

　「ねーねー、アルタミラ」

　「なんでしょう、王子」

　「これ、みんなコロナが、やったのかな？」

　破は壊かいされ尽つくした建物。

　横たわる機動ユニットの残ざん骸がい。

　そういったもの全すべてを、ぐるりと指さしながら、トロイは言った。

　アルタミラは、一いつ瞬しゆん、答えにつまった。

　トロイの口調は、疑問形というより、むしろ、念ねんを押おすためのそれに近かったからだ。

　肯こう定ていすれば、トロイを怖気おじけづかせるだろうし、かと言って、アルタミラ本人にも、きっぱり否ひ定ていするだけの自信はなかった。（正直言って、作者にもその自信はない）

　──やつなら、これくらいのことは、たしかにやりかねない。

　アルタミラは、そう思いこんでいた。

　少なくとも、いきさつはどうあれ、村がひとつ消えてしまったことの裏に、コロナがからんでいることだけは、まちがいないだろう。

　「すごいなー、コロナさんって」

　トロイは、妙みようにほのぼのとした口調で、言った。

　「人間、死んだ気になれば、どんなことだって出来るって、つまり、こういうことなんだねー」

　うんうん。

　ひとりうなずいている。

　少しばかり、解かい釈しやくのしかたにズレがあるようだが、深くは追求しないでおこう。

　アルタミラが、一礼して言った。

　「その意気でございます、王子」




　　　　＊




　同時刻。

　パンタグリュエルの士官室を占せん領りようしているブラスターキッド・レーベンブロイは、酔よっぱらって寝ていた。




　　　　＊




　さらに同時刻。

　アルタームのヴァルマー宮殿では、キリー〈陰いん険けん王おう〉レステスが、新しい小こ話ばなしの練習に余念がなかった。

　「坊主ぼうずが二人で、おしょーがッー」




　「蛇へびから血が出て、ヘＡーびＢーちＣーでＤー」

　──うーん。ひょっとすると、私は小話の天才かもしれぬ。

　満足気にうなずくキリーであった。




　　　　＊




　しつこく同時刻。

　西方の砂さ漠ばくでは、今まさに大暴力の嵐あらしが吹き荒れんとしていた。




　　　　＊




　そして、同時刻。

　コロナやアルタミラたちにとっては、想像もおよばぬ世界──上空三百万キロの宇う宙ちゆう空くう間かんにおいて、ひとつの異変が発生していた。

　過去数百年間、眠り続けていた古代システムのひとつが、ある小さなきっかけによって、目め覚ざめ、活動を再開したのである。

　やがて、そのことが引き金となって、地表全すべてを覆おおう〈大異変〉に発展して行くとは、作者以外の誰だれもが、この時点では予想だにしていなかった。

　さて……。







　大だい脇わき役やく







　上空のクフィールは、手を出しかねていた。

　コロナとベリアルが、あまりにも接近しすぎているため、攻こう撃げきできないのだ。

　今度は逆に、ベリアルが人ひと質じちにとられた形だった。

　太陽はほぼ真上にあり、砂さ漠ばくには影ひとつない。

　対たい峙じする二人の耳には、クフィールのエンジン音さえ、届いていなかったろう。

　緊きん張ちようは、極限にまで達していた。

　コロナが動いた。

　ゆっくりと刀をふりかぶる。

　──自動操そう縦じゆう装そう置ちをつけておくんだった。

　ベリアルは、半なかば死を覚かく悟ごした。

　コロナの腕前は、ベリアル自身が一番よく承知している。

　すぐそばには、ラリアントのマークⅡがアイドル状態で停とまっているとはいえ、真っ二つにされる前にコクピットまでたどり着くことは、まず絶望的だった。

　じりっ。

　コロナが間ま合あいをつめた。

　ベリアルは、ひやりとしたものを感じた。

　あたりが、少し薄うす暗ぐらくなったようにも思えた。

　──なんというすさまじい殺気だ。

　ベリアルは、舌を巻いた。

　そして、気づいた。

　薄暗くなったのは、コロナの気迫のせいではない、と。

　実際に、陽ひがかげったのだ。

　それも、二人の周囲だけ。

　太陽の光をさえぎるものが、この見み渡わたす限りの砂さ漠ばくのどこに……？

　答はひとつしかない。

　──頭上うえだ。

　しかし、いったい何が？　クフィールではありえなかった。

　とすると……？

　ベリアルの気が、一いつ瞬しゆん散じた。

　そこヘコロナが踏ふみ込こんだ。

　裂れつ帛ぱくの気合いと変に、ムラマサをふりおろす。

　その時である。

　コロナとベリアルのちょうど真ン中に、世にも間ま抜ぬけなバカヤロ様が、ニコニコ笑いながら降って来た。

　妙みような制服の上に、ハーネスを付けたその男は、出で鼻ばなをくじかれて『うっ』となっているコロナに軽く手をふって、

　「やあ」

　と言った。

　「どこか、この近くに冷たいものが飲めるドライヴ・インか何かないかな？──どうやら、道に迷っちゃったらしくて」

　あははは。

　後ろ頭に手をあてて、男は笑った。

　コロナがわめいた。

　「そこをどけ。馬ば鹿か野や郎ろう～～っっ!!」

　次の瞬しゆん間かん。

　コロナたちの頭上に、パラシュートの傘かさの部分が、ぶわさっと覆おおいかぶさり、視界を奪うばった。

　布地とストリングスが、コロナの手足にからみつく。
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　「なんだ、こりゃあ!!」

　じたばたじたばた。

　コロナは、やみくもに刀をふり回した。

　パラシュートを切り裂き、ようやく視界を取とり戻もどしたコロナの目に映ったのは、今まさに離り陸りくしようとしている、マークⅡの姿だった。

　「待ちやがれ」

　駆かけ出したコロナの足を、パラシュートのストリングスが、見事にひっかけた。

　ずべっ。

　コロナは、顔から先に砂さ漠ばくにつっこんだ。

　マークⅡのエンジン音が、一気に高まった。

　コロナが顔をあげた。

　外部スピーカーから、ベリアルの声が聞こえてきた。

　『わははは。また会おう、コロナ・フレイヤー』

　大量の砂さ塵じんを巻きあげながら、マークⅡが離陸。

　機首をひるがえすと、まるであてつけのようにアフター・バーナーを一吹きさせ、東の空へと消えて行った。

　クフィールの編へん隊たいも、あわてて、その後を追った。

　コロナは、砂をはらいもしないで、その場に立ちつくして、小さくなって行く機影を見つめた。

　強く嚙かみしめた唇くちびるに、血がにじんでいるようだった。

　足元のパラシュートをかきわけて、件くだんの男が、ごそごそと姿を現わした。

　男は、一度、機影をふり返り、コロナに向き直った。

　「えーと……」

　意味もなく笑った。

　さすがに、気まずい雰ふん囲い気きを感じたらしい。

　突とつ然ぜん、真ま顔がおになると、踵かかとを鳴らして、きをつけの姿勢をとった。

　敬礼しながら、大声で言った。

　「自分は、連れん邦ぽう航こう空くう宇う宙ちゆう軍ぐん、第二〇五飛行隊所しよ属ぞく。──ヤマト・マーベリック一いち尉いであります!!」

　なんとかして、その場をごまかそうという意い図とが、ありありとうかがえる口く調ちようだった。

　コロナは、ものも言わずに、ヤマトをぶん殴なぐった。




　　　　＊




　──あぶねーところだったぜ。

　巡じゆん航こう高こう度どに達し、オートクルーズの作動を確認してから、ベリアルは額ひたいの汗をぬぐった。

　右腕を砂さ漠ばくに置いて来てしまったので、複雑な機動をすることは難むずかしかったが、飛ばすだけならなんとかなった。

　──あとで拾いに行って来ないといかんだろーなー。

　ベリアルは、ため息をついた。

　パワー・アシスト・アームの開発に、いくらかかったのか、トロルキンから聞かされていたからである。

　忘れて来ましたなんてことを言ったら、生きたまま皮を剝はがれるにちがいなかった。

　『少しよう佐さ……』

　横を飛ぶクフィールから、無線が入った。

　『ひとつお訊たずねしてもよろしいですか？』

　「なんだ」

　『どうして、あの場で片をつけておしまいにならなかったのですか？　コロナは無防備でした。あれなら、ミサイル一発で……』

　ベリアルは、思いきり不ふ機き嫌げんな声で、言った。

　「上官の命令が、納なつ得とくできないのか」

　『いえ。決して。──し、失礼しました!!』

　「ふん……」

　ベリアルは、鼻を鳴らした。

　今回のミッションに同行した、ベリアルの部下たちは、カルバラクラブでのコロナを見ていない。

　だから、そーゆーことが平気で言えるのだ。

　ミサイルの一発で、簡単に片づくような相手なら、誰だれも苦労はしない。

　第一、山さん賊ぞくたちとの予期せぬ戦せん闘とうで、燃料弾丸ともに、心もとない状態だ。

　それに、コロナとあの機動ユニットの関係については、ベリアルにも多少個人的な関心があった。

　いずれにしても、一度、後方に潜ひそんでいる補ほ給きゆう部ぶ隊たいと合流して、万全を期する方が賢けん明めいな気がした。

　なにしろ、あの〈筋きん肉にく娘むすめ〉と遭そう遇ぐうして、一度として無事であったためしのないベリアルである。

　用心深くもなろうと言うものだ。

　『左ひだり眼めの次は右足。──次はどこだ？』

　〈陰いん険けん王おう〉キリーの、たちの悪い冗じよう談だんが、ふと思い出された。

　ベリアルは、なんとなく顔をしかめた。

　二度あることは三度ある。

　不ふ吉きつな予感がした。

　「ふっ。そんな馬ば鹿かな……」

　ベリアルは、不安を苦笑にまぎらわせた。

　その時。

　上空の雲間で何かが動いた。

　「…………？」

　ベリアルは、眼がん帯たいをちょいと持ちあげて、人工の眼で、それを見た。

　六百倍ズーム。

　見覚えのあるシルエットだった。

　「ポイゾンが、どうしてこの空域に……？」

　ベリアルは、かすかに眉まゆをひそめて、つぶやいた。

　そして気づいた。

　ここが、ドアルスウッドの村のすぐ近くであることに。

　「まさか、アルタミラが……」

　ベリアルは、愕がく然ぜんとして、再び上空をふりあおいだ。

　ポイゾンの編隊がブレーク。

　その機動を見ただけで、ベリアルは相手の意い図とを察した。

　「気をつけろ!!」

　ベリアルは僚りよう機きのクフィールに、警告を発し、同時に、自みずからも回かい避ひ行動に移った。

　初しよ弾だんさえかわせば、ベリアルたちにもチャンスは十分にあっただろう。

　約一秒、遅かった。

　太陽を背に、急降下して来たポイゾンが、黒い閃せん光こうとなって、マークⅡの翼よく端たんぎりぎりの所を通過して行った。

　鈍にぶい爆発音が、上空の大気を震ふるわせた。

　やはり、二度あることは、三度あったのである。




　　　　＊




　地表がみるみる迫って来る。

　ポイゾンのコクピットに、低高度警告音が鋭するどく鳴なり響ひびいた。

　パイロットが、コントロール・レバーを引く。

　ポイゾンは、機首を持ちあげ、帰還の途とについた。

　後席のレーダー迎げい撃げき士官が、パンタグリュエルを呼び出して、言った。

　「こちら、グループ・３スリー。──撃げき墜ついを確かく認にんしました」




　　　　＊




　シチュエーション・ルームに歓かん声せいがあがった。

　通信担当オペレ士官ーターが、アルタミラをふり返って、言った。

　「救きゆう援えん信号は出していません。──やはり、情報部の極秘アンダー任務カバーだったようです」

　「それでいい。──キリーめも、これで少しはおとなしくしているだろう」

　「こんなことして、ほんとに大だい丈じよう夫ぶなのかなー」

　中央の指し揮き官かん席せきに、ちょこんと腰こしをおろしたトロイが、例の気弱そーな声で、呟つぶやいた。

　アルタミラが言った。

　「だーいじょーぶです。──帝てい国こく内部に情報部の動きを知られて困るのは、むしろキリーの方ですからね。何も心配することはございません」

　「そうかなー」

　トロイは、首をかしげた。

　「味み方かたを撃うち落おとすのは、やっぱり、気が進まないような……」

　「王子!!」

　アルタミラが、厳きびしい顔つきになって、言った。

　「王子のお味方は、おそれながら、このパンタグリュエルの乗員だけとお考え下さい。少なくとも、コロナ・フレイヤーを討うちとって本国に帰り着くまでは、友軍をあてにしてはなりません。特に、軍情報部は〈陰いん険けん王おう〉が創そう設せつしたもの。キリーの完全な支配下にあります。王子のお生命いのちを狙ねらいこそすれ、万一にも、助けになるなどとはお考えになりませぬよう」

　「うん……」

　「やけに、外がうるせーけど、戦争でも始まったのかい？」

　まのびした声が、入口の方から聞こえてきた。

　酒さか瓶びん片手のブラスターキッド・レーベンブロイである。

　顔が赤い。

　「昼間っから酔っぱらうとは何事だ!!」

　アルタミラが一いつ喝かつした。

　レーベンブロイは、へらへら笑った。

　おぼつかない足取りで近寄ってくると、アルタミラの肩に腕を回して、言った。

　「この酒を、とめてくれるな、飲ましておくれ。とても素面しらふじゃ言いにくい……ってか？」

　「えーい。耳に息を吹きかけるんじゃない!!」

　アルタミラは、邪じや険けんにレーベンブロイの腕をふりほどいた。

　心臓の鼓こ動どうが、妙みようにはっきりと感じられ、アルタミラは少しとまどった。

　通信オペレーターをふり返って、言った。

　「地上部隊からの連絡はっ」

　少し、声が上ずっているようだった。

　オペレーターは、軽く肩をすくめた。

　「どこかに、連中の補ほ給きゆう部ぶ隊たいが隠かくれている筈はずなのだが……」

　と、アルタミラ。

　「村人の行方ゆくえも、まだつかめぬか？」

　「申し訳ありません。──なにぶん、人員が限られていますので……」

　「わかっている」

　アルタミラは、苦い顔つきでうなずいた。

　こんな時に、ファレス軍ぐん曹そうがいてくれたら……。

　酔よっぱらっているレーベンブロイを横目に、アルタミラは、ひそかにため息を吐はき出した。




　　　　＊




　さて一方。

　こちら西方の砂さ漠ばくでは……。

　空から降ってきた男──ヤマト・マーベリックが、長い気絶からようやく目め覚ざめようとしていた。

　「うーん……」

　ヤマトは、痛みをこらえながら、半身を起こした。

　こんな強烈なパンチを喰くらったのは、生まれて初めてだった。

　頭がぐらぐらした。

　「何が、どうなったのやら……」

　ヤマトは、ぼんやりとあたりを見回した。

　十数メートル離はなれたところに、コロナたちの後ろ姿があった。

　シャラもスリムも、頭こうべを垂たれ、何かを見つめている。

　その横には、ガルディーンが、これまた同じような恰かつ好こうで、静かに佇たたずんでいた。

　「？」

　ヤマトは、ふらつく足を踏ふみしめて、立ちあがった。

　パラシュートのハーネスを外し、近寄った。

　三人と一機が見おろしているのは、十じゆう字じ架かだった。

　ありあわせの材料で作った。粗そ末まつな十字架だ。

　三人の表情は硬かたく、沈ちん鬱うつだ。

　「あのお……」

　と、ヤマトは言った。

　「ここは、地球ですよね？」

　誰もふり返らなかった。

　ヤマトは、重ねて訊たずねた。

　「エドワーズ空軍基地へは、どう行けばいいか、ご存じありませんか？」

　やはり答はなかった。

　十字架を見つめたままで、スリムが言った。

　「こんなことなら、お線香も用意しておくんだった」

　シャラが、言った。

　「行きましょうか」

　コロナは、動こうとしない。

　シャラは、その肩に優やさしく手を置いて、言った。

　「コロナ……」

　「ああ……」

　コロナは、かすかにうなずいた。

　くるっと踵くびすを返すと、足早やにジープに向かった。

　シャラたちに、顔を見られるのを嫌いやがっているような素そ振ぶりだった。

　二人は、互いに顔を見合わせ、それから、ゆっくりと歩き始めた。

　「ねえ、ちょっと……」

　ヤマトが、あわてて後を追った。

　「ここは、どこなんです？　まさか、鳥とつ取とり砂さ丘きゆうじゃないですよね？」

　「…………」

　「そうだ。ぼくが何者か不思議じゃありません？　どうして、空から降って来たのか、知りたくないんですか？──ご説明しましょう。実は、ちょっとした事故がありまして……」

　誰も聞いていなかった。

　ヤマトは、シャラたちに追いすがりながら、言葉を続けた。

　「ちょっと待って下さい。お願いですから、ぼくの……、いや、自分の話を聞いて下さい。ねえ、ちょっと……。何があったのか知りませんが、自分の行動が、あなた方にご迷めい惑わくをかけたのなら謝あやまります。この通りです」

　ヤマトは、深々と頭を下げた。

　頭をあげると、ジープのエンジン音が聞こえた。

　シャラがステアリングを握にぎり、助手席にスリム。

　コロナは、後部座席で、足元に視線を落としていた。

　ヤマト・マーベリックの、妙みように頼たよりなげな声が、大だい砂さ漠ばくに虚うつろに響ひびいた。

　「おーい……」







　　次回予告







　おそろしく間まの悪い時に登場してきた、大だい脇わき役やくヤマト。

　いったい、こいつは何者なんだ？

　　塩しおの湖みづうみに向かうコロナたちの行く手には、果たして何が待ちうけているのか？

　そしてまた、ヤマトは無事にレギュラー入りすることができるのか？

　次回。

　『戦国無責任時代』

　どうぞ、お楽しみに。
















無謀大対談の逆襲


──〝ガルディーン〟の味わいかた




火浦　功

出渕　裕

ゆうきまさみ










　　　一年ぶりのごぶさたでした






──ま、といったようなわけで。

火浦　といったようなわけで。

──一年ぶりのごぶさたです。

火浦　ちょうど一年前ぐらいですからね。去年も今ごろの時期だったでしょう。

出渕　一年ぶりのごぶさたでした、で始めますか。

──ちょうど一年前の六月十八日に（一巻目の対談を）やっています。

火浦　あ、なるほど。

出渕　毎年十八日ということにしましょうか。

──いや、それも困るんだけれども（司会不安そうに笑う）

出渕　でも年に一本ペースなんですか、結局は。

ゆうき　そのようですよ。

火浦　いや、そのつもりじゃなかったんですけどね。

──本当は十二月が締め切りだったんです。

出渕　ああ、締め切りというものですね（笑）。

ゆうき　非常識ですよ（笑）。

出渕　じゃ半年に一本ペースなんだ、原則は一応。

ゆうき　まあ書き下ろしだったら、半年一本ぐらいがほんとはいいんだろうね。

火浦　うん。雑誌さえなかったらできるんですけれどね。

出渕　へたに売れたのがまずかったね（笑）。

ゆうき　でもマンガの描かき下ろしだと半年じゃできませんよ。

火浦　あ、そう？

ゆうき　いや、それ掛かかりきりになればあれだけど、掛かりきりになったら食えませんからね。

出渕　そうだね。

火浦　あ、そう。マンガはやっぱり雑誌で連載するほうがノリがいいんじゃない？

出渕　期間はあっても、描けるものじゃないですよ、結構。

ゆうき　読者の目が届いてないから駄だ目めなんだね。描いている最中のリアクションがないでしょう。

火浦　ないね。そう、それはあるな。

ゆうき　ところでこれ、デザイン、今度いつぐらいまであげりゃいいの？

火浦　知らない。今度はそんなに登場人物、出てきたんだっけ？

ゆうき　出てきたよ。

火浦　あ、ずいぶん出てきたな（笑）。ベリアルというのは、ゆうき先生やってるんじゃない？　キャラクター設定。今回、片目と片腕がなくなったけどさ。そのうち、ブッちゃんがデザインする（笑）。

ゆうき　そうか。

出渕　メカ・デザインの範はん疇ちゆうに入ってくるね。

火浦　コロナにやられるたんびに、どっか体の部分がなくなっていく（笑）。

出渕　ドクター・マシリトだね（笑）。

火浦　最後は機動メカにしちゃおうという。

出渕　アニメになったときは野沢那な智ちが声やるしかないな（笑）。山田康雄でもいいんじゃない？（※注１）

ゆうき　そうか。そうすると、早くして下さい。負担すこし減るから。

出渕　今回はメカをちゃんと描かかなきゃいけない。前回あまり描かなかったから。

　実はこのあいだガレージキットのメーカーの方から、ぜんぜん別件で電話があったんだけど、『未来放浪ガルディーン』のメカをキット化したいとか突然言い始めたんだよ、これが（笑）。一巻目でガルディーン以外にいろんなメカが出てきたじゃない。

ゆうき　まだぜんぜん考えてないでしょう。

出渕　そう。ぜんぜん考えてない、電話で「こういうメカなんじゃないですか？」と言われて、アハハ、そうかもしれませんねって（笑）。

火浦　今回は、ほら、ブッちゃんが口絵でメカをやるっていったじゃない。前回は人物だったから。だからメカをかなり出した。

出渕　チャハハ。やっぱり（笑）。

ゆうき　けっこう出てたもんね。

火浦　『ガルディーン』じゃないけど、きのう書き上げたやつでは、三菱製の機動メカ、胸に三菱のマークがついているというのを出しました。

出渕　最近はベンツのマークがついてるメカだって平気でテレビに出ちゃうんだから大丈夫ですよ。何とはいえないけど（笑）。

ゆうき　いやーそれはでも、これからあってしかるべきじゃない？　ブタの鼻がついているやつとかね（笑）。

出渕　三菱か……。

ゆうき　三菱ロボットは、わたしが先駆者ですよ（笑）。

出渕　あ、火浦さん、クルマ買ったんだって。

ゆうき　なに買ったの？

火浦　ンとね、トヨタのハイラックスのサーフワゴンというやつです。四駆。

ゆうき　じゃ、うちのの親しん戚せきみたいなもんだ。お友達だ。

火浦　そう。ゆうき先生のとは違って、ちょっとトラックみたいなやつです。

出渕　ゆうき先生のクルマ、ほんといいよ。あれはいい。シート、フカフカだし……。

火浦　あ、そう？　あれは人がいっぱい乗れるし、うしろ楽だからいいんだけど、運転している人は大変だから。だって、おれ買っても、おれしか運転するものいないからね。

ゆうき　今度ぼく免許とりたいんですよ。交替する人が何人かいればすごい楽でしょ。

火浦　いや、そう思ってさ、カミさんに免許とらせたのはいいんだけど、あのひとは、こわそうでね。

ゆうき　向いてないんじゃない？

火浦　向いてないんじゃないかという。

ゆうき　うちのクルマ、西園寺でりか名前つけました（笑）。

火浦　じゃ、うちのクルマにも名前つけてやろう。まだ来てないけど。

出渕　まだ来てないの？

火浦　来てないよう。こないだ注文したばっかりだもん。

ゆうき　あれ一か月ぐらいかかるんだね。

出渕　車の選定は野性時代の高柳君（※注２）の推すい薦せんだって。推薦されて二日目に買ったんでしょ？

火浦　高柳君がさ、ちょうど「野性時代」の原稿を取りにきてて、初日に「車買おうかと思うんだけど」っつったら「ハイラックスがいい」っつって、次の日に来た時には、もう既に買っていた（笑）。

──だいぶアゼンとしたらしくて、会社の前で、〝大変なことが起こりました〟、といってました。

ゆうき　ハハハ、こいつはいいな。





　　　最近ファンにかわいい娘が……どうしちゃったんでしょう






出渕　いやー、最新の「サンデー」もちゃんと読んでいます。狂バー戦サー士カーが乱立していますねー（笑）。

ゆうき　今日あれの続きを描き上げました。

出渕　もう、ラストだからけっこう苦しんでいるという話も聞いているが。

ゆうき　苦しいですよ。だってキャラクターは多いし。

出渕　伊藤君（※注３）からそういう話を聞いて、とりさんが「うちも〝クリン〟でそうでした」（笑）。最後ってやっぱり大変みたいね。

ゆうき　続けていく上で、ちょっと困ると変な新キャラクター出してさ。最後は当初から出てきたキャラクターをみんな登とう場じようさせて締しめくくろうかなと思っててさ、二年たったら、えらい数。

火浦　そう。ぜんぜん出なくなったキャラクターってかなりいるもんね。

出渕　あ、でも結構「あ～る」はこまめにやってるよ。他のマンガで意イ味ミ深シンに出てきて、路線変更やらなんやらで忘れられちゃって終わりというキャラ多いもん。その点きのう見たら、病院の先生もちゃんとフォローしてたし、福田さんもフォローしてたし、出てないのは生身のＲ（あ～る）ぐらいじゃない？

ゆうき　そうね。

火浦　ああ、そうね。

出渕　アキラだったっけ。

ゆうき　今回、福田さんは、エー、屋おく上じように食われました。

出渕　太陽の塔に？（笑）いかん、「あ～る」の話になってしまう。この前の「あ～る」のレコーディング以来じゃない？　火浦さんとは。

ゆうき　そうだね。

火浦　そうそう。

出渕　こういうの入れとくと面おも白しろいかもしれない、ゆうき先生の「あ～る」のレコーディングに夫婦そろって参加して、歌をうたった、と。

火浦　歌をうたった、手て拍ぴよう子しをやった。あの手拍子、マヌケだったね、すごく。

ゆうき　うん。

火浦　集団で四、五十人並んでてさ、手拍子だけ（笑）。

ゆうき　まあ、実際のノリでやるんじゃなくて、レコーディングだとああなっちゃうんだろうね。

火浦　うん。

ゆうき　でも、トランス状態に陥おちいったやつが沢山いた（笑）。

火浦　ウフフフ。なるよ、だって。

ゆうき　自分が今どこで何をやってるのか分からなくなる（笑）。

出渕　いやー、あのとき火浦さんが入ってきたら、みんなして、なんかテキヤのおにいさんがやってきた、二枚目のヤクザがやってきたねって（笑）。

火浦　いや、お祭りだったんでしょ？　あのときは。

出渕　だから、ちょうどよかったんじゃないかという。

火浦　ちょうどよかった。焼きトウモロコシ一本一万円という世界で。

出渕　なかなかしかし、あのレコードはいい。これはいいよ、はっきり言って。最近は聴きく回数へったから三日に一ぺんぐらいになったけど、もらったときは……。

ゆうき　聴きすぎちゃいけません。

出渕　あそこのディレクターのヤベ君は火浦さんのファンなんですよ。

火浦　だれが？

出渕　会ったでしょ、あのディレクター。

ゆうき　細い、眼鏡かけた人。

火浦　会ったっけ？

出渕　会ったんです。火浦さんのファンなんだって。

火浦　いたな、そういえば。

──いや、ファンといえば、火浦先生が引っ越したときに電話局のお兄さんがファンだったそうですね。

出渕　そうなんですか？

火浦　でもそれは、エー、だれだったか税務署へ行ったら税務署の係員がファンだったという話もありましたからね（笑）。で、（税金を）負けてくれるかと思ったら、ぜんぜん負けてくれなかったという（笑）。

出渕　ゆうき先生も江え古こ田たで女の子のファンにつかまったんでしょ？

ゆうき　おれはネームが出来なくて苦しんでたのに（笑）。

出渕　でも、この前、海洋堂で会った女の子が、男づれだったんだけども、「ファンなんです」とか言って、「あ、そうなんですか」「キャッ、声を聞いちゃった！」「は？」……（笑）。そういうのってあるみたいね、やっぱり。「ぼくを何だと思ってるんですか」「神様です」って。

火浦　ほーう！

出渕　これが可愛かわいいんだ、けっこう。あ～あ。特撮のほうがけっこう可愛い子いるな。今度のぼくのイベント（ＭＡＳＱＵＥＲＡＤＥ）で会えるといーなー。（※注４）

火浦　最近のファンは可愛い子、多いですよ、ＳＦも。

ゆうき　どうしたんでしょうね、一体。

火浦　どうしたんでしょうね。広がってるからじゃないですか。

ゆうき　「あ～る」のイベントのときも、可愛い子、来てたしね。

出渕　ねえ。あの子、可愛いかった。……それじゃまるで目ざといみたいじゃないか（笑）。

ゆうき　目ざといですよ、ブッちゃんは（笑）。

出渕　ちゃんと後ろついてきてたんだよ、ぼくらの後尾つけて……。たらサ、わけの分からない道に見失って入っちゃうから、向こうは迷っちゃって、あ、こっちこっち、と思ったんだけど来なかった（笑）。でもあの子、可愛かった、素直で。

ゆうき　素直かどうか。あれじゃ分からんね（笑）。

出渕　素直だ、と思いたいじゃないですか。

ゆうき　はい。今度は、だけど変な女の子出てきましたね、『ガルディーン』に。

火浦　作品の中に？　ああ、あの色しき情じよう狂きようみたいな娘こですね。

ゆうき　途中でこれは色情狂かなと思ったら、やっぱり色情狂だったんで、うれしかったけど（笑）。

火浦　そのへんのパターンはしっかり踏むようにしてるんです。期待を裏切らないという（笑）。

出渕　そう。下手に裏切ろうとして、つまんないものつくるの多いもんね。

火浦　やー、レーベンブロイが今回、書けたからうれしかった（笑）。

ゆうき　あのおっさん、おかしいな。

出渕　企画化のときから……。

ゆうき　あれを読んでいるうちに福田さん（※注５）を思い出しちゃった（笑）。

火浦　いや、福田さんの影響って大きいよ。ああいう人物が実際に生きていると普通は思わないでしょう（笑）。だけど、ほんとにいるんだもんね、あれ。

出渕　だって、福田さん、最初は「パラ・クリ」のほうから火浦さんを紹介したじゃない？　あの後に、いやー実にいい人を紹介してくれたって。これだけ遅らせる人だから迷惑がっているかと思ったら、ものすごい感動してるんだ（笑）。

火浦　いやー、もういきなり意気投合しちゃいましたから。

ゆうき　でも「あ～る」は、思ったよりも長寿でしたね。

出渕　あのとき一いつ緒しよに始まったの三本ぐらいあったでしょう。

ゆうき　うん。三本。

出渕　ぜんぶ終わっちゃったもんね。

ゆうき　うん。でも、ぼく〝爆ばく裂れつ消しよう球きゆう〟（※注６）は惜しかった。

火浦　あ、わたしもあれは好きだった。〝爆裂消球〟の、次は何が出るか、ナゾ解きの回なんか、わくわくしながら読みましたね。

ゆうき　あれをやめたのはちょっと間違いだった。

火浦　そう。今どきないもの。あの理屈はすごかったな、しかし。

ゆうき　おれは空想漫画を描きたいよ（笑）。ないでしょ、今。

火浦　ないね。

ゆうき　おれ、でも今、小説の方がいい。読みいいよ。火浦さんの「ガルディーン」のような作品を書いて、売れたりして（笑）。





　　　わからないことがあったらお父さんお母さんに聞こう






出渕　『ガルディーン』がそんなに受けると思わなかったんだよ、最初はね。なんか売れて、どうしてだろう？　と、みんなで言っていたという。

火浦　そう。今回もどんどんマイナーなネタを出してますからね。

ゆうき　マイナーなネタ出して、これは受けねえだろうと思うと受けたりするんですからね（笑）。

出渕　「あ～る」だってそうじゃない。ふつう分かんねえだろうなと思うんだけど。

火浦　いや、でもね、古いもんっつっても、榎本健一とか古川緑波ロツバまでいくと、わたしらには分かりませんね、既に。

ゆうき　うん、うん。

火浦　こないださ、昔の漫才とか、あのへんのテープというのを手に入れて聴きいてたんですけどね、一番わかんないのがものまね（笑）。

出渕　だれのものまね？

火浦　何代目市川○○とか、浪曲師とか、昔のやつのものまねしてるんだよ（笑）。で、うまいんだろうな、と思うんだけど、ぜんぜん分かんない（笑）。

出渕　もとが分かんなきゃ分かるわけない。

火浦　もとが分かんないからね。

ゆうき　ほら、でんでん、というコメディアンがいますよね。

火浦　あ、いるいる。

ゆうき　あれが前に花はな菱びしアチャコのものまね演やって、「もうムチャクチャでござりまするがな！　どうだ、古すぎて似てるかどうか分からねえだろう？」って（笑）。

火浦　でも花菱アチャコぐらいだったら分かるけどね。

ゆうき　いや、ぼくらは分かるよ、かろうじて。

火浦　かろうじて分かるなぁ。

出渕　なんかネタにしてると、およそネタが古くなると分かんなくなるという。

ゆうき　おれは分かってるから、たぶん読者も分かるだろうと思って描いちゃうところってあるね（笑）。

火浦　でもね、「ワタナベのジュースの素もとです」というのをわたしは知ってますという十七歳の女の子がいる。

出渕　おっ！

ゆうき　えっ！

火浦　お母さんに教えてもらったんだって。

出渕　それは知ってるんじゃなくて、むしろ……。

ゆうき　分かんないところがあったら、お父さんお母さんに聞こう、っつってね。

火浦　そう。読者層はそのへんみたいだもん。わたしより、ちょっと上ぐらいでしょ、せいぜい。

出渕　それくらいがお父さんお母さん。

火浦　もう既に。

ゆうき　「あ～る」に描かきゃよかったな、わからないことがあったら、お父さんお母さんに聞いて下さい、って。

火浦　そう。おかあさん、トニー谷の「さいざんすマンボ」ってなぁに？

出渕　ク、ク、ク。

火浦　それはね、むかし、トニー谷という人がいて……。

出渕　今でもいるよ（笑）。（※注７）

火浦　今、いるか。まだ死んでないもんな。

出渕　染之助・染太郎だって分かんないってやついるよ。

ゆうき　そう？　お正月に見ればね、テレビで……。

出渕　今だって出てんのにさ（笑）。

火浦　最近は結構お正月以外にも出ますよ、あの人たち。

出渕　今日も昼の番組か何かに出てた。常に笑ってる。

火浦　こないだ、短編でね、究極の芸とは何か、というのを求めて宇宙中の芸人を訪ねて歩く男の話というのを書いたんですよ（笑）。その中にも出てきますけど、結局、あらゆる芸を訪ね歩いて、究極の芸とは何だったか、というとですね、何だと思います？

出渕　何かな。

火浦　東京コミックショーだった、という（笑）。

出渕　これ（手首をキクキク動かし）ね。

火浦　レッドスネイク（笑）。

出渕　レッドスネイク・カモン！　シュウマイの宣伝するぞ、今に（笑）。

火浦　だって四十年やっているんだよ、あれだけで。おれがガキの頃ころからいたもんね。おんなしことやってるもんなあ。りっぱだと思いますね。

ゆうき　一つの芸でどこまで生き残れるかという実験をやったみたいなものだ。

火浦　そう。

ゆうき　時どき思い出したように現れる。新しい時代があの芸を知っている（笑）。あの芸って、でも、ぜんぜん凝こってなくて、他た愛あいないから長生きしたのかもしれないね。

火浦　だろうねえ。ま、漫談なんだろうね、ほとんど。あの蛇はあんまり関係ないという。

出渕　受けたのかな、昔。

火浦　受けたんじゃないスか、やっぱり。知らんけど。爆発的に受けたということはないだろうけどね。

出渕　だから、息が長いのかもしれないな。──どんどん本篇からはずれていく（笑）。

ゆうき　『ガルディーン』も昔の遺物が出てくるとさ、今よりも昔のやつでしょ（笑）。今のやつは出てこない。十年二十年前のものばかり出てくる。ぼくらの目から見て知っているものばかり。

火浦　そう。

出渕　読者に対する挑ちよう戦せんですね、これ。

ゆうき　読者への挑戦状を入れるというのはどうですか？

火浦　これがわかるか！　と（笑）。

ゆうき　すべてのヒントはそろった、といって。さあ、〝ワタナベのジュースの素もと〟のコマーシャルをやっていたのは果してだれであったであろうか、って。文章を最初から読み直してみると榎本健一の名前がちゃんと出てくるようになっている（笑）。

出渕　ワタナベのジュースの素、か……。

──あと五年ぐらいすると、たとえば「兵器の町」メルキドが一体なにか分からなくなるんじゃないですか。

火浦　アハハハ。

出渕　…………？

火浦　分かんないだろう。

出渕　分かんないよう（笑）。

火浦　これはファミコンをやってるやつじゃないと分かんないですよ（笑）。

出渕　それ、でも今のネタ……。

火浦　やー、すぐ分かんなくなるよ、多分。

──あれを読んでると、いかにこの作品が時間かかっているかっての、よく分かりますね。

火浦　そのとき作者が何をやってたかというのが如によ実じつに分かるという（笑）。

出渕　とりさんの作品なんかでもわりとそういう傾向ありますね。あ、このころはこんなことやってたんだな……（笑）。

火浦　そう。





　　　パターンは偉大だ






ゆうき　今回、色情狂のあたりに挿さし絵え、はいるだろうね。

火浦　ああ。はいるでしょうね、やっぱり。

ゆうき　ね。色情狂のあたりで挿絵、はいりますよ。色情狂ってのは言っちゃいけないのかな（笑）。活字にできないんだろうか。

火浦　大丈夫だと思いますよ。

ゆうき　なるほど。

出渕　描けってことね、それ。早い話が（笑）。

ゆうき　あそこがぼくは今回の一番のヤマ場かと思いました（笑）。

火浦　やぁぁ。

ゆうき　一年描かないと、ぼくは絵が変わりますからね。面白いかも知れませんよ。

出渕　まあ、でも、一巻目の『ガルディーン』だってコロナとシャラは昔のやつだからね。

ゆうき　うん。

──なんかアルタミラとレーベンブロイに恋が芽生えそうな雰ふん囲い気きで（笑）。

ゆうき　あれもパターン通り？

火浦　うん、パターン通り。

ゆうき　パターンを踏むってのは強いな、やっぱり。いや、先人がやって生き残ったことってのはやっぱりそれなりの評価すべきだな。

火浦　そうそう。

ゆうき　いろいろやって生き残ったのがパターンですよ。

火浦　だから、敵かたきはもう討っちゃったから、次は宝探し。これはもうパターンです。

ゆうき　エンターテインメントって。

火浦　そう（笑）。昔の偉い大衆作家がそう言ってンですから。エンターテインメントの二大パターンというのは敵討ちか宝探しだって。誰が言ってたんだっけ、吉川英治だっけ。

ゆうき　宝が見つかっちゃったらどうするんですか？

火浦　と、それは終わるんでしょうね（笑）。

ゆうき　そうかな。宝が見つかっちゃったらば……。

火浦　第三巻目のあたまでいきなり見つかる（笑）。

出渕　すげえ発想するね、この人は。

ゆうき　今度は、男女のすれ違いやる？（笑）

火浦　「君の名は」なんて。

ゆうき　そう。

火浦　そらいいなー（笑）。

──あと柳や生ぎゆう武ぶ芸げい帖ちようとか、丹下左膳もそうですけど、〝こけ猿の壺つぼ〟とか、何だかよく分かんないんだけど、みんなが狙ねらっているものを奪い合いするというパターンもありますね。

ゆうき　あ、奪い合いね。宝探しのあとはそれでもいいですね。

火浦　うん。奪い合いをやって、すれ違いをやる、と。

ゆうき　へへ。

出渕　クク。

火浦　毎回、一話ごとに、ほぼ完結する形でいろんな珍道中をやるって言ってたでしょう。なかなか難しいんですよ、それが。大まかなこういうストーリーがあるから。どうしてもそれに沿って書いていっちゃうからね。いっそのこと、そういうのを番外篇にしてやろうかとか、言ってンですよ。自転車に乗った人の団体がやってくるとかさ、いろいろあったでしょう（笑）。

出渕　あったあった。

ゆうき　男女のすれ違いをやって「君の名は」だと思わせておいて、最後は「巌がん流りゆう島じまの対決」、あ、しまった、これは「宮本武蔵」だったのか、って（笑）。

出渕　この前、月影兵庫の第一話のシナリオを見せてもらったら……。

ゆうき　聞きました！

出渕　聞いた？　もう、おかしい（笑）。

ゆうき　いきなり知り合い、もう既に。知ってる？

火浦　いや、知らない。

出渕　月影兵庫が宿しゆく場ば町まちにやってくる。喧けん嘩かやってるわけ、駕か籠ごかきと……。

ゆうき　駕籠かきと焼津の半次が喧嘩してる。

出渕　で、「おい、なにやってんだ？」と言うとさ、「おう、だんな！」……。知ってンの、知ってンの。

ゆうき　道中の途中なのね。

出渕　もう知ってて、「どうしたんだ、おめえ？」と言うと、「いや、おれは曲がったことがでえきれえだから、駕籠が曲がってましたから……」

ゆうき　「まっすぐになおしとけっつったら、文句を言いやがって、で、喧嘩になった」って（笑）。

出渕　おかしい！　これは。一話って、出会いとか普通あるじゃない。最初から知り合いなの。

火浦　既に知り合い。いいね。

出渕　燃えたね、あれはほんとに。ふき出しちゃった、読ましてもらって。

ゆうき　一話みた人は、この番組、いつからあったんだろうと思っちゃう（笑）。

出渕　あ～あ。

火浦　今、テレビ東京か何かで徳川三国志だっけ、何かやってるでしょ、松方弘樹とか出てるやつ。あれに月影兵庫が出て……月影兵庫じゃないや、近この衛え十じゆう四し郎ろうが出てるんだよ、敵かたき役やくで。

ゆうき　ほう、敵役で？　へえ。

火浦　日黒祐樹とさ。

出渕　親父が敵役なわけ？

火浦　そうそう。懐かしいよ。でも近衛十四郎の殺陣たてというのは、やっぱカッコいいですね。

ゆうき　すごくうまいですね。

出渕　近衛十四郎なんて読者は知らないだろうな、もしかしたら。

火浦　名前は知らないかもしれんなぁ。

ゆうき　花山大吉は知ってっかもしれないけどね。月影兵庫ってえのは、白黒（映画）だったわけね。

火浦　白黒だったね。

出渕　月影兵庫の最終回か何かで、兵庫がどっかの殿様か何かだと分かって……。

ゆうき　そうそう、そう。

出渕　それで落ち着いちゃって、半次がひとりで旅をしてたら、花山大吉と一話でパッと会って、お！

ゆうき　旦だん那なじゃねえか！

出渕　おっ、旦那じゃねえか！　おれは兵庫じゃねえぞ、花山大吉だ……。

ゆうき　おれはおめえなんか知らんぞ、って（笑）。

出渕　とんでもねえ。新シリーズでも何でもないという（笑）。

ゆうき　あれは異常な番組だったね。

出渕　でも、面白かったよ。見てたもん、子供のときにずうっと。

火浦　そう。

ゆうき　次の小説は月影兵庫ネタですか。

火浦　いきなり知ってる。

ゆうき　いきなり知ってる。

火浦　それはいいな。

出渕　シャラとコロナが喧けん嘩かしてさ、宿しゆく場ば町まちで敵対する。用心棒として雇われて。

火浦　あと、ガルディーンが客引きをしてるとかさ、いろいろあったじゃない？　それもやりたいんだけどね、本筋を追っていくと、こう、なかなかできないから、そのへんが難しいんですよ。

ゆうき　分かるなぁ、それは。だって、いつ終わるか分かんないしさ。連載だとできるんだよね。

火浦　ああ、なるほどね。うん。

ゆうき　書き下ろしだと、たとえばここまでの間にこういう話を入れなきゃいかんという制約がありますからね。

火浦　そう。今、ほら、四章一本じゃない？　だから、そのうち本筋用のは三本にして、一本は全く番外篇にしてしまおうかとか、いろいろ考えてるんですよ。全くストーリーとは関係ない話で、どっかで起こった変なこととかね。

出渕　最後に、コロナとシャラたちが見てて、ああこんなことやってる、とか（笑）。

火浦　出てくるだけ。

──でも怖こわいですからね、番外篇を始めると火浦先生の場合は（笑）。

ゆうき　どっかに番外篇しか書かない作家ってのがいるんですよ。レイクは長編第一作だよね。

火浦　うん、そうだよ。

ゆうき　そうやって本篇を書かないで、あとは番外篇だけがどんどん増えていく（笑）。

火浦　（苦笑して）しかたがないんですよ。あんまり大きいネタふりをしちゃったもんで、続きが書けない。

ゆうき　あまり大きなネタにしない方がいいかもしれないね。細かな話をやりたくなるときもあるわけでさ。

火浦　そうそう。で、どっちかっつぅと細かいネタふりの方が好きだからね。





　　　この世で大切なことは……






ゆうき　今の話をしましょう。

出渕　そう。リアクションで来たハガキに……。ほとんど、ゆうき先生のファンレターが多かったという（笑）。ゆうき先生に挿絵を描いて欲しいというね、あるんだ、これが。

火浦　そう？

出渕　あったよう。ショック受けた、ってわけじゃないけどさ、結構ありましたよ、数的には。ゆうき先生に挿絵も頼めばいいのにとかね。もうやめようかなと思っちゃった（笑）。

ゆうき　角川の方から回ってきたんじゃなく「サンデー」へ来ていたやつの中では、マンガを描いてほしいというのがありましたよ（笑）。

出渕　『ガルディーン』の？

ゆうき　うん。

出渕　こんなに売れるとは思わなかったんじゃないですか、編集の方も。

──いや、そうでもないんですけど。一回目のときには編集者もかなりノッて作っちゃったという雰ふん囲い気きで。

ゆうき　ノリが大事です、何ごとも。

火浦　うん、ノリが大事です。

出渕　やっぱり、一本の矢は折れやすいけど、三本の矢は折れにくい、というふうなこっちゃないでしょうかね（笑）。

ゆうき　誰かのファンが読むだろう（笑）。だからアニメにして、たとえばオリジナル・ビデオにするでしょ？　そしたら声は誰、相手は誰とやらせるんですよ。そうすると今度またそれのファンがつく（笑）。

火浦　でも、それは既にきてますね、結構。

出渕　あ、ほんとに。どんなの？

火浦　この声はあれに……おれ分かんないんだ。声優の名前ぜんぜん分かんないから。これはこれにしてくれって。

ゆうき　それはブッちゃんに見せたら……。

出渕　ああ、わたし分かります。

火浦　でも、うちのカミさん分かっている。

ゆうき　なるほど。

火浦　あのひと……。

出渕　オタッキー（※注８）だから？

火浦　オタッキーだからね、ぜんぶ分かってるんだけど、おれはぜんぜん分かんない。

出渕　オタッキーって分からないでしょう？（と速記者に）

速記者　分かりません。

出渕　分かるわけないんだ、こんなの（笑）。




ゆうき　『ガルディーン』をアニメにするとかいう話、ないんですか？

──今のところ……。

出渕　いや、でも、なったらなったで困ってしまいますけど。予告編集……。

火浦　そう。予告編集つくりましょうよ。

出渕　番外篇だけ一本つくっちゃうとか。

火浦　いやいや、予告編集が面白いですよ。カミング・スーンみたいな。

出渕　カミング・スーンで。

ゆうき　謎なぞ！　絶叫！　ロマンス！　とかいって（笑）。

出渕　いいね。もともとアニメ企画でしたからね。

ゆうき　あれ、火浦さんが作家になったきっかけってなぁに？

火浦　だからさ、「ＳＦマガジン」のコンテストに応募して、賞には入らなかったんだけど、編集長は、面白いから何か書いてきなさいと言って、書いて持っていったやつがデビュー作品。

出渕　へえ。

火浦　そのとき一いつ緒しよに出たのが大原（まり子）さんとか……。

ゆうき　全く同期なんだ。

火浦　同期。

出渕　岬みさき（兄悟）さんは？

火浦　ミサキさんはまたちょっと違う。

──ショート・ショートの方ですね。

火浦　そうそう。

ゆうき　ぼくもね、ブッちゃんが「サンデー」行きますけど持ちこみで一緒に行きませんか、っていうんで、夜ね（笑）。

出渕　最初は山崎さんでね。

ゆうき　あれは『星雲児』のときだっけ？

出渕　『星雲児』やっていたときね。だから、ぼくの方が若じやつ干かん「サンデー」とコンタクトがあったんで……。で、ゆうき先生を……。

火浦　あ、そのころ連れていったことあるの、ゆうきさんを？

出渕　（両手をテーブルについて力み）そう！　それが最初なんですよ。

ゆうき　「サンデー」の編集部へ行くっつって、ぼくは持っていくような原稿は何も書いてないぞ、レポート用紙にネームが四十四枚ほど作ってあるから、じゃあこれを持っていこう、画が見たいといったら、あとから原稿を見てくれと言おうっつって（笑）。

出渕　最低だね（笑）。

ゆうき　で、持っていったんです。山崎さんはブッちゃんの相手で、おう、こちらの相手をしてくれといって、やってきたのが背の高い、眼鏡をかけた……（笑）。

出渕　福田さんだった。でも、先に言っといたもの、福田さんに、実は。だって、山崎さん担当だったけれども、最初に会ったのが福田さんだから。

──出渕さんのデビューってのはどんな感じですか。

ゆうき　ブッちゃんはファンからね。

出渕　ファン上がりですから。デビューという意味では……。

ゆうき　デビューというのはないんですね。大体、ブッちゃんみたいな仕事はないよね、デビューって。

出渕　だから、うやむやのうちに何かやってたという。ゆうきさんだって、「サンデー」のデビューはそうだけども、正式なデビューっつったら、やっぱり「ＯＵＴ」かなんかになっちゃうんでしょう？

ゆうき　それもうやむやですからね、すごい。

出渕　あのあと「壁の穴」でスパゲティおごってもらったの憶おぼえてます。

ゆうき　じゃ今日は「サンデー」に渡りつきましたから、ぼくがおごります、と言って（笑）。

出渕　憶えてる。

ゆうき　千五十円ぐらいのスパゲティをおごった憶えがある（笑）。

出渕　で、あらためて今度、じゃあ、と言って（笑）。でも、お互い何か貸したり貸されたりした金の流れがよく分かんなくなってね。

ゆうき　そう。ぼく貧乏なころブッちゃんにお金借りたんだけど、懐に少し余裕ができたら、ブッちゃんに金貸してるもんですから（笑）。

出渕　一体どっちがどれだけ貸しているか分かんないんだ。

ゆうき　もう分かんなくなっちゃった。いや、分かんなくなったなんていう状況になって、これ幸せですよ。これがね、お前には幾ら貸してあるから、ということになったらもう大変です（笑）。──火浦さんは、年齢的にはちょうどひと回りぐらい下の読者が……あ、ひと回り以上か。

火浦　そうね、ひと回り以上ですね。半分ぐらい。

ゆうき　あ、そうか。十四歳ぐらいから始まって……。

火浦　そうそう。そのへんからね。

出渕　メッセージはないですか？　若者に対するメッセージとか言うと受けるかもしれない。ほら……（笑）。

火浦　いや、別にないですけどね。

出渕　のりだしてしまうという。

ゆうき　この世で大事なことは……。

火浦　タイミングにＣ調に無責任（笑）（※注９）。あー、こないだ植木等の色紙をもらって感激しちゃいました。

ゆうき　ほんと？

火浦　田中ちゃん（※注10）に頼んでさ。田中ちゃんがたまたま植木等関連の仕事やってたの、テレビで。

ゆうき　「トット・チャンネル？」

火浦　うん。で、「火浦さん江」って、「わかっちゃいるけどやめられない」──すごい達筆なんだよ、筆で書いてあって。

ゆうき　へえ。お寺出身だからじゃない？

火浦　うん。だと思うけどね。もう家宝にして飾ってあります。

ゆうき　ああー、それはいいものをいただきましたね。こないだ「ニッポン無責任時代」を見ましたけど、面白いですね。

火浦　面白いですねえ。

ゆうき　映画として面白いんだもんね、まず。話が面白いからね。

出渕　まあ、あればっかしでも困るけどね。ああいうのもあってもいいと思う。

ゆうき　「あ～る」のレコードは、もうほとんど無責任時代のノリで作りましたから（笑）。

出渕　ヤマモトさんに、どこかの書評で「あ～る」の一枚目のレコードが植木等のノリだと書いてありましたよっつったら、むちゃくちゃ喜んでましたよ（笑）。

火浦　そういうやつが多いんだ、この年代は（笑）。

出渕　ほんとに、マジで喜んでたもんね、どこですか？　それは、とか言って。

ゆうき　やっぱり、タイミングにＣ調に無責任？

火浦　そう。

出渕　『ガルディーン』もそういうノリですから。大体、企画そのものが無責任でしたから。

ゆうき　眉み間けんにしわ寄せることはないね。





（※注１）　アニメ「ドクター・スランプ　アラレちゃん」の登場人物ドクター・マシリトの声優。劇場版では山田康雄。ＴＶシリーズでは野沢那智が演じた。

（※注２）　『野性時代』の火浦先生の担当者。未来人だという説もある。

（※注３）　シナリオライター伊藤和典氏。

（※注４）　めでたく再会できたそうです。

（※注５）　かつて『少年サンデー』で共通の担当者だった福田孝氏。

（※注６）　『少年サンデー』に連載されていた岡村賢二『ＧＯＡＬ』のこと。今どき珍しい〝魔球もの〟だった。

（※注７）　本対談の校正中にトニー谷さんの訃ふ報ほうに接した。御ご冥めい福ふくをお祈りいたします。──と書いているうちに石原裕次郎が死に、といっている間もなく有島一郎が亡くなった。世の中はホントに油断ができない。

（※注８）　〝オタッキー〟とは〝オタク〟の形容詞形。[image: まるるい]マニア→マニー

（※注９）　植木等に最適。

（※注10）　「時をかける少女」「漂流教室」などの映画で小道具を手がけている田中良直氏。
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